
KIT-3
炉底塊～流出溝滓
①×100 白色粒 :金属鉄
ウスタイト (粒内微小晶出物あ
り)・ ウルボスピネルとヘーシナ
イトの固溶体・ファイヤライト
②③×200 硬度圧痕 :

②52311■・、ウスタイトか
③762Hv、 ウルボスピネルとヘ
ーシナイトの固溶体

KIT-4
不明淳
④×200 硬度圧痕 :℃711v
ウルボスピネルとヘーシナイト
の回溶体
十ウスタイト (粒内微小晶出物
あり).フ ァイヤライト

KIT-5
椀形鍛冶淳
⑤×50 中央灰色部 :銹化鉄
周囲津部 :ウスタイト・ウルボ
スピネルとヘーシナイトの国溶
体・ファイヤライト
③⑦×200 硬度圧痕 :

⑥498HhV、 ウスタイト
⑦穆8H■・、ウルボスピネルとヘ
ーシナイトの回溶体

photo.2 炉底塊～流出溝滓・不明滓・椀形鍛冶滓の頭微鏡組織
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KIT-6
椀形鍛冶淳 (含鉄 )
①～③津部
①×200 硬度圧痕 :472Hv、 ウ
スタイト
②×100 ウスタイト・ファイヤライト
③×100 ウスタイト(粒内微小晶
出物)・ ファイヤライト
④～③金属鉄部 ナイタルetch
④×100⑤×400 亜共析組織
⑥×100⑦×400 共析組織
③③×200 硬度 :⑦ 152Hv、
142Hv、 (の216Hv

photo.3 椀形鍛冶滓 (含鉄)の頭微鏡組織
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KIT-7
含鉄鉄津
①×100 表層付着津 :ウルボス
ピネル・イルミナイト・シユード
カイトないしルチル
②～③鉄部 :ナイタルetch
②×100③×200 亜共析組織、
硬度 :141Hv
④×100⑤×200 同上、硬度 :

220Hv
⑥×100⑦×400 過共析組織
中央 :硫化鉄、ステダイト
③Э×200
硬度 :③644Hv、 228Hv

photo.4 含鉄鉄滓の顕微鏡組織
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KIT-8
含鉄鉄淳
①×100 表層付着津 :イルミナ
イト シュードブルーカイトないし
,レ▼声,レ

②～⑨金属鉄 :ガタルetch
過共析組織
②×100③×400
中央 :鉄中非金属介在物
④×100⑤×400
中央 :硫化鉄・ステダイト
③×100⑦×400
中央 :ステダイト
③③×200
硬度 :③M2Hv、 ⑨263Hv

photo.5 含鉄鉄滓の顕微鏡組織
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KIT-9
含鉄鉄津
③②×100 表層付着淳①ウルボ
スピネル②シュードカレーカイトない
しルカレ
③×100 鉄中非金属介在物
①～③金属鉄 :ナイタルetch
④×100⑤×200
フェライト単相、硬度 :88Hv
⑥×100⑦×200
亜共析組織、硬度 :184Hv
③×100③×200
共析組織、硬度 :156Hv

③

●

メ

一丁

。
―、
Ｉ
′・ｎ
Ｈ
‘‐！‥……―

● 、ゴ |

粋|:|,111
く       fl 七

■  ■ |

＼

イ｀

photo.6 含鉄鉄滓の顕微鏡組織
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KIT 10

含鉄鉄淳
①×400
試料平面表層付着 :ルチル
②③×100 淳中の木炭片②木
口面③板目面 :広葉樹材
④～③金属鉄 :ナイタルetch
④×100⑤×400
過共析組織、ステダイト
⑥×100⑦×400 同上
③③×200
硬度 :③849Hv、 ⑨780Hv

photo.7 含鉄鉄滓の顕微鏡組織
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KIT ll(1)
鉄製品
①×400
暗色部 :非金属介在物
②～⑤ ナイタルetch
②×50共析～過共析組織
網目状セメンタイト・素地 :パ
ーライト、マルテンサイト点在
(水冷痕跡)
試料表層一部脱炭、亜共析組織
③～⑤×200 硬度 :③923Hv、
④298Hv、 (動195Hv

②

①

photo.8 鉄製品の顕微鏡組織
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KIT ll(2)
鉄製品
①～⑤ ナイタルetch
①×50 上側、微細パーライ
ト・マルテンサイト～鍛接部 :

介在物周囲脱災、初析フェライ
ト・パーライト
下面表層側 :網 目状セメンタイ
ト・パーライト
②～⑤×400 ①の拡大

ａ
・ド
　
チ

雌漆

③→|

巌
彎
は
一

↓④

photo.9 鉄製品の頭微鏡組織
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KIT-12(1)
鉄製品
①×100②×400
暗色部 :非金属介在物
ウルボスピネル、ウスタイト
③～⑤ ・//Fタルetch
③×50 亜共析組織
初析フェライト・パーライト
④×100 ③の中央拡大
⑤×200 硬度 :241Hv

③

7

photo.10 鉄製品の顕微鏡組織
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KIT 12(2)
鉄製品
①～⑤ ナイタルetch
①×50 フェライト単相～亜共
析組織
②×100 ①の上面拡大
③×100 ①の下面拡大
④Э×200
硬度 :④92Hv、 ①105Hv

①

酪

photo,11 鉄製品の顕微鏡組織
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KIT 13 イー1
粒状津
①×20 マクロ組織
②×400
ナイタルetch
中央 微小金属鉄
粒 :白鋳鉄組織
淳部 :ウスタイト

ё
KIT 13 イー2
粒状津
③×20 マクロ組織
④×400 ウスタイト

⑮

KIT 13 イー3
粒状津
⑤×20 マクロ組織
⑥×400 ウスタイト

●

 ` 捗―

ヤ
Fミ  |
F

KIT 13 ロー1
粒状津
⑦×20 マクロ組織
③×400 ウスタイト

盛

KIT 13 ロー2
粒状淳
◎×20 マクロ組織
⑩×400ウ スタイト

●

photo.12 粒状滓の頭微鏡組織
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KIT-13 ロー3
粒状津
①×20 マクロ組織
②×400マ グネタイト

●

①

KIT 14 イー1
鍛造剥片
③④王水etch
③×20 マクロ組織
④×400 3層分離型
(内層ウスタイト非品質)

③

KIT 14 イー2
鍛造剥片
③③工水etch
⑤×20 マクロ組織
⑥×400 3層分離型
(内層ウスタイト非晶質)

⑥

|

photo.13 粒状滓・鍛造剥片の顕微鏡組織
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KIT 14 ロー

鍛造剥片
①×20 王水etch、 マクロ組織
②×400 no etch
③×100④×400 王水etch
3層分離型
(内層ウスタイト非品質)

① iriir‐}:
,

KIT 14 ロー2
鍛造剥片
⑤×20 王水etch、 マクロ組織
⑥×400 no etch

⑦×100③×400 王水etch
3層分離型 (外層ヘマタイト・

中間層マグネタイト、表裏面に
確認、内層ウスタイト非晶質)

⑤

il∫ rill与 |■手●lili,

photo.14 鍛造剥片の顕微鏡組織
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KIT 15

再結合淳
③②×100 製錬津片、①イルミ
ナイト②ウルボスピネル、ファイ
ヤライト
③×100 鍛冶津片、ウスタイト
④～③銹化鉄部
④×1∽③×400 過共析組織～
白鋳鉄
⑥×100⑦×400 同上
③③×400 鍛造剥片様遺物

〃
´
 a

photo.15 再結合滓の顕微鏡組織
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KIT 16
鉄製品
①×400 中央 :非金属介在物
硫化物
②～④ ナイタルetch
②×50③×100 亜共晶組成白
鋳鉄
④×200 硬度 :757Hl・

①   .

ょぅラ

い

r

KIT 17
椀形鍛冶淳
⑤×100 上側灰色部 :銹化鉄
⑥×100 ウスタイト0位内微小晶
出物あり)・ ファイヤライト
⑦×200 硬度 :440Hv

□

photo。16 鉄製品 。例形鍛冶滓の頭微鏡組織
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KIT 18

含鉄鉄津
①×400津部 :ウルボスピネル・
ファイヤライト
試料下面白色部 :金属鉄
②～⑤金属鉄 ナイタルetch
②～④×100 フェライト単相
⑤×200 硬度 :83Hv

●

KIT-19

不明淳
⑥×400 ウジレボスピネルとヘーシナ
イトの固溶体・ウスタイト・ファイ
ヤライト
⑦×100③×400 淳部 :同上
中央 :微小金属鉄粒 ナイタル
etch
フエライト単相

photo.17 含鉄鉄滓・不明滓の顕微鏡組織
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KIT 20

含鉄鉄淳
①×100 試料表層付着淳 :ウル
ボスピネルとヘーシナイトの固溶体
・ウスタイト・ファイヤライト
②③×400 鉄中非金属介在物
④～③金属鉄 ナイタルetch
④③×100 亜共析組織
③×100 共析組織
③Э③×200
硬度 :⑤83Hh・、⑦120Hv、
③192H■・

②

●

③

⑤ i

|1悦

(ヽ  li

photo.18 含鉄鉄滓の顕微鏡組織
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photo.19 上段 :含鉄鉄津 (KIT-7)のマクロ組織
下段 :含鉄鉄滓 (KIT-8)のマクロ組織

５

５

Ｘ

Ｘ
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photo.20 含鉄鉄滓 (KIT-9)のマクロ組織 上段 :(X5) 下段 :(× 10)
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photo.9①～⑥の撮影位置

photo.21 上段 :含鉄鉄滓 (KIT-10)の マクロ組織 (× 5)
下段 :鉄製品 (KIT-11)の マクロ組織 (X10)



↑
photo.11

①～⑤の
撮影位置

↑
photo。 10

①～⑤の
撮影位置

photo.22 上段 :鉄製品 (KIT-12)の マクロ組織 (X10)
下段 :鉄製品 (KIT-16)の マクロ組織 (X10)
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※写真左側が試料上面

photo.23 上段 :含鉄鉄滓 (KIT-18)の マクロ組織 (X10)
下段 :含鉄鉄滓 (KIT-20)の マクロ組織 (X10)
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COIVIP
×600

KIT-4

Elcmenl     1         2         3        4        5         6

Mg0       0 112    0 207    0 018    0 960    0.060    0 009

A1203  0179  7.423  0174  0087  6.854 18.283
Si02   0,145  0048  0319 29810  0074 39773
P205   0023  -   0005  0,050  0002  0707
S         0 008     -        ―        ―        -       0 074

K20        -        一        ―        ―        -       7 354

CaO        ―        十        -       1 215     -       6 964

Ti02      1.146   22 651    0 904    0 222   19.677    0 193

Mm0       0 136    0.と 51    0 107    0 464    0 136    0 086

Fe0      98 917   69 924  101 069   70 126   72 060   17 773

Zr02      0 086    0 027    0 014     -       0 060    0 078

CuO        -       0 114    0 137    0 049    0 110    0 0と 8

V203      0 094    0,776    0 080     -       0 833    0 028

As205    -    0,052   -    0016  0022  0008

Tota1 100 844 101.373 102822 102999 99888 91330

COK/1P
×1500

KIT 10①

ｆ
一
，

一

一

・

　

一

ｆ

・

！

・ヤ
´

P

C01vIP
×1000

KIT-10②

P

E l elncn l    12       18       14

MgO        -       0 038    0 015

A1203   -    ―    ―
Si02      0 002    0 010    0,045

P205   3526  0001 22345
S    0027 35981  0,021
K20    -    ―    ―
CaO        ―        ―        ―

Ti02      1 194    0 198    0 040

Mn0       0.150   52 819    0 o29

Fe0   76.827 24818 125125
Zr02       -       0 047    0 022

Cu0       0 096    0 095     -

Y203    37 151    1 817    0 417

As205   -   0041  -

Element  i5   16   17
Mg0        0_007    8 951   4 063

A1203      0 008   13 663   1 104

Si02     0 047  50 717  0 042
P205   15473  -   一
S          0 042     -       一

【20    -   3063 0021
CaO    -   15124 0148
T,02   o611  7367 93203
1un0        0 029    1 413   0 469

Fe0   130 584  0.431 0363
2r02   0046  0186 0169
Cu0        0 038    0 066    -

V203       0 293    0,017   1 720

As205   -   o o17 0 013

Tota1 113 966 106.887 148054

CO�IP
×500

KIT ll

Element  9   10   11
確g0       5 351    5 543    8 145

A1203  0 808  1 06S l1 713
S102    0026   0 089  45 724
P205    0012  0023  0030
s     ―    -   0008
K20       0 037    0 029    8 392

Ca0       0.204    0 712   16 982

Ti02     86 094   91 171   10.349

11n0       1 018    0 841    2 223

Fe0       0 584    0 599    0 498

Zr02      0 330    0 322    0 451

Cu0     0 010   -     0037
V203      4 386    1.211    0 045

As205  0 128  0 055  0 021

Tola1  98 983 101 660 94 686

photo.24 EPMA調査結果 反射電子像 (COMP)と特性X線像 (P)[700/O縮小]及び定量分析値
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第10章  6区 出土の黒曜石、安山岩製遺物の原材産地分析

第10章  6区出上の黒曜石、安山岩製遺物の原材産地分析

京都大学原子炉実験所 真 科  哲 男

は じめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交

易および文化圏、交易圏を探るという目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石遺物

の石材産地推定を行なっている 1, 2, 3)。 最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝播距

離は数千キロメートルは一般的で、 6千キロメートルを推測する学者もでてきている。正確に産地

を判定するということは、原理原則に従って同定を行うことである。原理原則は、同じ組成の黒曜

石が異なった産地では生成されないという理論がないために、少なくとも遺跡から半径数千キロメ

ートルの内にある石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。

F遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条件」を満たしても、他の産地の原石にも一

致する可能性が残っているから、他の産地には一致しないという「十分条件」を満たして、一致し

た産地の原石が使用されていると言い切れる。また、十分条件を求めることにより、一致しなかっ

た産地との交流がなかったと結論でき、考古学に重要な資料が提供される。』

産地分析の方法

先ず原石採取であるが、本来、一つの産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要がある

が不可能である。そこで、産地から抽出した数十個の原石でも、産地全ての原石を分析して比較し

た結果と同じ結果が推測される方法として、理論的に証明されている方法で、マハラノビスの距離

を求めて行う、ホテリングのT2乗検定がある。ホテリングのT2乗検定法の同定とクラスター判

定法 (同定ではなく分類)、 元素散布図法 (散布図範囲に入るか否かで判定)を比較すると、クラ

スタ判定法は判定基準が曖味である。クラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより、ク

ラスターが変動する。例えば、A原石製の遺物とA、 B、 C産地の原石でクラスターを作ったとき

遺物はA原石とクラスターを作るが、A原石を抜いて、D、 E産地の原石を加えてクラスターを作

ると、遺物がE産地とクラスタを作ると、A産地が調査されていないと、遺物はE原石製遺物と判

定されれる可能性があり結果の信頼性に疑問が生じる。A原石製遺物と分かっていれば、E原石と

クラスターを作らないように作為的にクラスターを操作できる。元素散布図法は肉眼で原石群元素

散布の中に遺物の結果が入るか図示した方法で、原石の合有元素の違いを絶対定量値を求めて地球

科学的に議論するには、地質学では最も適した方法であるが、産地分析からみると、クラスター法

より、さらに後退した方法で、何個の原石を分析すればその産地を正確に表現されているのか不明

で、分析する原石の数で、原石数の少ないときには、A産地とB産地が区別できていたのに、原石

数を増やすと、A産地、B産地の区別ができなくなる可能性があり (ク ラスタ法でも同じ危険性が

ある)判定結果に疑間が残る。産地分析としては、地質学の常識的な知識 (高校生)さ えあればよ

く、火山学、堆積学など専門知識は必要なく、分析では非破壊で遺物の形態の違いによる相対定量

値の影響を評価しながら、同定を行うことが必要で、地球科学的なことは関係なく、如何に原理原

則に従って正確な判定を行うかである。クラスタ法、元素散布図法の欠点を解決するために考え出
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された方法が、理論的に証明された判定法でホテリングのT2乗検定法である。ある産地の原石組

成と遺物組成が一致すれば、そこの産地の原石と決定できるという理論がないために、多数の産地

の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。考古学では、人工品の様式が一

致するという結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式とし

て土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があリー致するということは古代人が意識

して一致させた可能性があり、一致するということは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、

相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で

決定した石材の元素組成を指標にした分類では、産地分析の結果の信頼性は何ケ所の原材産地の原

石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。

黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有さ

れる微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを

産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそ

れを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を求める。次に、古代人が採取し

た原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えら

れる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を

行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある遺物原材がA産地

に10%の確率で必要条件がみたされたとき、この意味はA産地で10個原石を採取すると1個が遺物

と同じ成分だということで、現実にあり得ることであり、遺物はA産地原石と判定する。しかし、

他の産地について、B産地では0.01%で 一万個中に一個の組成の原石に相当し、遺跡人が 1万個遺

跡に持ち込んだとは考えにくい。従って、B産地ではないと言う十分条件を満足する。またC産地

では百万個中に一個、D産地では・・・。一個と各産地毎に十分条件を満足させ、客観的な検定結

果から必要条件と十分条件をみたした食産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変

量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遣物は島根県雲南市木次町に位置する北原本郷遺跡 6区出上の黒曜石製遺物 5個 と

安山岩製遺物 5個で、産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石、安山岩 (サヌカイトなど)原石の分析

黒曜石、サヌカイト両原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー

分散型蛍光X分析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、

Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析した。 塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消

すために元素量の比を取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、

Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州、の各地に分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつ

くされ、元素組成によってこれら原石を分類して表 1に示す。この原石群と原石産地が不明の遺物

で作った遺物群を加えると272個の原石群になる。安山岩では、K/Ca、 Ti/Ca、 Mn/sr、 Fe/Sr、

Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Sr、 N〕/SIの比量を指標として用いる。サヌカイトの原産地は、西日本に集中
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第10章  6区出土の黒曜石、安山岩製遺物の原材産地分析

してみられ、石材として良質な原石の産地、および質は良くないが考吉学者の間で使用されたので

はないかと話題に上る産地、および玄武岩、ガラス質安山岩など、合わせて32ヶ 所以上の調査を終

えている。図 2にサヌカイトの原産地の地点を示す。これら産地の原石および原石産地不明の遺物

を元素組成で分類すると156個の原石群に分類でき、その結果を表 2に示 した。また、岩屋、中持

地域原産地の堆積層から円礫状で採取される原石の中に、金山・五色台地域産サヌカイト原石の諸

群にほとんど一致する元素組成を示す原石ある。これら岩屋のものを分類すると、全保の約 2/3
が表 3に示す割合で金山・五色台地域の諸群に一致し、これらが金山・五色台地域から流れ着いた

ことがわかる。和泉・岸和田原産地からも全体の約 1°/。であるが金山東群に一致する原石が採取さ

れる (表 4)。 仮に、遺物が岩屋、和泉・岸和田原産地などの原石で作られている場合には、産地

分析の手続きは複雑になる。その遺跡から複数の遺物を分析 し、表 3、 4のそれぞれの群に帰属さ

れる頻度分布を求め、確率論による期待値と比較して確認しなければならない。金山東群を作った

原石は香川県坂出市に位置する金山東麓を中心にした広い地域から採取された。この金山東群と組

成の類似する原石は岩屋、和泉・岸和田の原産地からそれぞれ 5%、 1%の割合で採取されること
から、一遺跡から複数の遺物を分析し、表 3、 表 4のそれぞれの群に帰属される頻度分布をもとめ

て、岩屋、和泉 。岸和田原産地の原石が使用されたかどうか判断しなければならない。

結果と考察

遺跡から出上した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されてい

るにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜

石製の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和

層の影響を受けやすいと考えられる。Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場

合、また除かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元

素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや ゝ

不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遺物は、白

っぼく表面が風化しているために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析してい

る。

今回分析 した北原本郷遺跡 6区出土黒曜石製遺物の分析結果を表 5に示した。石器の分析結果か

ら石材産地を同定するためにマハラノビスの距離を求めてホテリングのT2乗検定によって、それ
ぞれの原石群に帰属する確率を求めて産地を同定する 4、 5)。 産地の同定結果は 1個の遺物に対

して、黒曜石製では272個 の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定

結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本

研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。

すなわち久見産原石と判定された遺物に対して、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮産白頭山

原石の遺跡で使用されている会寧城外遺物群原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要

がないという結果であり、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表 6に記入した。原石

群を作った原石試料は直径 2 cm以上で精度良く分析される。遺物は、大きさ、形がさまざま、黒曜

石製遺物では風化の影響が、これらの影響により分析値が少しは変化していることを推測し、判定

の信頼限界を0.10/0に 設定した。判定結果には推定確率が求められているために、先史時代の交流
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を推測するときに、低確率の遺物はあまり重要に考えないなど、考古学者が推定確率をみて選択で

きるために、誤つた先史時代交流を推測する可能性がない。

今回分析した北原本郷遺跡 6区出上の黒曜石製遺物の 5個のホテリングのT2乗検定法で表 1の

原石群と比較した結果、分析番号93192,93194番 の 2個には久見産原石が使用されていると判定さ

れた。また、十分条件で、久見原石と組成が比較的似ている北朝鮮の白頭山産原石、会寧城外遺物

群の可能性が否定されたことから、隠岐との交流のみで北朝鮮との交流の可能性は否定された結果

である。また、分析番号93193,98194番 は観音崎群と一致し、姫島との交流が確認された。分析呑

号93196番 の黒曜石製遺物は、風化が激しく産地が同定できなかったが、Srの合有量が少ないとこ

ろは、隠岐産黒曜石、白頭山産黒曜石に一致する。また、安山岩製遺物の 5個のホテリングのT2

乗検定法で表 2の原石群と比較した結果、 4個は金山東群に一致した。この金山東群と一致する原

石は兵庫県岩屋、大阪府和泉・岸和田の原産地からそれぞれ 5%、 1%の割合で採取されることか

ら、表 3、 表 4のそれぞれの群に帰属される頻度分布をもとめて、岩屋、和泉・岸和田原産地の原

石が使用されたか、否か判断しなければならない。岩屋産地から他の組成の原石を採取せず、金山

東群と一致した4個を採取する確率は0。05の累乗 4で求められ、0.00001に なり1万回に一回起きる

確率になり、和泉・岸和田産地からはさらに低い確率になり、百万回に一回の確率で、両産地から

採取された可能性が否定され、遺物から交流を推測するとき、坂出市金山東麓との交流のみを考え、

瀬戸内海を通り兵庫県、大阪府産地原石が岡山の遺跡に伝播した可能性は不明であるが、この岡山

県を経由して北原本郷遺跡伝播した可能性を考えなくてよい結果で、金山東麓との交流が推測され

た。分析番号93199番には金山西麓から城山にかけて採取される金山西群に一致し、坂出市金山、

城山地区との交流を推測しても産地分析の結果と矛盾しない。

参考文献

1)藁科哲男・東村武信(1975),蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定(Ⅱ )。 考古学と

自然科学,8お 1-69

2)藁科哲男 。東村武信・鎌木義昌(1977),(1978),蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地推

定(Ⅲ )。 (Ⅳ )。 考古学と自然科学,10,11る381B347

3)藁科哲男 。東村武信(1983),石器原材の産地分析。考古学と自然科学,16:5989

4)東村武信(1976),産 地推定における統計的手法。考古学と自然科学,凱77-90

5)東村武信(1980),考古学と物理化学。学生社

-241-



ムガラス質安山岩

●黒曜石

9 50Kn

西北九外地域      鹿児島県  ◇ノ

宮崎県    佐賀県    03:問 根平
S3:桑 ノ木津留 89:腰 岳   44:出  水
長崎県    G9:権 葉川   (日  東)熊 本県
38:松  浦     松 尾   S41五 女木 S9:小  国
40:淀  姫   77:梅  野   CS:上 牛鼻 SO:南  関
41:中 町、古里   中 野   66:平 木場 61: 荘
42:大  崎   福岡県    4S:竜 ケ水 43:冠 ケ岳
松 岳  ?8:八 女昭和池 48:長  谷 62:白  浜

図 1

9 1∞Km         `
新漏県   福井県
54:佐 渡 47:安 島   10,花 泉

壱岐地域   長野県   SS i上 石川 48:こ 里山   山形県
34:久喜ノ辻 23:麦 草峠 14i板  山  神奈川I県    19:月  山
35:君 ケ浦    双子池 15:大 自川 17:箱 根・笛塚  宮城県
3G:角  川  24:霧 ケ峰 71:金  津 18: ″ ・畑宿 H:湯  倉
87:員  畑    男女倉  宮山県   19:鍛 冶屋   12:塩  釜
大分県     細団峠 59〔 魚 津  静岡県     栃木県
38:塚 瀬  67:大 窪沢 73:二 上山 20:上 多賀   16:高 原山
77:荻合地  兵庫県   石川県   21:相 峠西   東京都
緒方下尾平  75:香  住 63:比  那 72:小 豆峠   22:神 津島

累 曜 石 原 産 地

隠岐地域

25:力D茂
26:津 丼

6;::そ 暑

奥尻島

7,I幌 内川

氣 5駕修

姫島地域

29:観 著崎
30:両 液
31:稲 積
32:オ イ崎

０ ４
一
　

　

μ

▲

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

‐

‐

Ｉ

Ｉ

‘

ο

秋田県

イ:男 鹿

金ヶ崎

脇 本
岩手県

8:雫 石
9:折 居

北海道

I:白 滝
赤石山

あじさい滝

幌加沢

八号沢

2:十勝三股
3:置  戸
4:赤 井川
49:名  寄
50:近 文台
70!秩 父別
51:滝  川
55:美  蔓
5S:豊  泉
青森県

5:出来島
6:深 浦
八森山

52:折腰内
57:戸  門
58:鶴 ケ坂
鷹森山

大釈迦

74:下湯川

iIB景寺二豊4三評拿福与亀鳥堪li拿為:中み1亀岳
13甲山 14馬ノ山 15豊島 IS小豆島 17屋島

-242-



表 1‐ 1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

表 卜 2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表 1‐ 3 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標牢偏差値

表 1‐ 4 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表 1‐ 5 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

表 1‐ 6 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標拳偏差値
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表 1-7 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

M群 =桑ノ木津留第1群、F群 =UT選物群、HS2群 =置戸 置戸山群、FR2辞 ‐ケショマッゾ第一辞にそれぞれ一致 平均値±標準偏差値、*:ガ ラス質安山岩、N K IEl物群 :中 ッ原遺跡、HY選物群 1日 和山JL跡、
SN遺物群 :三内丸山遺跡出土、KN遺物洋 :此掛沢遺跡、HS遺物群 :北進遺跡、KI遺物群 :桐本遺跡、UT遺物群 :内屋敷遺跡、AI遺物辞 :相 ノ沢選跡、F S ltt物群 :房 ノ沢遺跡、SD遺物辞 :下館銅屋遺跡、F
R遺物群 :東麓郷 1, 2遺跡、FH遺物辞 :東 9線 8遺跡、KT遺物群 :北区1遺跡、KS遺物辞 :キ ウス4遺跡A― R地区、SG遺物辞 :志風頭遺跡、OK遺物群 :奥名野遺跡、TB遺物辞 :戸平川近跡、NM遺物群 :

長桝遺跡、MK遺物辞 :南方遺跡、YM遺物辞 :南方、藤尾、岩上遺跡、ACl、 2、 3遺物群 :ア チャ平遺跡、 INl、 2遺物群 :岩野原遺跡、K19遺物群 :【 39選跡、KKl, 2遺物辞 :計志加里遺跡、HBl, 2
(フ リント様):八久保第2遺跡、HR遺物群 :堀量遺跡、HM遺物群 :春ノ山遺跡、KU4(硬 質貫岩様):久木野越跡、ONl, 2:大原野遺跡、N129:穂 香選跡、UH6S UH66:上 ノ原遺跡、UN51遺物群 :雲
南遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近 :イ リスタヤ遺跡、南カムチャッカ !パラトウンカ、ナチキ、アバチャ選跡、中部カムチャノカ :UshiH I、 Ц、V遺跡、コムソモリスクサー7ム ル:フ ーミ
遺物群。

a):Amdo,A,Kurasawa,H,OhmOri,T&Takeda,E(19,4).19Й  compilation of data on the C」 S geochemical reference sanaples JG l granodiorite and JB l basalt Ccochemical Journal
l o1 8,175■ 92

表 2‐ 1 各サヌカイト (安山岩)の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
原産地名原石群名

分析

個数

一死 `コヒ

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr ふ日Э/Sr 赳/Ca Si/Ca
北海道 イトムカ 0359■ 0020 0430■ 0014 0081■ 0006 5884■ 0223 O166± 0011 0120■ 0013 0888± 0030 0015± 0013 0013■ 0001 0137± 0007

旭山 0351■ 0011 0288± 0010 0089± 0005 5064± 0140 0174■ 00H 0096± 0009 0903■ 0029 0015■ 0012 0,141■ 0005
台場 A 0278± 0010 0323■ 0009 0086■ 0009 4941■ 0223 0143± 0008 0095± 0010 0拓8± 0032 0012■ 0006 0018■ 0002 0149■ 0005
台場 B 0295■ 0017 0085■ 0011 4787± 0310 0177± 0014 0102■ 0015 0929■ 0餡 ] 0021■ 0010 0021■ 0002 0169± 0008
台場 C 0238± 0016 0303■ 0008 0116± 0012 7800■ 0313 0160± 0016 0135± 0015 0856■ 0056 0018■ 0012
台場 D 0319± 0008 0466± 0011 0119± 0012 6686■ 0217 0131■ 0012 0140± 0012 08銘±0,042 0012■ 0007 0.019■ 0002 0160■ 0007

群馬県 荒船山 0360■ 002R 0129■ 0014 9205± 11略 0080± 0034 0085■ 0014 0458± 0082 0009± 0010 0013■ 0021 0123± 0032
神奈サI県 火打沢 0092■ 0005 0285± 0009 0166± 0009 12406± 0332 0023■ 0006 0111■ 0008 0483± 0023 0005■ 0007
新潟県 極 野 0231± 0008 0349± 0028 0141± 0015 t0218± 0328 0141■ 0012 0159± 0011 0819■ 0042 0019■ 0012 0012■ 0,001 0124■ 0005
福井県 滝波川 磁 0056■ 0005 3145■ 0088 0084± 0005 0510■ 0006 0606± 0027 0015± 0006 0020■ 0002 )1醐 ±0005を

法恩寺山 0478± 0029 0349± 0020 0033± 0003 2137± 0099 0148■ 0007 0038■ 0008 0667± 0028 0022■ 0006 0192■ 0012
長野県 梗チH Ю 0183± 0007 0340± 0017 01「D3■ 0017 11018± 039[ 0118■ 0011 0157± 0013 O i21■ 0030 0019■ 0009 0012■ 0001 0113■ 0005

入風山 0090■ 0008 4.905■ 0「o05 01髄 ±0009 0100■ 0009 0581■ 0033 0012± 0009 0018± 0002 0168■ 0014
岐阜県 下呂 1576± 0055 0227± 0011 0038■ 0004 0766± 0025 0277± 0020 0031■ 0013 0504± 0024 0035± 0009
愛知県 豊ナH 0299± 0007 0568± 0020 00[ワ±0009 4672■ 0338 0115± 0008 0083± 0019 0848■ 0028 0031■ 0009 0020■ 0002 0151■ 0005

茶臼山 0141± 0009 0107■ 0011 1086± 0037 0038± 0009 002ユ■0002 0157± 0006
奈良県 二上 山 0288± 0010 0215± 0006 0071■ 0006 4629■ 0270 0202± 0012 0066± 0009 0620± 0022 0024■ 0010
大阪府 和尿 04銘±0023 0325± 0025 0056± 0004 4060± 0148 0296■ 0021 0065± 0010 0706■ 0025 0038■ 0010 0023■ 0001 0194■ 0009
兵庫県 岩屋第一群 610■ 0189 0365± 0019 0056■ 0_012 0346± 0026 0027± 0017 0018■ 0001 0186± 0007

岩屋第二群 別 0開 5■ 0020 0263■ 0005 00[B± 0005 3438■ 0103 0340± 0015 0042■ 0012 1069± 0030 0026± 0014 0017± 000
0硲 2± 0032 0257± 0011 0065± 0003 4086± 0103 0396■ 0015 0088■ 0017 ■75■ 0055 0030■ 0018 0039■ 0001 0284■ 00H

甲山 R350■ 0261 0130± 0012 0061■ 0033 0574± 0021 0012■ 0007 0018■ 0001 0159± 0008

十
五
隠

隈

匝

県香 国分寺 0457± 0011 0.251± 0007 0053■ 0005 3574■ 0122 0311■ 0019 0043■ 0016 0970± 0033 0038± 0015
蓮光寺 0459■ 0012 0.249± 0008 0053± 0005 3518± 0129 0308■ 0019 0043■ 0015 0972± 0(B7 0034■ 0009 0016■ 0001 0150■ 0004
白隆 51 0340■ 0014 0040± 0016 1071■ 0,051 0032± 00」 0017■ 0001 0173± 0007
法 E口谷 0397■ 0009 0239■ 0004 0069■ 0005 4619■ 0127 0277± 0012 0059■ 0011 1145■0029 0031■ 0013
金山東 0478± 0014 0227± 0006 0076± 0009 4511± 0119 0293■ 0022 十

一
1183■0046 0020■ 0010 00″5± 0003 0188■ 0005

金山西 0217■ 0006 0283■ 0014 0073± 0015 1100■0040 0032± 0013 0023■ 0002 0168± 0006
城 山 0402■ 0011 0216± 0006 0079■ 0006 4741± 0138 0289■ 0_014 十

一
1065■0026 0021■ 0014 0013■ 000

双子山 「D4 0350± 0007 0233± 0005 00密±0006 4898■ 0169 0261■ 0012 0061■ 0014 1093±0饂5 0023■ 0016 0011± 0002 0105■ 0004
*里池第一群 51 0492■ 0030 0018± 0018 0,ワ2■ 0047 0045± 0013 0∝ 5■ 0003 0434■ 00孵
*奥池第二群 0641■ 0052 0133± 0007 0033■ 0007 2471± 0185 0391■ 0,028 0021■ 0017 0934± 0067 0038± 00H 0029■ 0003 0331■ 0027
*雄山 0827■ 00ワ 0128± 0006 0026± 0008 2119± 0091 0485■ 0032 0016± 0018 041■ 0050 0043■ 0014 0035± 0003 0421■ 0027
*4HI谷 南山 495■ 0026 0020■ 0016 0703■ 0045 0050■ 0014 0035■ 0004 0433± 0023
*大麻山南第一群 0693■ 0072 0149± 0007 0041■ 0010 2792± 0180 0473± 0043 0034■ 0021 0965± 0061 0044■ 0012 0029■ 0003 0344■ 0038
*夫原山南第二群 0992± 0髄 ] 0124± 0009 0034■ 0011 2370± 0138 0691■ 0024 07,4■ 0032 0054■ 0015 0039■ 0004 0480■ 0018

愛媛県 中井谷 0393± 0022 0108■ 0017 1473■ 005ユ 0037± 0021 0020■ 0008 0219± 0009
鳥取県 馬ノ山 0188■ 0007 0178■ 0006 0011■ 0001 0916± 0033 0032± 00骸 0001■ 0002 017± 0009 0004± 0002 0015± 0001 0111■ 0005

下砂見 0168± 0003 0162± 0004 0021■ 0003 1447± 0038 0028■ 0004 0262■ 0026 0007± 0003 0016± 0001 0119■ 0005
拝禾文日 51 0109■ 0008 0080■ 0009 0988■ 0032 0078■ 0009 0027■ 0003 0206± 0006

広島県

冠

山

冠高原 0651■ 0021 0485± 0014 0046■ 0004 3322■ 0104 0174± 0009 0029■ 0009 0462± 0017 0185± 0010 0025± 0002 0241■ 0008
I半蔵 C 0277± 0010 0345± 0008 0019■ 0002 1604± 0057 0039± 0015 0026■ 0006 0019■ 0001 0171■ 0006
伴蔵 A 51 0047± 0011 0011■ 0005 0381■ 0021 0044■ 0056 0019■ 0002 0190± 0009
冠山東 0323■ 0019 0363± 003] 0019■ 0001 1607■ 0060 0059■ 0009 0003■ 0005 0399± 0043 0025■ 0009 0021± 0001 0171■ 0006
IFA山 1116± 006ユ 0472± 0022 0037± 0005 2228± 0080 0245± 0011 0246± 0013 0038± 0003 0391± 0磁 1

山口県 平生 01解■0009 7290■ O M6 0077■ 0011 1■ 0040 0026± 0010 0011■ 0001 0097± 0004

-246-



表 2‐ 2 各サヌカイト (安山岩)の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

麻畑原石産地は岡山理科大学自石純氏発見の原産地 (近日正式発表予定)

平均値主標準偏差値、 キ :黒曜石様ガラス質安山岩  a):Ando,A,Kurasava,■ ,Ohmorin&Takeda,E(19留 )1974 conap‖atおn ofdょa on the CSJ geochemに al rFfereace sampに s
,G■ granodiorlte and JB■ basa■ Ceochemical」 ournal恥 18175192

原産地名原石群名 姉
随

元素比

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr ふ司Э/Sr 畑/Ca Si/Ca

福岡県
八
女
市

1825± 004ユ 0644■ OCИ 0053± 0007 2125■ 0063 0 07■ 0017 1477■0049 0044■ 0022 0050± 0003 0500■ 0012

昭和池第二群 1592± 0066 0609■ 0020 0061■ 0005 3075± 0123 0534■ 0039 0 1■ 0020 1671■0134 0049■ 0012 0042■ 0003 0419■ 0014
昭和れ結三群 3144■ 0069 2919± 0099 0925± 0048 0 81± 0026 2820± 0114 0072± 0020 0074± 0026 0817■ 0040

昭和池第四群 1922■0108 0681■ 0050 0064± 0005 0_ 22■ 0017 1887±0098 0050± 0015

佐賀県 多久第一群 0820■ 0053 0405■ 0013 0056± O IX19 4680± 0233 0494■ 0033 0049■ 0骸 9 0,912■ 0045 0199■ 0030 0031■ 0003 0284■ 0017

多久第二群 0395± 0019 0061■ 0010 5106± 0397 0539± 0053 0069± 0030 0911■ 0050 0197■ 0028 0032± 0004 0293± 0026

悔野 (多久第3群 ) 1287■0051 0割0■ 0013 0058± 0010 0081■ 0022 0824± 0033 0265± 0饂 2

髪7_k山 0704■ 0029 0314■ 0009 0073± 0015 5266± 01巧 0533■ 0035 0077■ 0027 0720■ 00開 0191■ 0035 0026± 0028 0249■ 001

寺山 岡本 「D0 0070± 0012 55[B± 0236 0492■ 0034 0088± 0021 0700■ 0032 0180■ 0027 0024■ 0002 0227■ 0014

西有田 17 04「D3■ 0019 0.331■ 0005 0098± 0010 0081■ 0015 0568± 0023

松尾転礫 0717■ 0036 0410■ 0012 0081■ 0006 5312■ 0塞 1 0383± 0024 0094■ 0013 0810■ 0039 0095± 0023 0028± 0027 0291■ 0014

0066■ 0007 3683± 0122 0431■ 0021 0077■ 0016 0554± 0023 0110± 0021 0034■ 0003 0377± 0012

椎菜崖第一群 42 0822■ 0027 0369± 0010 0076± 0018 O ИO± 0049

椎葉産第二群 0675■ 0016 0390± 0010 0073■ 0007 4666± 0218 0346■ 0021 0078± 0012 0582■ 0065 0087± 0013 0骸4± 0007 0280± 0011

維斐崖第二群 12 0538± 0011 0401■ 0007 0076± 0010 5271■ 0189 0296■ 0019 0075■ 0015 0略 7■ 00% 0075± 0009 0022■ 0002 0227■ 0009
権棄崖第四群 37 0744■ 0014 0409■ 0010 0399■ 0020 0092± 0015

民崎県 大 串 28 1111■ 0118 0140± 0009 0055■ 0020 1.650■ 0236 0236± 0043 0餡 1■ 0027 0486± 0,038 0082■ 0022 0050± 0006 0607± 0059

笛岳 1072■ 0042 01J4■ 0008 0041■ O l106 1776■0152 0233■ 0014 0015■ 0013 0497■ 0.018 0065± 0015 0049■ 0003 0587■ 0018

O i88± 0084 0341± 0023 4581± 0198 0884± 0119 0224± 0055 0753■ 0082 0029■ 0004

牟田第二群 0認 8■ 0042 0330± 0018 0088■ 0014 7611■ 0599 1058±0119 0348± 0069 1033± 0102 0402■ 0064 0023± 0003 0203± 0014

ナIIFq第 一群 0302■ 0011 0067± 0005 4225■ 0181 十
一

0076■ 0010 0814± 0048 0035± 0,012 0012■ 0002 0133■ 0.008

川411第二群 0357± 0031 0238± 0008 0073■ 0002 50終±01諺 0198■ 0025 0043± 0005

福井第一群 0634■ 0019 0330± 0007 0087■ 0016 7527■ 0.226 1174■0030 0381■ 0042 1096± 0047 0480± 00?Э 0023± 0002 0217± 0007

福井第二群 0315■ O IX17 0078± 0010 7118■ 0234 0909■ 0042 0299■ 0046 0盟 7■ 0054 0361■ 0055 0020■ 0002 0177■ 0007

0.3移 ±0026 0252■ 0023 0052■ 0006 4106± 0227 0160± 0018 0057± 0009 0056± 0011 0010■ 0001

0590■ 0072 0,393± 0020 0077■ 0009 5396■ 0448 0.330■ 0028 0078± 0015 0675± 0059 0096± 0017 0024± 0006 0219■ 0041

駒 崎 0309■ 0009 0071± 0012 5519■ 0425 0「D00■ 0050 0076■ 0025 0690■ 0055 0183± 0030 0025■ 0003 0.231± 0025

熊不県 1,999± 0212 0664■ 0061 0067■ 0011 1862±0368 0476■ 0060 1647■ 0181 0067■ 0010 0602■ 0086

阿蘇第二群 1045■ 0171 0547± 0064 0056■ 0008 2.822■ 0410 0312± 0048 0.088± 0015 1108± 0160 0046■ 0013 0036± 0006 0302■ 0038

菊池 0458■ 0020 0062± 0∞5 3457■ 0206 0194■ 0018 0072■ 0009 028± 0054 0025± 0010 0019■ 0002 0185± 0015

琵児島県 二年鼻 開 0612± 0015 0496■ 0009 0042■ 0005 2625± 0103 0164± 0007 0073■ 0013 0977■ 0021 0018■ 0008 0磁 9■ 0003 0271■ 0007

際準試料 TG-1 1327± 0021 0266± 0006 0058■ 09 21117± 0074 0756■ 0015 0183± 0024 0硲 2± 0館∩ 0036± 00錦 0型R± 0011

表 2-3 原石産地不明の組成の似たサヌカイト (安山岩)製遺物で作られた遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

原産地名原石群名 剃
随

元素比

K/Ca Ti/Ca 11ln/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Nb/Sr A1/Ca

耳ヒ海道 頭無川遺物群 03V± 0029 0291■ 0021 0094± 0012 5376■ 0721 0170■ 0015 0_103■ 0016 0.874± 0101 0018± 0011 0017± 0021 0156± 0090
lmttNo 17接 物群 0284± 0006 0316± 0008 0113± 0016 9214± 0461 0158± 0013 0160± 0013 1067■0046 キ

一
0020■ 0002 た164■0004(

千莱県 十乗 1群 0089■ 0002 0307± 0005 13143■ 045( 0557■ 0030 0016■ O IX18 0012■ 0002 0102■ 0004

千葉 2群 0292■ 0012 0352■ 0007 0109± 00 0 7204■ 02酔 0184± 0011 135± 0013 0906± 0035 0024± 0013 0019■ 0002 0161■ 0008
千葉 3群 0098± 0002 0306■ 0004 0141± 00 2 8 9FD2± 0285 0032■ 0008 0096■ 0008 0419■ 0.019 0011■ 0006 0014± 000ユ 0120± 0003

十棄 4群 0134■ 0002 0259± 0004 9617± 0196 0612■ 0023 0017■ 0009 0012■ 0001 0093■ 0002

有吉 No 13群 0143■ 0002 0243± 0004 0114± 0010 7889± 0163 0091± 0,009 0097± 0009 0566± 0029 0016■ 0009 0015± 0002 0117± 0003

有吉 No 14群 0204■ 0002 0116± 0009 8780■ 0158 0146± 0009 0106■ 0010 06M± 0026 0015± 0002 0015± 0002 0130± 0003

石川県 脳見遠物群 0447■ 0064 0608± 0017 5098± 0781 0116■ 0014 1258■0118 0016± 0012 0024■ 0004 0208■ 0027

地方 15865群 0366± 0011 0341■ 0013 0077■ OIICIB 4116■ 0119 0115± 0012 0087± 0010 0586■ 0059 0012■ 0008 0022■ 0002 0204■ O l107

地方 19398群 0060± 0004 3314■ 0089 0087± 0006 0048■ 0009 0619■ 0017 0018± 0009 0020± O IX12 0152± 0004

岐早県 野径No 2614也群 誦 0632■ 0032 0393± 0013 0170■ 0009 0046■ 0012 1030■0041 0029■ 0006 0022■ 0002 0213± 0010

野笹 No 271他群 0と07■ 0010 0304■ 0005 0040■ 0005 1882■ 0041 0089■ 0005 0033■ 0005 0671■ 0030 0023■ 0005 0018± 00112 0177± 0006

野笹No_282他群 0512■ 0010 0050± 0005 2540■ 0096 0221■ 0014 0077■ 0011 1213■0∝9 0034± 0007 0026± 0002 0掛 0± 0009

野径 No_289他群 3515■ 0134 1068± 0047 6620± 0453 0210■ 0032 1330■0067 0_158■ 0027 0167■ 0015 2525■ 008]

野笹No 262群 0384■ 0004 0318■ 0006 0057± 0005 2356■ 0068 0102± 0007 0051■ 0007 0651■ 0022 0.022± 0005 0017± 0002 0161■ 0004

針笹No 295群 1077■ 0058 0075± 0016 3775± 0153 041■ 0024 0197■ 0019 1118■0053 0150± 0028 0183± 0019 2.989± 0159
静岡県 川津Nol祥 0101■ 0002 0297± 0∞ 3 0145± 0.012 0056± 0009 0112± 0009 0「089±0028 0011■ 0009 0011■ 0001

愛知県 朝 日No7群 0334■ 0004 0362■ 0∞ 5 0067± 0009 3895■ 01副 0082± 0,005 0044■ 0007 0,758± 0044 0027± 0009 0017± 0002 0147■ 0010

朝 日No 15群 0043± 0005 4187± 0141 0477■ 0019 0089■ 0020 1722■0058 00酪±0026 0032■ 0009 0557± 0021

京都府 0458■ 0012 0199± 0003 0053■ 0007 0217■ 0017 0060■ 0011 0635■ 0047 0013■ 0006 0145± 0004

大阪府 向出No 6群 0236■ 0003 0189■ 0003 0075± 0005 4966■ 0089 0194■ 0010 0063± 0011 0588± 0019 0010■ 00H 0015± 0001 0127± 0002
向出No 49群 00磁■00114 3猪4± 002 0228■ 0016 0059■ 0010 0610■ 0,021 0011■ 0012 0017± 0001 0147± 0002
中社 No 62群 0333■ 0003 0229± 0003 0066■ 0004 0212■ 0014 0066■ 0011 0618■ 0019 0010■ 00H 0017■ 0001 0142■ 0002
中社 No 82群 0340■ 0003 0226± 0003 0065± 0005 4305■ 0085 0208± 0010 0069± 0009 0628± 0015 0010± 0010 0016± 0001 0186■ 0002

中社 No 86群 0949± 0026 0025■ 0008 4536± 0105 0 6ZИ ±0019 0139■ 0027 1425■ 0050 0059■ 0,019 0097± 0033 1903■ 0055

中社No開群 0600■ 0005 0287■ 0004 0046■ 0004 0048± 0012 1088■ 0022

中社 No 104群 0133■ 0002 0117± 0002 0095± 0006 6365± 0098 0112± 0007 0044■ 0010 0328± 0020 0009■ 0009 0011± 0001 0102± 0002

泉席No 16群 0053■ 0007 3105± 0070 0238± 0106 十
一

0684■ 0025 0027■ 0008 0018■ 0001 0170± 0004

鬼虎No 17群 0372± 0004 0250■ 00114 0049■ O CIC 7 0056■ 0009 0675± 0024

粟生間谷No 98群 0421± 0009 0227± 0005 0066± 0009 4359■ 0132 0217■ 0015 0067■ 0009 0651■ 0025 0026± 0009 0015± 0002 0129■ 0006

翼千間谷No T5群 0240■ 0002 0058■ 0007 4106± 0087 0160■ 0010 0059■ 0009 0582■ 0027 0022■ 0008 0018± 0002 0123± 0004



表 2-4 原石産地不明の組成の似たサヌカイト (安山岩)製遺物で作られた遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
原産地名原石群名

弥
数
が
個

元素比

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/S/ Zr/Sr 卜b/Sr ハd/Ca Si/Ca

兵庫県 寺 田No l17群 0378■ 0005 0226■ 0004 0071■ 0007 4592± 0093 0216■ 0009 0063■ 0009 0611■ 0024 0022± 0008 0019■ 0002 0134± 0004
熊内No7群 0290± 0004 0180■ 0003 00終■O lll17 4603■ 0180 0243± 0015 0055■ 0012 0351■ 0057 0015± 0007 0017± 0002
耳罠困No 13群 0307± 0003 0185■ 0002 0081■ 0009 4895± 0103 0323± 0016 0055■ 0019 0016± 0001 0127■ 0003
熊内No 17群 0271± 0013 0196■ 0003 0074± 0009 4661± 0148 0183■ 0008 0056± 0013 0808± 0027 0017■ 0007 0019■ 0002 0145± 0005
能内No 33群 0699■ 0008 0150± 0004 0080± 0008 2790■ 0054 0564± 0018 0045± 0030 0417■ 0050 0022± 0010 0029■ 0003

和歌山県 堅田No8遺物群 11976± 0595 1248± 0069 0035± 0,011 3745■0214 1647± 00望 0215■ 0053 122± 00M 0276■ 0032 4203■ 0%1
堅田No 24遺 物群 33782■ 197t 3082■ 0279 0045■ 0014 6290± 0406 2437■ 0192 0444■ 007Э 2258■ 0134 0178± 0026 0500± 0066 5731■ 0519
堅田No 28潰 1/1群 1349■0064 0026■ 0010 8161± 0354 0625■ 0025 0128± 0027 1414■ 0061 0072■ 0027 0092■ 0010 1051± 0059

鳥取県 笹畝 2 No2群 0491■ 0008 0524± 0009 O l140± 0005 2278± 0047 0098■ 0006 0045± 0007 0629■ 0017 0222± 0006
笹畝 2 No3群 03%± O lll17 0508± 0007 0餡8± 0005 2859■ 0079 0068± 0056 06″2± 0025 0048± 0008 0021■ 0002 0152■ 0006

島根県 平田潰物群 0296± 0007 0092■ 0014 7108■ 0245 0098± 0011 0071■ 0012 0552■ 0038 0021■ 0008 0013± 0001 0118■ 0005
喜時雨遺物群 坐 3461■ 0177 2341■ 0134 0158■ 0041 [7661± 107( 1099■ 0048 0268± 0036 2124■ 0106 1201± 0085
下山遺物群 0190■ 0003 0286± 0005 0090± 0010 6872■ 0311 0088± 0008 0528± 0021 0017± 0008 0014± 0001 0102■ 0005
下山No 5投 物群 0086■ 0007 7148± 0141 0082± 0007 0060■ 0009 0501± 0023 0013± 0005 0012± 0001 0092± 0003
下山No ll遺 物群 0161■ 0004 0272± 0004 0090■ 0008 7586± 0287 0076■ 0009 0060■ 0008 0468± 0019 0014■ 0006 0087■ 0003
東船 1遺物群 4 FD47■ 0269 0836■ 0030 0168± 0048 10523± 17能 2447■ 0594 4278■ 308〕 10銘±0249 0114■ 0008 1029■ 0047
川平 No 2遺 物群 0745± 0012 0216± 0006 0017■ 0002 0685■ 0015 0104± 0005 0005± 0005 0276± 0025 0019± 00114 0032± 0004 0311■ 0011

8728■ 19Й 2927■ 0557 0242± 0037 25324± 367( 2332■ 0005 0115■ 0045 1833±0105 O l140■ 0012
模 ケ峠石棒群 0020■ 0003 0170■ 0011 0319± 0027 33311± 167( 0053■ 0016 0151■ 0017 0022■ 0012 0007± 0001 0051■ 0002
象の後 No 14群 1518± 0195 0929■ 0084 7721■ 0024 0462■ 0036 0101■ 0022 1134±0046 0026± 0011 0049■ 0007 0384± 0041
平田磨製石斧群 0365± 0025 0281■ 0018 0252■ 0010 3352■ 0083 0241■ 0013 0016■ 0008 0189± 0024 0005± 0002

山口県 上太出6選物群 0261■ 0005 0202■ 0004 0077■ 0002 5481■ 0073 0276± 0011 0076± 0013 0016■ 0013 0020± 0001 0127■ 0001
徳島県 城 ノ内遺物群 3129■ 0089 1851■ 0049 0185± 0028 7480± 060f 1168■0046 0235± 0052 2177■ 0082 0115■ 0038 0144± 0012 1445± 0053
香川県 大 ッ自接物群 0307■ 0004 02「08± 0005 0067■ 0005 4736■ 0096 0235■ 0010 0058± 0014 0840■ 0023 0030± 0013

庵の谷逮物群 0684± 0012 0248■ 0006 0066■ 0012 4139■ 0128 0429± 0019 0077■ 0022 1178■0040 0025± 0002 0262■ 0007
高知県 松 ノ木遣物群 0610■ 0017 4528± 0120 0325■ 0016 o o6n■ o o17 1151士 ±0014 0024± 0002 0193■ 0006

表 2‐ 5 原石産地不明の組成の似たサヌカイト (安山岩)製遺物で作られた遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
原産地名原石群名

祈
数
分
個

元素比

K/Ca Ti/Ca Mn/SI Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr ふ司o/Sr A1/Ca
宮 W舒県 永追 No 18潰 物群 0164± 0010 0061■ 0010 0658± 0026 0024■ 0008 0017■ 0002 0127± 0007

永迫No 19遺 物群 0440■ 0085 2190■ 0242 0026■ 0005 0671■ 0068 0012± 0002 0057■ 0005 0913± 0047 0050± 0008
永週No 328遺 物祥 0239■ 0006 0195± 0003 0065± 0002 5106± 0092 0174■ 0010 0063■ 0007 0628± 0014 0013■ 0010 0010± 0001 0097■ 0001
永迫329316潰 物群 1017± 0015 0538± 0016 0114■ 0007 11%■ 0030 0021■ 0013 0037■ 000] 0386± 0015
久木野10遺物群 0397■ 0006 0297■ 0007 0071■ 0009 3723± 0129 0181■ 0011 0048■ 0012 0397± 0029 0071■ 0010 0021■ 0002 0189■ 0012
久木野 12還物辞 0687■ 0010 0369± 0008 0046■ 0005 2596± 0074 0132■ 0008 0033± 0010 0995■ 0027 0066± 00H 0033■ 0003 0284■ 0014
久木野 17漫物群 45 ]7「D46± 7銘 4 1718± 0118 0319■ 0060 1898±0167 0211± 0052 1490■0316 16795± 340〔
久木野26遺物辞 彦0336■ 158Z 7598■ 0614 0046± 0015 7914± 0477 1359■ 0073 0396■ 0064 3562± 0227 0050■ 0029 0803■ 0098 8469■ 0649
久木野44遺物群 0766± 0067 0513± 0029 0049■ 0019 2430± 0163 0334■ 0034 0418± 0052 0739■ 0083 0069■ 0036 0080■ 0016 4625■ 0293
久木野45漫物群 152± 0015 0080± 0015 0493■ 0039 0030± 0012 0160■ 0020 7566± 0327
小田〒 1積物群 3016± 0070 0776■ 0023 0072■ 0015 5825■ 0210 1422± 0045 0327■ 00紹Э 2927± 0123 0128± 0032 0095± 0010 1075±0035
小田元 2遺物群 6803■ 0509 6350± 0483 0053± 0019 】8371± 149遷 0952■ 0046 2286■ 0179 0114■ 0041 0505± 0068 0179■ 087(
小田元 16貴物群 10792± 056` 7900± 01 0941■ 0035 01「D2± 0048 0103± 0027 0449■ 0040 3550± 0188
小田元17遺物群 73t4± 0483 5276± 0388 0087± 0020 [6004± 0737 1026± 0046 0209■ 0053 ■914± 0088 00%± 0042 0359■ 0039 3562■ 0299
小田元 18遺物群 1235± 005] 1195±0063 0066± 0029 と396± 0168 0779± 0069 2009■ 0190 0139■ 0063 0100■ 0013 5405± 0216

4151■ 01(M 5517■ 0182 853± 0058 0515■ 0061 3206■ 0112 0197± 0011 0129■ 0011 1394± 0045
小田元21遺物群 0152■ 0015 0188■ 0022 0023■ 00 0 2606■ 0215 0123± 0023 0227■ 0026 0621± 0086 0033± 0019 0026± 0005 1251■ 0131
小田元22遺物群 2988± 0185 1712■0113 0083± 00 8 120側■031を 0114± 0033 0099■ 0009 0901■ 0048
小田元23潰物群 1071■ 0027 0穆 6± 039ι 0708± 0030 147■ 0040 1690± 0066 0093± 0025 0043■ 0004 0377± 0010

誨児島県 大原野24遺物群 0783■ 0013 0525■ 0008 0041■ 0006 2415± 007] 0202■ 0010 0091■ 0016 1131± 0∝ 4 0025■ 0011 0033■ 0003 0324± 0006
太原野27遺物群 7505± 0286 3161± 0125 0065± 0019 16100■ 1244 1072■ 0042 0102■ 0032 0190± 0021 1418■0080
大原野28潰物群 7403± 0961 2017■ 0279 0621■ 0075 1250± 0098 0800■ 0091 1995± 0192 0118± 0062 0326± 0065 16352± 212(
大原野34遺物群 0694■ 0010 0337± 0005 0079■ 00H 6278± 0206 0592± 0023 0081■ 0031 0872■ 0034 0190± 0002 0043■ 0004 0258± 0,008
道下域 76遺物洋 0354± 0006 0302± 00餡 0072± 0001 4520■ 0051 0174± 0009 0020± 0018 00カ鳥±0001 0155■ 0001

注 :向 出遺跡、下山No5,N011辞 、中ノ社遺跡、六ツロ遺跡、松ノ木遺跡、朝日遺跡、え虎川選跡、野笹No 262、 295群、粟生間谷遺跡、永迫 2遺跡、笹畝 2遺跡、川平 I遺跡、家の後遺跡、模ケ峠遺跡、川津町、有吉遺
跡、堅田遺跡No8,24,28遺 物群、地方遺跡、小日元第 ?遺跡、大原野遺跡、道下段遺跡の分析個数は1個の逮物の分析場所を変えて分析した回数をあらわす。下山遺跡(No4,No 14,No10、 平田遺跡(No 12,No 13)、 庵の
谷遺跡、野笹遺跡、喜時雨遺跡、東船遺跡、千葉 2, 3, 4遺 物群、城ノ内遺物辞いo13,No 22)の 分析個数はそれぞれ 2イロ以上の遺物の分析場所を変えて分析した回数をあらわす。
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表 3 岩屋原産地からのサヌカイト原石66個の分類結果
原石群名 個数 百分率 他原産地および他原石群との関係

岩屋第一群

岩屋第二群

20イ固

22

6

5

4

3

2

4

30%

33

9

8

6

5

3

6

淡路島、岸和田、和歌山に出現

白峰群に一致

法印谷群に一致

国分寺群に一致

蓮光寺群に一致

金山東群に一致

和泉群に一致

不明 (どこの原石群にも属さない)

表 4 和泉・岸和田原産地からのサヌカイト原石72個の分類結果
原石群名 個数 百分率 他原産地および他原石群との関係

岩屋第一群

和 泉 群
岩屋第二群

12イ固

9

6

4

1

1

39

17%

13

8

6

1

1

54

淡路島、岸和日、和歌山に出現

白峰群に一致

二上山群に一致

法印谷群に一致

金山東群に一致

不明 (どこの原石群にも属さない)

表 5-1 北原本郷遺跡 6区出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

表 5-2 北原本郷遺跡 6区出土安山岩製遺物の元素比分析結果

」Gl:標準試料一Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,■ &Takeda,E.1974 compilation of data on the GJS geoChemical reference samples

」G-l granodiorite and JB-l basalt.GeochemicalJournal,ヽ 看ol.8175-192(1974)

分析番号
一死 素 比

Ca/K Ti/K WIn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr ITb/Zr 赳/K Si/K

93192 0,145 0.396 0.105 0.022 0,291

93193 0.219 0.039 0.438 7.2磁 1.867 1.611 0.636

93194 0.142 0。978 0,394 0.104 0.243

0.047 0,454 7.565 1,978 1.554 0.67 0,384

93196 0。 13 0。937 0,447 0 0。 113 0.223 0.01 0.143

」G-1 0.780 4.113 0,969 1.260 0.310 0,317

分析番号
一死 素 比

K/Ca Ti/Ca Ⅲyln/Sr Fe/Sr R b/Sr Y/Sr Zr/Sr ふ司o/Sr A1/Ca Si/Ca

93197 0.457 0.227 4.467 0.292 1.201 0.024 0.022 0。 171

93198 0,447 0.22 0.292 0.084 0.035 0.021 0。 167

93199 0.418 0.22 0.081 4.709 0.279 0.062 0.025 0.021 0。 164

93200 0.454 0.224 0.084 1.185 0,045 0.022 0。 17

0.442 0.222 0.084 0.083 1.201 0.022 0.171
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番号 分析番号 グリッド名 土  層 時  期 ホテリングのT2乗検定 (確率) 判 定
1 93192 V22 茶褐色土 縄文前期 久見(63%) 久 見

2 93193 V24 茶褐色土 縄文前期 観音崎(90%),両瀬第 1群 (87%) 観音崎

3 93194 V23 黒褐色土 縄文後期後葉以降 久見(82%) 久 見
4 93195 W24 黒褐色土 縄文後期後葉以降 両瀬第 1群 (57%),観音崎(54%) 観音崎

5 93196 V26 黒褐色土 縄文後期後葉以降 風化大

6 93197 V29 黒褐色土 縄文後期後葉以降 金山東 (36% 城山(0,2%) 金山東

7 93198 W25 黒褐色土 縄文後期後葉以降 金山東(91% ,城山(2%),金山西(0.2%) 金山東

8 93199 U26 黒褐色土 縄文後期後葉以降 金山西 (14% ,城山(2%),金 山東 (0。6%) 金山西

9 93200 U27 黒褐色土 縄文後期後葉以降 金山東 (83% 金山東

93201 U27 黒褐色土 縄文後期後葉以降 金山東 (70% ,城山(0.2%) 金山東

表 6 北原本郷遺跡 6区出土黒曜石、安山岩製遺物の原材産地分析結果

注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本における各遺跡
の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行つていますが、判定基準の異なる研究方法 (上器様式の基準も研究方法で異なるように)に も
関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係 (相互チェックなし)あ りません。本研究結果に連続させるには本研究法
で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があ
ります。

分析試料写真

鞘
２

伐
Ｌ
覺
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表 5 1～ 3区 竪穴住居跡一覧

表 6 1～ 3区建物跡計測表
竪穴住居跡・建物跡計測表
S101

は主柱穴

遺構名 グリッド 平面形 規   模 柱 数 時  期 備  考

L37、 卜137 隅九方形 ? (5.00)× (346) 不 明 弥生時代中期前葉～中葉

K38、 K39 円形 (5。 10)× (1.38) 弥生時代中期中葉 ?

S103 138、 139、 」38、 J39 円形 ? (638)× (2.90) 弥生時代中期前葉

S104 H39 円形 6.46 ×(5.81) 4 弥生時代中期中葉

S105(来斤) 醜 1、 醜 2 円形 532 × 5.06 古墳時代前期初頭

S105(古 ) 醜 1、 図 2 円形 474 × 4.62 不 明 不明

G41 円形 557 4 弥生時代後期前半 焼失住居

図 1、 E42、 F41、 F42 円形 550 × 5.45 2 弥生時代中期中葉

F41、 F42 円形 ? 5.06 ×(4.18) 不 明

S109 F42、 G42 円形 4.64 × 4.28 不 明

0 H41、 H42 不 明 (284)× (?) 不 明 不 明 焼失住居 ?

F42、 F43、 G42、 G43 円形 (454)× (1.53) 5? 不 明

2 G40、 G41、 H40 隅九方形 × 3.66 不 明 不 明

3 H38、 H39 円形 349 × 3.21 不 明

形  態 隅丸方形 ? 時期 弥生時代中期前葉～中葉

最大長X最大幅×竪穴高 (m) (500)× (346)× 022 床面積 (『 ) 住数 不 明

柱
穴
　
土
坑

番  号 Pl P2 路 SKl

上 面 径 (cm) 58× 40 55× 45 67× 57 148× 61

下 面 径 (m) 47× 25 42× 35 46× 40 58× 26

底の標高 (m) 155,02 1548] 15487

深  さ (帥 ) 12 15

柱聞距離 (m)

Si02

形  態 円形 ? 時期 弥生時代中期中葉 ?

最大長X最大幅X竪穴高 (m) 610)× (138)X015 床面積 (ド ) 柱数 2

柱
穴
　
土
坑

番  号 Pl P2 P3

上 面 径 (m 38× 36 44× 38 32× 28

下 面 径 (cm 27× 22 37× 34 22× 18

底の標高 (m 15531 15519

深  さ (cID

柱問距離 (m)
Pl～ P2

S103

形  態 円形 ? 時期 弥生時代中期前葉

最大長X最大幅X竪穴高 (m) (638)× 990)× 017 床面積 (ド ) 柱 数 2

柱
穴
　
土
坑

番  号 P2 P4 Pr SKl

上 面 径 (c ll 53× 52 28×26 32× 24 32× 31 93× 60 49×43 60× 9め 85× 82

下 面 径 (cm 35× 34 21X17 26× 13 26× 22 83× 50 38×32 46× 92) 29× 23

底の標高 (m と556 15545 15562 15544 15557 15535 15562 15557

深   さ (cm 19 3]

柱問距離 (m)
Pl～ P2

S104

形  態 円形 時期 弥生時代中期中葉

最大長X最大幅×竪穴高 (m) 6.46× (5,81)X014 床面積 (ni) 柱数 4

柱
穴
　
土
坑

番  号 P3 P4 P7 P8 Pll SKl

上 面 径 (cm) 37×29 59× 42 42×36 32× 30 30× 27 34× 31 25× 22 46× 40 24× 22 r8× 54 62×49 (130× 1閉

下 面 径 (cm) 20× 14 14× 12 38× 28 15× 14 15× 13 21× 20 18× 15 35× 34 18× 15 (22)× 18 「J2× 41 109× 56

底の標高 (m) 15549 と5536 15566 15556 15583 15573 15575 15576 15573 15566 15567 15572

深  さ (cm) 20 27

柱間距離 (m)
Plヽ P2 P2～ P3 P3ヽ P4 P4～ Pユ



S105新段階

形態 円形 時期 古墳時代前期初頭

最大長×最大幅×竪穴高 (m) 532× 506× 017 床面積 (nl) 177 柱数

柱
穴
　
土
坑

番  号 SKユ

上 面 径 (cn) 148× (112)

下 面 径 (cm) (114× 85)

底の標高 (m) 15518

深  さ (cm)

柱間距離 (m)

S105古段階

形態 円形 時期 不明

最大長X最大幅X竪穴高 (m) 474× 462× 026 床面積 (∬ ) 柱 数 不 明

柱
穴
　
土
坑

番  号 P2 P3 P4 P6 P8

上 面 径 (cm) 56× 45 66× 53 42× 42 32× 31 59× 48 45× 36 型 ×4] 58× 48

下 面 径 (cm) 28× 26 52X38 24× 23 21× 20 42× 37 39× 29 38× 32 40X34

底の標高 (m) 15595 15596 1559 15596 15595 15598 15592 15582

深  さ (t‐ nl) 7

柱間距離 (m)

S106

形態 円形 時期 弥生時代後期中葉

最大長×最大幅X竪穴高 (m) 596× 557× 041 床面積 (ば ) 柱数 4

柱
穴
　
土
坑

番  号 Pl P2 P3 P4 P6 P8 SKユ

上 面 径 (cm) 34× 32 35× 34 31× 29 30× 26 35× 28 37× 37 44× 26 50× 41 67× M 100× 46

下 面 径 (cm) 10× 9 10× 9 12X12 14× 13 12× 10 %× 22 28× 15 斃×23 21× 16 53× 12

底の標高 (m) 15575 15574 15574 15564 15594 15609 15604 15587 15594 15591

深  さ (cm) 46 56 11

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～ P3 P3～図 P4～ Pl

2

SiOフ

形態 円形 時期 弥生時代中期中棄

最大長×最大幅X竪穴高 (m) 550× 545× 011 床面積 (ド ) 柱数 2

柱
穴
　
土
坑

番  号 P2 P3 P4 SKl

上 面 径 (cm 45× 38 50× 46 40×34 70× 46 55× 40 46× 36 97× 58

下 面 径 (cm 18× 14 18× 15 32× 25 56× 31 46× 30 37× 19 82× 44

底の標高 (m 15602 1559 15621 15621 156.19 15623 15624

深   さ (cn 13 11

柱間距離 (m)
Pl～ P2

Si08

形態 円形 ? 時期 不明

最大長X最大幅X竪穴高 (m) 506× (418)× 012 床面積 (ド ) 柱 数 5

柱
穴
　
土
坑

番  号 P2 P3 P4 P7 P8 P9 SKユ

上 面 径 (cm 64× 62 69× 60 64× M 64× 61 55× 51 35× 31 33×32 28× 24 35× 33 32× 26 76× 66

下 面 径 (cm 46× 39 52× 50 36× 34 46×44 40× 35 16× 15 22× 18 15× 15 20× 18 20× 14 63× 53

底の標高 (m 156 15599 15612 15619 1酪 18 15617 15607 15613 とこ6.09 15628

深   さ (cm 10

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ Pユ

17

S109

形態 円形 時期 不明

最大長X最大幅×竪穴高 (rr) 464× 428× 030 床面積 (ば ) 142 柱 数 2

柱
穴
　
土
坑

番  号 P2 P3

上 面 径 (cm 32× 27 38× 32 38×34

下 面 径 (m) 20× 18 28× 23 22×22

底の標高 (m 15576 15578 156C14

深   さ (cm ユ2

柱間距離 (m)
Pl～ P2
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S110

形態 時期 不 明

最大長X最大幅×竪穴高 (m) 鬱 84)× (?)× 008 床面積 (ni) 柱数 下明

柱
穴

土
坑

呑  号 蟄 P5 P6 SKl

下 面 径 (cm) 25× 20 39× 34 49× 47 27× 27 63× 57 42×35 191× 141

下 面 径 (伽 ) 8× 6 18× 17 42× 30 20× 20 50× 48 34× 25 (62)× (321

底の標高 (m) 15616 155,8 1562ユ 15622 156.18 15588 15555

深 さ (cm)

柱 間距離 (m)

Sll l

形態 円形 時期 不 明

最大長×最大幅×竪穴高 (m) は54)× (153)× 0% 床面積 (∫ ) 柱数

柱
穴
　
土
坑

番  号 Pl P2 P3 P4 P5 P7 P9 SKl

上 面 径 (cm) 27× 26 31× 30 48X43 40× 32 46× 32 28× 28 46× 39 35× 35 62× 41 145× 134

下 面 径 (cm) 14× 13 18× 14 32× 3] 32× 31 22× 14 15× 12 37× 31 26× 26 56× 32 110× 104

底の標高 (m) 15536 155■9 15543 155,42 15536 15552 155,36 15544 15539

深   さ (cm) 34 42

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ Pl

15 11

S112

形態 隅丸方形 時期 不 明

最大長X最大幅X竪穴高 (m) 462× 366× 0.22 床面積 (ド ) 柱数 不 明

柱
穴
　
土
坑

番  号 Pユ P2 P3 勲 P6 Pr

上 面 径 (cm) 52× 46 73× 62 56× (3の 39×36 37× 37 41× 38 56× 52

下 面 径 (cm) 16× 15 62× 49 38× (34) 30× 28 10× 9 32× 32 39×33

底の標高 (m) 15579 15621 15596 15604 15574 15606

深  さ (cm) 37 7

柱問距離 (m)

SH3
形態 円形 時期 不明

最大長X最大幅×竪穴高 (m) 349× 321× 007 床面積 (正 ) 柱 数 0

柱
穴
　
土
坑

香  号 SKl

上 面 径 (cm) 94× 74

下 面 径 (cm 40× 37

底の標高 (m 15574

深   さ (cm

柱間距離 (m)

平地式建物跡計測表

平地式建物跡 1

柱

　

　

穴

番  号 P3 P4 P6

上 面 径 (cm 32× 30 22× 20 26× 24 24× 21 28× 26 28× 27 24× 23 36× 32 31× 29 28× 24

下 面 径 (cm 23× 20 18× 16 16× 13 18× 16 20× 20 18× 15 18× 18 %× 20 25× 22 16× 15

底の標高 (m 15564 15576 15587 15591 155,M 15585 15577 15572 15592 15587

深   さ (cln 19 12 7 10

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ P6 P6～ P7 P7～ P8 P8～ Pl P9～ P10

17 1 2 17

住

　

　

穴

番  号 P15

上 面 径 (cm) 32× 31 24× 23 27× 27 24× 22 28× 25 23× 23 22× 19 25× 22 32× 28

下 面 径 (cm) 23× 22 18× 16 22× 19 18× 14 19× 19 19× 17 16× 13 18× 16 25× 20

底の標高 (m) 15569 15569 15568 155,74 15584 15592 15588 15584 15599

深  さ (cm) 13 14 14 8

柱問距離 (m)
P ll～ P12 P12～ P13 P13～ 14 P14～ P15 P15～ P16 P16～ P17 P17～ P18 P18～ P19
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掘立柱建物跡計測表

SB01

規   模
梁行 き 桁行 き

1間 (2.6m) 1問 (2,7m)

主   軸 N22°  Vヽ

柱

穴

番  号 P2 P3 P4

下 面 径 (cln) 34× 29 33×32 36× 31 36× 34

下 面 径 (c14) 22× 17 19× 17

底の標高 (m) 15606 1558 155.86 155.84

深  さ (c ll)

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ Pl

2と 2.7

SB02

規   模
梁行 き 桁行 き

1間 (17m) 1間 (2凸m)

主   軸 N78° E

柱

穴

番  号 P2 P3 P4

下 面 径 (c ll) 28× 25 45× 33 27×27 32× 28

下 面 径 (帥 ) 32× 16 23×22 25×22

底の標高 (m) 15584 155.84 15582 155,65

深  さ (cl)

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～P3 P3～P4 P4～ Pl

27

SB03

規   模
梁行 き 桁行 き

1間 (2.lm) l関 (27m)

主   軸 N34° W

柱

穴

番  号 P2 P3 P4

下 面 径 (c ll) 29× 28 50× 34 62× 48 36× 箭

下 面 径 (c ll) 15× 13 34× 2 24× 21

底の標高 (m) 15569 155,94 156.02 155,93

深  さ (cal) 13

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～路 P3～P4 P4～ Pl

SB04

規   模
梁行 き 桁行き

l間 (16m) 1関 (31m)

主    軸 N22° W

柱

穴

番  号 P2 P3 P4

下 面 径 (cll) 29× 28 26× 24 33× 31

下 面 径 (cn) 23× 19 21× 19 27× 25

底の標高 (m) 156.11 156.07

深  さ (cn)

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～P3 P3～馳 P4～ Pl

SB05

規   模
梁行き 桁行き

l間 (14m) 1間 (2.6m)

主    軸 N46° ■「

柱

穴

番  号 P2 P3 P4

下 面 径 (cl 34× 30 34×33 29× 27 27×22

下 面 径 (cll) 26×23 29×25 23× 20 17× 16

底の標高 (m 15722 15733 15738 15717

深  さ (cl

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～ P3 P3～馳 P4～Pl

lユ

柵列酌計測表

SA01
規   模 5関 (87m)

主   軸 N21° Vヽ

Fl

穴

番  号 P3 P4 P5

下 面 径 (cl) 37× 35 34× 30 31× 29 36× 33 36× 28 26× 22

下 面 径 (ca) 8× 8 20× 18 20× 18 25× 24 17× 16

底の標高 (m) 15611 15615 15626 15624

深  さ (cH) 20

柱間距離 (m)
Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ P6
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表 7 1～ 3区土坑計測表

遺構名 位 置 検出面 形  態
規  模(m)

朱さ(m 端

の
比短

上

で
長

端

の
比短

下

で
長

備   考 時   期上  端 下 端
長径(m) 短径(ml 長径い) 短径価 |

SttЭ l F40 責色砂2上面 隅丸方形 0,75 1.15 156 礫伴う 縄文時代後期中葉～後諜

S�Э2 責色砂2上面 楕円形 121 073 0,72 0.38 0.48 1.66 1.89 縄文時代後期中棄～後葉

SK03 G41 責色砂2上面 不整楕円形 130 074 0.60 1,76 縄文時代後期中業～後葉

SK04 B44 黄色砂2上面 不整楕円形 0.64 1.02 縄文時代後期中菜～後葉

SK05 M0 黄色砂2上面 精円形 0,92 102 061 1「o4 縄文時代後期中葉～後棄

SK06 G38・ H38 黄色砂2上面 精円形 1.28 (0,93)

SK07 N36・ 37 黄色砂 上面 楕円形 1.24 0.66 S】Юlを切る

SK08 黄色砂 上 面 楕円形 l.31 礫・焼土伴う 縄文時代晩期

SKl19 黄色砂 上 面 円形 0.93 0,92 0,72 縄文土器片 礫混在 磨製石斧出土 縄文時代晩期

SK10 E43 黄色砂 上 面 円形 0.34 礫伴う 縄文時代晩期後葉

SK K40 黄色砂 上 面 円形 1.03 0.53

SK 2 馳 0 黄色砂 上 面 楕円形 122 0,74 0,92 0.51

SK 3 K38 黄色砂 上 面 不整形 132 0,92 0.38 0.22 礫伴う

SK 4 K39・ 40 黄色砂 上面 楕円形 2.24 206 027 15

SK 5 F42 黄色砂 上 面 円形 1.66 0.25

SK16 E42 黄色砂 上面 楕円形 164 ビット伴う

SK17 」38 黄色砂 上面 不整形 202 2.44

SK18 黄色砂 上面 不整形 027

SK19 038 責色砂 上 面 楕円形 2.22 2.10 1.割 0.38

SK20 039 責色砂 上 面 楕円形 2.42 2.02

S貶 1 F42 責色砂 上 面 不整楕円形 1,32 0.80 0.46 弥生時代中期後莱

SK22 責色砂 上 面 不整長楕円形 2.62 0,74 0。72 0.59 2.52

SK23 F40 黄色砂 上 面 不整円形 0,76 0.V 0.32 弥生土器 (I様式)一括出土 弥生時代中期前葉

S貶4 F42 黄色砂 上面 楕円形 弥生時代中期中葉以降

SK25 L39 責色砂 上面 楕円形

SK26 J40 黄色砂 上面 精円形 0.20

SK27 K39,J39 黄色砂 上面 不整楕円形 1.04 0,30

SK28 」39 40 黄色砂 上面 不整円形 .64

SK29 G42 黄色砂 上面 不整円形 084

SK30 責色砂 上面 不整楕円形 0.82

Sttl F40・ G40 責色砂 上面 不整楕円形 0.98 0.50 0.26 SK32を 切る

SK32 F40 責色砂 上面 不整長楕円形 0.92 0,30 0.24 3.13

SK33 責色砂1上面 不整形 0.94

SK34 W3 黄色砂1上面 不整形 0.96 0.84 0.67 0.48

SK35 D44 上層黄色砂上面 不整円形 0.86 0.%

SK36 D44 上層黄色砂上面 精円形 038

SK37 上層黄色砂上面 楕円形 ? (1.22) (0.馳 ) 鉄短刀出土

SK38 D44 上層黄色砂上面 円形 144 1.02 土師器イ出土 覧Oc後半～■c

SK39 B45・ C45 黄色砂1上面 円形 0,72 0.50
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表 8 1～ 3区土器観察表
挿
図
番
号

遺
物
番
号

写
真
図
版

種  別 器  種 型式/時期 調査区 土 層 形態 文様の特徴 色調 (外 ) 色調 (内 )

1 1 縄文土器 深 鉢 F41 望
〔
外面 2本 1対のタテ方向の沈線、ナデ。内面 ナデ。 橙色(7 5YR7/6) 種色(7 5YR6/61

2 縄文土器 深 鎌 D42 皇
【
日縁端部面取り。外面 ケズリ。内面 ナデ。 にぶい貢 4H‐色 (10YR6/4 茂貢色(25Y7/3)

3 31 縄文土器 珠 鉢 里
【
関外回 ケスリ 淡責色 (2 FD■ 8/3) 淡貢色¢♂r8/3)

4 1 縄文土器 深 鉢 F41 望
〔
日縁端部丸い。内外面 ヘラ状工具によるナデ。 明責褐色(lllYrR7/6) 明 寅 衡 色 (10YR6/6)

5 縄文土器 深 鉢 里
一
日縁端部丸い。外面 粗いナデ。部分的にスス付着。
内面 粗いナデ。

にぶい貢褐色(10YR5/3 にぶい貢褐色 (lσ rR5/3

6 1 縄文上器 深鉢 里
¨
外由 粗いチデ。内面 ナデ。 明黄褐色(lσFR7/0

7 縄文土器 浅 鉢 後期前栞 土器埋設遺構 1 内外面 ヘラミガキ。器高12 0cm、 日径30 1cI、 底径9(
色(1∝R7/4)

便旦やX(r/り ～明頁衛

色(10YR7た )
8 32 縄 天土 恭 浸 鉢 島式 E39 1日河道 1 望

〔
日縁部に渦巻状の把手。外面 暦消縄文。文様帝に赤
色顔料塗布。内面 ミガキ。器高14 7cm(把手を合める
と19 5cm)、 日径28 3cal。

にぶい責橙色(lllY曹 /3 灰責色Q「DY7/D 黒色
仙15/)

9 縄 X土 希 辰鉢 島式 D39 旧河逼1 垂
〔
日縁に縄文が施された九い突起をもつ。日縁端部に沈

線、赤色顔料塗布。外面 上下段に渦巻き状の磨消縄
文帯、赤色顔料塗布。ミガキ。 内面 ミガキ

にぶい貢橙色(lllYRi/4 灰黄褐色 (10YR6/2)

10 縄 X土 器 辰鉢 島式 D40 旧河 逼 1 皇
”
クト由 泥線間に縄文を施 し、渦巻き状の縄文言をもつ
。ミガキ。内面 ミガキ。9と 同一個 lt・

^

にぶい貢橙色 (lσFRi/4 にぶい黄橙色(1鋭駅7/C

11 縄文土器 浅鉢 鳥式 H37 +日河迫よ 黒 3 縄文や円形の刺突が施された球状の突起。日縁端面に

沈線。外面 沈線間に無節の磨消縄文。文様部分には
赤色顔料塗布。ミガキ。内面 ミガキ。

橙色(75YW/6) にぶい貢橙色(lCIYR7/C

縄 文土器 浅鉢 島式 H37 旧,可道 1 里
一
外面 2本 1対の沈線で施文、ナデ。内面 ミガキ。 灰貢褐色(10YR5/2) 褐灰色(10YR4/D

13 縄文土器 磯 鉢 島 式 L39  +ロ ィ可翼三l 黒 3 外国 泥線により施文。沈線にはさまれた間には赤色
顔料塗布。ミガキ。内面 ミガキ。

灰貢褐色 (lσrR4/2) 灰色 (5Y5/1)

縄文土器 浅鎌 島式 H38 +日 1可遭] 里
ト
外面 洗線間に磨消縄文を施す。ミガキ。内両 ミガキ 暗灰貢色(25Y4/勃 暗灰貢色(25Y4/2)

15 縄文土器 辰 鉢 島 式 ■39 ロィHl逗 ] 里
〔

回

面

外

内
充線間に日縁に半行するように磨消縄文。ミガキ。

ミガキ。

黒褐色(10YR3/D 黒褐色(lllYR3/2)

縄文土器 浅然 島式 E39F38F39
G38 +日 河道1

里
一
外面 沈線で区画した内側に磨消縄文。文様帯には赤
色顔料塗布。ミガキ。内面 ミガキ。

褐 灰 色 (10Y馳 /1) 褐 17k色(lCIYR4/よ

17 縄文土器 茂鉢 島式 F38F39 旧河適 1 皇
一
外rH 沈線FElに 縄文。文様帝には赤色顔料塗布。肉面
ミガキ。

灰黄褐色(10YR4/2) 褐灰色(10咽望/1)

18 縄文土器 浅鉢 島 式 里
一

回

面

外

内

磨市縄文。文様帝には赤色顔料塗布。ミガキ。

ミガキ。

床 頁 掏 色 (lυ X翠 /Z' 無

色(10YR1 7/1)
明貢褐色 (1碗段7/6)

縄文土器 深鉢 島式 D39 旧河迫 1 里
一
日縁部に突起。外面 沈線により施文。ミガキ。部分的
に薄くスス付着。内面 日縁部～頸部にミガキ。胴部に
細密条痕のちミガキ、コゲにより黒く変色。日径20 4cm

0色7 5YR6/6) にぶい責種色(10YR7/3

縄文土器 深鉢 島式 F38 H37 +日 ,可道1 里
ヽ
口縁部に突起。外面 沈緑内に磨消縄文。ミガキ。内面 ミガキ

17 縄文土器 深鉢 島 式 里
い
日縁欄 ∫に況線。外回 磨泊縄天。スス付着。内向
ナデ。2223と 同一個体。

茂貢色鬱 5Y7/3) にぶい貢橙色 (lll■TR7/3

17 縄文土器 探 鉢 島式 E39爵 9,旧河道ユ 黒3 日縁端部に沈線。外面 沈線間に磨消縄文。スス付着
。内面 ナデ。日径289伽。2123と 同一個体。

浚 貢色 (25Y8/4) 灰貢褐色(lllYR6/2)

縄更土器 深 鉢 島式 E39 1日平可適 1 黒 3 日縁部に突起。外向 磨消縄文。内面 ナデ。2223と
同一個体.

明貢褐色(10YR6/6) にぶい黄橙色(lCIYR6/3

17 縄文土器 深 鉢 布 勢式 里
い
巨縁瑞司∫に1条 の■線、縄文。外回 ミガキ。頸部以下
スス付着。 内面  ミガキ。胴部下半がコゲのためか
黒っぽいぉ日径194卸

明貢褐色(lllYR7/6) にぶい貢橙色(101R7/4

17 33 縄文土器 深鉢 布勢 式 里
い
日縁琉音卜に1条のた線、縄X。 外国 胴剖∫に沈線でLX凹され
た内側に縄文。すデ。内面 ケズリのちナデ。日径15 2cm

イこぶい褐色(7 5YR5/4) にぶい貢橙色(101rR7μ

17 33 縄文土器 深 鎌 布勢式 D39 E39 1日 ,可適1 里
ト
日縁端面に2条の沈線を施し、その間に縄文。外面 胴部には
タテ長の列状の刺突文。日縁部はナデ、願部は条痕。 内面
ナデ。日縁部にスス付着。日径20 2cm。 27と 同―個体か。

にぶい0色(7 5YR6/4) にぶい褐色(7.XR5/4)

17 33 純文土器 深 鉢 布勢式 E39 旧河這 1 黒 3 外面 胴部にタテ長の列状の刺突文。横方向の条痕。
内面 ケズリ。コゲ付着。26と 同一個体か。

にぶい貢0色(10Y鮨/4 にぶい貢種色(10YR6/4

1 33 縄 文土 器 深 鉢 布鉛式 D40 E39 +日 ,可逼1 黒 3 口縁端商に1条 の沈線。内外面 ミガキ。穿孔途中の補
修孔有り。日径19 2cm

明責褐色(lllYR6/61 明黄褐色(10Ⅵ鼈/6)

17 縄文土器 深鉢 布勢式 里
”
日稼琉間に2条の泥耀。この沈線をはさんで囚lHと 外恨1に半

円形の突起がつくが数は不明。内外面 ナデ。日径21 8cm
にぶい貢褐色(10YR4ノ にぶい貢橙色 (10YR6/4

17 縄文土器 深 鉢 布勢式 F38  +日河道ユ 黒 3 日縁部に突起をもつが形状は不明。日縁端面に刺突列

と1条の沈線が巡る。内外面 ナデ。
明褐色
『
5YR5/0 にぶい貢種色(10YR6/3

縄文土器 渫 鉢 布勢式 騨 O F39'十日平可適〕 望
ヽ
日縁端向に2条の沈線、一部端部に刻目。日縁郡付け根

に1条の沈線。内外面 ナデ。
にぶい黄橙色(10YR6/4 にぶい黄橙色(10YR7/4

17 縄文土器 深鉢 布勢 式 黒 3 日縁琉口に鴨lcmの 1条の泥線。日縁日
`に

突起石り、円

形の孔。内外面 ナデ。
灰責褐色(lllYR4/2) 明赤褐色(評R5/6)

17 縄文上器 深 鎌 布勢式 F38 旧河迫 1 里
ヽ
波状の日縁。日縁部には1条の沈線が巡り、波頂部には

楕円形のくはみとそれを取り巻くように2条の沈線が巡

る。内外面 ナデ。

明赤褐色(5YR5/6, 褐色(7 5YR4/3)

17 縄文土器 深 鉢 布勢式 H38 旧河道 1 里
一
外面 胴部に橋状把手の退化した部分、沈線で施文。
ミガキ。内面 ナデ後ミガキ。

黒色(10Y2/1, 票色 (Ю Y2/1)

17 縄文土器 珠 鉢 陵期前菜 E39 1日 河道 ] 望
¨
口縁端部に縄文。外薗 日縁部に沈線で区団された内
tHlに 縄文。ナデ。内面 ナデ。

橙色(75Y誦/8) 橙色(7評 R6/0

17 縄文土器 深 鉢 僚別 両 某 皇
〔
外側 日縁円

`～

1口訃に亥J日 をもつ突命。その側罰∫に沈線。

デ。内面 日縁部はナデ。胴部はミガキ。37と 同一個体.
茂貢橙色 (10YR6/41 浅貢橙色(10YR8/4)

17 縄文土器 深 鉢 後期前葉 E39 E40  +日河道1 里
ト
日縁部に文様、刻目をもつ突帯。突帯の両側に沈線施

す。沈線と刺突で施文した把手をもつ。外面 ナデ。
内面 ミガキ。36と 同一個体。

にぶ い寅 種 色 (10YR7/4 にぶい貢種色はOYR7/4

17 縄文土器 深 鉢 後期前葉 839 旧河這ユ 里
ト
日縁端部に刺突文。外面 胴部に沈線による変形渦巻
文。ナデ。肉面 ナデ。全体にコゲ薄く付着。器高8(
cm、 日径10 3cm

霞 東 0色 (10YR8/3) 茂貢橙色(10YR8/3)

縄文土器 深 鉢 本勢式 H39 +日 ,可遭1 里
（
外面 胴部にタテ方向に多条の沈線。ナデ。内面 ナデ。 にぶい昔褐符 (1伊rR4/3 蔑貢色(25Y7/3)

縄文土器 深 鉢 布勢式 B38  +日 ,IIl文巨ユ 里
〔
外国 胴副

`に

タテ万同に多条の泥線。ナデ。円回 すデ。 にぶい貢橙色(lllYR7/3 灰 自色 (10■ R7/1)
縄 X土 恭 株 鉢 布勢式 F38 +日 平可通 1 望

ヽ
外血 胴部に沈線で区出された内狽1に 、無節の縄文が
施されるぅすデ。内面 ナデ.

にぶい貢橙色(10YR7/4 にぶい責橙色(lσR7/3

縄文土器 深鉢 布勢式 里
〔
外回 胴罰∫にタテ万同の泥線。ナデ。囚団 ナデ。 ll
部に部分的にコゲ付着。

にぶい貢褐色(10YR4/3 にぶい貢橙色(10YR6/3
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1 43 縄文土器 深 鉢 島～布勢式 F38 旧河道ユ 単 3 外面 胴部にやや細 くくすれた感 じの沈線で施文。ナ
デ.内面 ケズリ.

受貢橙色 (10YR8/3) 反貢種色 (10YR8/3)

44 縄文土器 深 鉢 島～布勢式 E39 1日 河道 1 望
〔
外国 胴部 に泥線 による澗巷 X。 ナデ。四回 ナデ。 にぶい黄橙色(10YR7μ にぶい黄橙色(10YR7/4

縄文土器 浜 鉢 島～布勢式 H37 +日了可迫 1 望
一
外白 胴部に複数の沈線で渦巻文を表現。ナデ。
ナデ、条痕。

内向 にぶい貢種色(10YR7/4 にぶい貢橙色(10YR7/4

縄文土器 深 鉢 島～布勢式 D39 +日河逼 里
一
外面 胴部に沈線による施文。ナデ。内面 ケズリ にぶい責橙色(1びrR7/4 浅責色(25Y8/3)

縄支土器 深 鉢 E39 +日 ,可道 里
一
外向 胴部に沈線による施文。ナデ。間回 タスリ。 辰貢色ゼ5Y7/4)

1 縄 文 土 恭 珠 鉢 阪瓢 fl l来 E39 +日 ,可迫 里
ト
外面 無飾の縄文。内面 ミガキぅ 明責褐色(10YR6/6) にぶい貢橙色(lllYR6/4

縄文土器 深 鉢 布勢式 E39 +ロ ヤ可逼ユ
‐
3 外面 タテ方向の沈線。沈線間の狭い部分に縄文。ナ
デ。内面 ナデ。

明責褐色Q帆駅6/6) にぶい黄褐色(101/R5/4

縄 文土 喬 辰 勢 恰 ノ本 式 D39 E39 1日 1可這 1 里ヽ 外面 沈線による角張つた変形渦巻文。ミガキ。内山
ナデ。底径8 0cm

黒褐色(2 Fr3/1) 黒褐色¢
「
r3/1)

18 5] 割 縄文土器 浅鉢 松 ノ木式 F38 1日 河道ユ 望
い
外回 lt線 による多重の後角形の文様。困回 ミガキ
,補修孔有り。

にぶ い女種 色 (10Y民6/4 にぶ い質 e色 (10YR6/4

縄文土器 茂鉢 後期前薬

河道 1

里
い
外面 ミガキ。内面 日縁内側を肥厚しその部分に縄
文が施される。「D3と 同一個体か。

にぶい貢色12ぼr6/3) 貢灰色(25Y4/1)

組 X土 器 浅鉢
土製品に

転用

後期前葉 G38 旧河道1 望
い
日縁部の書」れていない部分を残し、他の部分を削つて

半円形に整形したもの。外面 ミガキ。内面 日縁内
面を肥厚しその部分に縄文が施される。長さ3 5cm、 幅

3 1cm、 厚さ0 95em。 52と 同一個体か。

オリーブ黒色(5Y3/1 オリーブ黒色(5Y3/1)

ro4
縄文土器 一霊 後別 雨 集 D39 E39 旧河道 1 黒3 日縁端部に縄文。内タト面 ミガキ。日径 13 4cm 浅貢色(2.5Y7/3) 浅貢色 (2「DY7/4)

縄文土器 壷 後期前葉 D39 E39 旧平可逼 1 望
い
外面 日縁部に縄文。頸部に2条の突線文。胴部に2条
の突線文。ミガキ。内面 日縁部～胴部上半にミガキ
.胴部下半にナデ。日径13 4cm.

浅責橙色(10YR8/3) 浅責橙色鬱 5Y8/3)

縄文土器 一車 後期前莱

河道 1

里
一
外回 胴訃に穐 X。 ミガキ。困ロ  ナデ。日律 7 0cm 灰責褐色(101rR4/2) 橙色(a駅6/6)

紀 文 土 器 一霊 後 期 副 葉 F39 638 +日 1可道1 里一 外面 ミガキ。部分的にスス付着。肉面 ケスリのち
ミガキ。日径13 0cm

灰オリーブ色(5Y6/2) 暗灰責色(25Y5/2)

縄文土器 双耳至 H38 旧,可道] 黒 3 外向 沈線間に縄文。ミガキ。 囚団 ミガキ。 にぶい貢橙色(10YR7/4

縄 X土 恭 双昇重 陵期 Hl来 F38 旧河道 1 里
ト
外面 ミガキ。内面 条摂。 にぶい貢橙色(10YR6/4 灰貢褐色(10YR5/2)

18 縄文土器 双耳重 島式 E39 +日河道ユ 峯
【
外血 把手の頭に沈線で渦巻文が施される。 ミガキ。
内面 ナデ.61と 同一個体。

橙色6YIR6/bl 橙色(5YR6/8)

縄文土器 双耳重 島式 E39 +日河だ豆ユ 里
一
外面 把手の頭に沈線で渦巻文が施される。ミガキ。
内面 ナデ。60と 同-1固体。

橙色 (「DYR6/6) 橙色6YR6/6)

縄 X土 器 一璽 後期前葉 H37 +日 河道 1 里
一
外面 粘土紐を貼り付けた突希。ミガキ。A面 ナデ。 にぶい貢種色(10YR6/4 にぶい貢種色(10YR7/4

紀文土器 在日土器 陵期前乗 里
ト
タト面 ミガキ。内面 ナデ。 にぶい責褐色 (1びrR5/ 灰責褐色 (10YR4/2)

縄文土器 深 鉢 後期前乗 H37 旧I可這1 黒 3 外向 ナデ。困回 胴ヨ
`上

キケスリ。胴部 ド半タスリ

のちミガキ。底径6 2cm

明黄褐色(10YR7/6) 灰黄褐色(llllIR5/2)

縄文土器 深 鉢 陵期前乗 里
【
日縁部に環状の突起、数は不明。外面 ケズリ。内面
ナデ。日径19 0cm

にぶい責橙色(10YR6/4 にぶい貢橙色 (10YR6/4

縄 X土 器 深鉢 後期前葉 D39 +日 ,可道1 里
ト
日縁部に鶏冠状の突起、数は不明。内外詢 条反。日
径29 0cm

にぶい責栓色 (10YR6/4 にぶい貢種色(10YR6/3

縄文土器 深 鉢 後期前棄 C38 H37 ■38 +日
河道1

望
【
波】大日縁。波珊

`の

数4ヽ明。外国 条摂。胴罰
`上

半に

部分的に薄くスス付着。内面 胴上部条痕。以下ケズ
リ。胴部下半に薄くコゲ付着。日径228帥

橙色(5YR7/6) にぶい黄橙色(10YR6/3

縄文土器 深鉢 陵期前葉 E39 +日 平可這1 黒 3 波状回縁。波預訃の致イヽ明。波預部に円形のくばみ。

外面 ケズリ。内面 ナデ。日径320卿
にぶ い支 橙 色 (10YR7/3 灰責色95Y7/D

縄文土器 深 鉢 後期前栞 里
ト
波状日縁。外面 ケズリのちナデ。スス薄く付着。内
面 ナデ。日径23 7cI

にぶい賣色(75Y6/3) 茂責色は5Y7/3)

縄 文 土 器 殊 鉢 後期前葉 D39 1日 1可道 1 黒 3 日縁端部に刻 目。外詢 ナデ。胴上部にスス付着。内
面 ナデ。日径35 2cI

灰貢褐色(10YR5/2) にぶい貢橙色(10YR6/3

縄文土器 深 鉢 後期前棄 G38 +日 1可道1 皇
ヽ
日縁部に鶏適状の突避。日縁瑞]'タト似1に 深l日 。円外回

ナデ。

橙色0.5YRi/6) にぶい黄橙色(10YR6/4

縄文土器 深 鉢 後期前粟 G38 +日河這 1 黒 3 日縁端部外側にV宇状の刻目。内外面 ナデ。 橙色(7 5YR6/6) にぶい貢褐色(10YR5/4

縄文土器 深 鉢 後期前葉 E39 旧河道1 黒 3 日縁端罰∫外娯1に 深」日。外聞 ナデ。円回 日縁瑞部門
側に径2mdの 円形刺突。胴部にチデ。

浅黄橙色(7硯R8/4) 浅責橙色(10YR8/41

密 36 縄文土器 深 鉢 後期前乗 E39 +日 ,可逼 1 里
ヽ
日縁端部に刺突。内外面 ナデ。日径15 1cm にぶい黄橙色 (10YR6/4 にぶい橙色(7 FoYR6/4)

19 36 縄 X土 器 殊 鉢 後期前葉 F39 +日 河道 1 里
ト
日縁端部に亥J目 。外面 ケスリのちナデ、スス付着。
内面 ナデ。日径36 8cm

賣褐色鬱
「
r5/3) にぶい貢橙色(10YR6/4

19 36 縄文土器 深 鉢 後期前粟 F38 +日 ,可道ユ 黒 3 日縁部に突起、数はイヽ明。突避の ドには円子し。日縁瑞

部に刻目。外面 ナデ、スス付着。内面 ナデ、コゲ
のためか黒っぽく変色。日径30 6cm

貢 褐 色 (25Y5/3, 浅黄色鬱5Y7/31

縄文土器 傑鎌 後期前葉 H38 旧,可道1 皇
い
琳苗 ミガキ、妥合反力洩 る。囚回 据ナデ。日径■ Ocm 橙色(7「DYR7/61

34 縄 X土 器 珠 節 後期前葉 H37 旧河道 1 里
ト
日縁端部丸い。底部は凹底。外面 粗いナデ、lll上音F
にスス付着。内面 ナデ、胴下部～底部にコゲ付着。
補修孔有り。器高22 1cm、 日径20 3en、 底径7 0ctr

にぶい貢橙色 (10YR7/4 にぶい貢種色(10YR6/g

縄 文 土器 休 鉢 後期 Hl集 D39 旧河道 1 里
一
日緑端部丸い。内外面 ナデ。日径238卿 にぶい責橙色(10YR6/4 にぶい貢橙色(lCIYR6/4

縄文土器 深鉢 後期前莱 E39 +ロイ可垣1 望
中
日縁端部丸い。外面 粗いナデ。胴上部にスス付着。
内面 ナデ。日径14 8cm

にぶい褐色(7伊rR5/4) 灰貢褐色(101Rる /D

縄 文 土 器 殊 鉢 後 期 訂 集 H37 旧河道ユ 里
ト
日縁端 EI・面取り。内外面 チデ、胴下部内面にコゲ付
着。日径24 2cm

にぶい貢橙色(lllYR6/3 にぶい貢橙色 (lCIYR7/乏

82 縄文土器 深鉢 後期前葉 F39 +日 ,可遭1 望
¨
日縁端部ナデ (丸みをもつが部0田 に向取されている

ようにも見える)。 内外面 条痕。日径22 6cm
橙 色 (7 5YR6/6) 炊東禍色はOYR6/2,

83 縄文土器 深鉢 後期前葉 D39 +ロイ可通ユ 戸曇3 外面 胴上部にすデ、以下粗いナデ。内面 ナデ。胴
上部以下コゲのためか部分的に黒く変色。日径25 6cm

にぶい責橙色(10YR6/3 灰責色 125Y6/D

84 縄 文土 希 株 鉢 後期 Hl来 E39 +日 ,可道1 里
（
日縁端部九い。外面 ケスリのちナデ。内面 ナデ。
日径21 8cm

灰貢色(2碗7/2) にぶい貢種色(10YR6/こ

85 縄文土器 深鉢 後期前乗 G38 1日河道 1 皇
¨
日縁端部丸い (部分的に回をもつが向収は意識されて

ない)。 外面 ケズリ。内面 ケズリのちナデ。日径
19 4cm

にぶい貢種色(10YV/3 炊東色ゼ5Y7/り

86 縄文土器 深鉢 後期前粟 H37 旧 i可道 1 望
〔
タト商 ナデ。肉血 llJl上吾bケスリのちナデ、以 トナテ
.日径23 0cm

辰貢種色(10YR3/3, 灰貢色仏 5Y7/2)

縄文上器 深 鉢 後期前葉 E39 1日河道ユ 里
一
日縁端部面取 (部分的に丸いところもあるが面取を意

識)。 外面 粗いナデ。内面 ナデ。日径16 2cm
にぶい黄橙色(10YR6/4 にぶい責橙色(10YR6/3

88 縄文土器 殊 鉢 後期副某 里
ト
日縁端部面取ハ外面 粗いナデ。内面 条痕。 にぶい褐色 (7「oYR5/4 貢褐色(lllYR6/6)

縄文土器 深 鉢 後期前棄 F38 +日 平可道1 里
一
日縁端部面取。外面 条痕。胴都中央にスス薄く付着
。内面 胴上部に条痕、以下ナデ。

灰黄色25Y6/2) 貢褐色 25Y/5/3)

-257-



縄文土器 深鉢 後期前粟 H39 旧河道1 里
ヽ
日縁端部面取。外面 胴部上半ナデ、下半粗いナデ。
内面 ナデ。日径42 8cm

貢褐色鬱5Y/5/4, にぶい貢橙色(1∝R7/41

20 91 縄文土器 殊 鉢 後期副某 D39 旧河通 ] 望
”
日縁端部商収。外商 ケスリ。胴上部に部分的にスス
ll着。内面 ナデ。補修孔有り。日径31 8cm

浅黄色2 5Yi/31 辰貢色95Y7/4)

20 縄文土器 深鉢 後期前葉 H37 +日 ,可道l 里
い
外回 ケスリ。困ロ ナデ。胴下部に一部コゲ付着。
日径30 6cm

にぶい黄橙色(10YR‐ /41 にぶい責橙色(1ばR7/3)

縄文土器 深鉢 後期前葉 H37 旧河道 ] 望
”
粘土帯の接合痕残る。外面 ナデ。日縁部～胴上部に
スス付着。内面 ナデ。コゲ付着。日径39 2cm

反貢色lrr 5Y7/4) 茂貢色¢5Y7/4)

20 絡文土器 深鉢 後期 雨 崇 H37 旧河道 ] 里
【
日縁端部商収。外向 加上部にケスリ、以下細密条戻。
胴上部にスス付着。内面 ナデ。胴下部にコゲ付着。
日径40 0cm

淡責色ゼぼF8/4) 浅黄色9留7μ )

縄文土器 深鉢 後射 可 某 G38 1ロ ィ「l運 1 黒3 ヨ縁琉ヨ∫回収。外血 粗いナデ。内面 ナデ。日径39 2rdl 橙色O roYPk6/0 橙色(7 5YR6/0
縄文土器 株鉢 後期前棄 E39 旧河道1 皇

”
国縁端部面取。外面 胴上部にナデ、以下ケズリ。胴
上部にスス薄く付着。内面 ナデ。日径29 8cm

東褐色ゼ5Y/5/3) 貢褐色(25Y/5/3)

縄文土器 深鉢 後期前葉

道 1

皇
一
外向 タスリ。間向 クスリのちナデ。補修孔有 り。
日径320m

淡貢色(25Y8/3) 浅黄色砲5Y7/3)

縄文土器 深鉢 後期前葉 G38 H37 旧河道] 里
（
日縁端部面取。内外面 粗いナデ。補修孔有り。日経32 6cm 明貢褐色(10YR7/6) 橙色檸評 R7/6)

縄文土器 深鉢 後期前葉 星
ト
日縁瑞罰

`九

い。外国 横万同の丁寧なナデ (幅 1帥 くら
いの単位が見える)。 内面 ケズリ (部分的にケズリ
のちナデ)。 胴都下半にコゲ付着。日径37 5cm

甥貢褐色∇費R7/0 淡貢色(25Y8/3)

縄文土器 深鉢 後期前葉 G38 旧河道1 里
〔
日稼瑞司

`丸

い。外回 ケスリ。内向 ナデ。日径31 0cI 明責褐色(10YR1/0 黄橙色QOYR8/61
縄文土恭 珠 鉢 後期前粟 十日河垣1 黒3 日縁端部丸い。外面 胴上部粗いナデ、以下ケズリ (+

条痕 ?)。 1同部中央にスス付着。内面 ナデ。胴下部
に薄くコゲ付着。補修孔有り。日径26 0cm

橙色●5YR7/6) 辰貢色(25Y7/4)

縄 X土恭 珠 鉢 阪別副葉 D39 E39 日河道 1 里
【
日縁端剖邪 明瞭ながら面取。外面 ケスリ。内面 ナデ。
補修孔右 り。日径31 6ct

にぶい黄橙色(10YV/0 にぶい貢色95Y6/4)

103 縄文土器 深鉢 後期前葉 H37 旧河道 1 里
い
柏土市の按合反が娠る。日稼端部丸い。外白 胴部上半ケ
ズリのちナデ、胴部下半左上がりのケズリ。胴部上半にス

ス付着。内面 ナデ。胴部下半にコゲ付着。日径36 8cm

明貢褐色(1びrR7/61 浅黄色95W7/4)

縄文土器 深係 後期前棄 酪8 H37 旧河道1 里
¨
回縁琉司∫回収。外国 粗いナデ。胴部上半にスス付着。
内面 ナデ。胴下部にコゲ付着。日径380伽

にぶい貢橙色(1ばR7/4) 浅貢色ゼ5Ч7/3)

〕 縄文土器 深鉢 陵期前棄 H37 旧河道l 黒3 日縁端部丸い。外面 粗いナデ。内面 ナデ。日径32 1cm にぶい貢橙色(10YR7/31

縄文土器 深然 後期前葉 D39 +日 1可道1 里
”
外回 ケスリのちナデ。胴罰

`上

半に薄くスス付着。内

面 ナデ。日径38 4cm
にぶい貢橙色(10YR6/3) にぶい黄橙色(llYR6/9

1 縄文土器 深鉢 後期前葉 E39 旧河道] 里
ヽ
日縁端部面取。内外面 ケズリのちナデ。日径27 4cm にパい買橙色(lllYV/4)

縄文土器 深鉢 後期前棄 B38 +日 河道l H38 星
〔
回縁茄部回収。外ロ クスリ。4Flヨ

`上

半にスス付着。
内面 ナデ。日径31 0cm

貢橙色(10YR8/6) 責橙色9 5YR7/81

109 縄文土器 深鉢 後期前素 D39E39■ 37 +日 ,可
道1

皇
〔
底部 凹底。外面 胴部上半に粗いナデ、胴部下半にタズ
リ。胴部上半にスス付着。内面 ナデ、部分的に粗いナデ。
胴部下半にコゲイ寸着。器高39 6cm、 日径30 7ca、 底径8 8cm

0色(5Y踊/0 浅貢色(2開7/4)

縄文土器 深鉢 後期前乗 D39 E39 H37 +日 i可
道l F38

皇
ト
日縁端部面取、外部に面をやや拡張。外面 ケズリ
内面 ナデ。日径39 9cl

蔵貢色95Y7/0 茂貢色125Y7/3)

111 縄文土器 深鉢 後期 副 来 (,38 旧河通 ] 里
【
日縁珊 ∫回収。外向 粗いナデ。内面 ナデ。 黄褐色ゼ♂r5/3) 黄褐色95Y5/3)

縄文土器 深鉢 後期前乗 E39 旧河道1 里
【 外面 粗いナデ。内面 条痕。胴部下半にコゲ付着。 茂貢色12 FDY7/4)

縄文土器 深鉢 後期前乗 D39 +日河道1 里
い
lA部  凹凰、子ほたが甲心が へヽふくらむような形で
突き出る。外面 胴部上半にケズリ、胴下部～底部に
ナデ。内面 胴部に横方向の条痕、コゲ付着。底部ナ鳥
底径8 2cm

浅質色(2V7/3) 貢灰色¢5Y4/1)

縄文土器 深鉢 後期 Hl来 H37 +日河週1 望
¨
妥合反石 り。内外嵐 ナデ。底径8.2cn にぶい橙色(7 5YR7麗 ) 明黄褐色tllYR1/0

縄文主器 深鉢 後期前棄 D39 旧河道1 望
い
底部 平底。外面 ケズリ。内面 ナデ。胴下部にコ
ゲ付着。底径9 6cm

暗泳黄色ツ5Y5/2) 茂質色(25Y7/4)

縄文土器 深鉢 後 期 Hl来 じ38 H38 旧河通1 望
【
畷剤∫ 半底。外薗 ケスリのちナデ。内面 ナデ、服
下部にコゲ付着著しい。底径8 9cm

浅黄橙色笠留 R8/0 浅黄色(2.5Y7/4)

22 縄文土器 深鉢 後期前葉 H37 旧河道1 里
【
底部 凹底。外面 ケズリ。内面 ナデ、胴下部にコ
ゲ付着。底径96枷

浅貢色じ碗7/4) 灰貢色(2 5io/21

ク 縄文土器 深鉢 後期前葉 E39 旧河道ユ 黒3 底部 四底。外面 粗いナデ。内面 ナデ。底径103伽 にぶい貢橙色 (10YR6/3) 炭貢色125Y7/3)

22 縄文土器 深鉢 後 期 副 某 H38 +日河逼1 黒 3 畷吾b Ш底。外薗 ナデ。内向 ケスリ。底径99帥 浅責色ツ寓 7/41 淡黄色¢.rDY8/4)

120 縄文土器 深鉢 後期前葉 D40 +日河道] 里
い
底部 上げ底。内外面 ナデ。底径92卸 橙色(7 5YR7/6) にぶい責褐色(10YR5/3)

縄文土器 浅鉢 後期 Hl来 閃
血

黒 3 口縁瑞罰∫に刻冒。外向 ケスリ。内面 胴上部にすデ、
以下ケズリぅ日径28 4cm

にぶい貢橙色OllYR6/3) にぶい黄橙色10YR6た )

4] 縄文土器 浅鉢 後期前葉 G38 旧河道 1 皇
¨
日稼茄剖∫に歿J日 。外回 縦万同の3条の泥線。すデ。内
面 ナデ。日径16 2cd

橙色(7 5YR7/6) 明貢褐色(10YR7/61

123 4] 縄文土器 茂鉢 後期前粟 H37 H38 旧河道1 皇
小
日縁端部に亥」目。内外面 ナデ、外面にスス付着。ロ
径13 6cm

にぶい橙色(7 5YR7/4) にぶい貢橙色(1側R7/4)

1熟 縄文土器 板 鉢 後別 前 来 H37 +日 ,可三目] 望
い
日縁端部丸い。底部は半FA。 外苗 粗いナデ、胴部上
半にスス付着。内面 ナデ、胴部上半にコゲ付着。器
高94銅、日径15 0cI、 底径6 2ca

にぶい橙色9.5Y誦た) 橙色(7説R6/6)

125 42 縄文土器 磯 鉢 後期前葉 路8 G38 旧河逼1 望
【
底部 凹底。外向 日縁部にクスリ、胴部にケスリのち
ナデ。内面 ナデ。器高9 1cn、 日径15 6cm、 底径6 4cm

にぶい褐色(7例R5/4) にぶい褐色(7「DYRFJ/o

23 126 41 縄文土器 浅鉢 後期前葉 D39 E39 旧河道 ] 里
一
H稼茄苦卜回取。困外回 ナデ。日径15 3cm 橙色(75Y鮨 /0

23 41 縄文土器 茂 勢 後別 前 葉 望
【
困外血 ミガキ。日径192伽 灰黄色(2Ⅳ 7/2) 灰黄色¢税7/妙

41 縄文土器 茂鉢 後期前棄 醐 9 旧河道1 里
¨ 外面 ケスリのちミガキ。内面 ヘラミガキ。日経27 4cm

41 縄文土器 浅鉢 期前葉 E39 +日 河道1 里
¨
囚外回 ヘラミガキ。輛修子し石り。日径25 4cm にぶい貢色(25Y6/3) 貢灰色(25Y5/D

42 縄文土器 茂 鉢 後別 Rl某 じ39 H37 日河道 ] 里
”
内外向 ミ〃キ。器属8 9cn、 日径14 4cm、 底径8 6em にぶい責橙色(10YR6/4) 灰黄褐色(10YR5泡 )

41 縄文土器 浅鉢 後期前棄 F38 旧河道〕 里
ヽ
内外面 ケスリのちミガキ。日径26 0cm 東褐色ゼ5Y5/3, 暗仄貢色鬱

「
r5/2)

縄文土器 浅鉢 後期前葉 G38 H38 1日河道] 里
¨
口稼茄部丸い。囚外回 ミガキ。補45孔石り。日径108m にぶい褐色(7 5YR5/4) にぶい褐色(7 5YR5/4)

縄文土器 茂 鉢 後期 Hl棄 じ39 旧河逼1 皇
“
外薗 ミガキ。問薗 ナデ、胴上部に一部ミガキ。日径6 0cm にぶい責橙色(10YR6/3) 浅黄色?.5Y7/3)

41 縄文土器 茂鉢 後期前霙 D39 旧河道1 望
ヽ
内外面 ミガキ。日径21 2rm にぶい貢橙色(10Ⅶ調/3)

縄文土器 浅鉢 後期前棄 H37 +日 河道1 塁
“
困外国 ミガキ。日径14 4cal、 底径6 6cm 黒褐色(2『r3/1) Hき灰責色(2「DY4/か

縄文土器 辰 鉢 後剛 Hl粟 じ39 H38 日河逼 1 皇
小
日縁部に満巻状の突起。外商 ミガキ、スス付着。内面 ミ
ガキ、胴上部にコゲ付着。底部はコゲのためか黒色に変化。

にぶい黄橙色(1ば.R6/41 明黄褐色(10Ⅵ謳/6)

42 縄文土器 浅鎌 後期前葉 ε39 旧河道ユ 里
一
日稼茄副∫回収。囚外国 ミガキ。日後27 2cm にぶい橙色(75Ⅶ篭/4) にぶい褐色(7「DVR5/4)

縄文土器 辰 鉢 後期訂乗 H37 日河道 1 黒3 内外嵐 ミガキ。日径214卿 橙色C5YR7/61 橙色(斑R7/6)

41 縄文土器 浅鉢 陵期前葉 F38 旧河道] 黒3 内外面 ミガキ。器高8 0cm、 日径22 2cl にぶい貢橙色(10YR6/4)

路 縄文土器 浅鉢 後期前葉 F38 旧河道 里
【 赤褐色(5YR4/8) にぶい赤褐色(lllYR4/3)

縄文土器 茂鉢 後期前栞 D39 旧河逼I 里
〔
日稼端罰∫内外に肥厚。外向 タスリのちミガキ。内面
ミガキ。

灰黄色¢5恥/D 黒褐色9「r3/1)

-258-



縄文土器 茂鉢 陵期前粟 E39 +ロ イ可逼ユ 里
ト

143 縄文土器 浅鉢 後期前棄 H37 旧河遭1 皇
¨
外白 クスリのちヘラミガキ。内蔵 ヘラミガキ。 にぶい貢橙色(10YR6/4) 褐灰色(lllYR4/1)

44 縄文土器 浅鉢 後期前葉 D39 +日河道1 里
ヽ
日縁やや内側に湾臨。内外面 ミガキぅ日径33 2cm 灰責褐色(1ばR5/21 暗灰責色鬱「DY5/2)

縄文土器 反鉢 後期前棄
醜 2

星
¨
外回 ナデ。円回 口稼剖∫～杯謝

`に

,デ、ほ剖射こミガ千。杯 卜訃

にコゲイ寸着。器高9 8cm、日径310m、底径10 1cnl
明黄褐色(5Ⅵも/0 黄掲色乾「DY5/3)

146 縄文土器 浅鉢 後期前葉 H37 旧河道 1 里
＾
内外面 ケスリのちミガキぅ日径274伽 にぶい責色(2X6/4) 暗灰責色(25Y5/か

147 縄文土器 茂鉢 陵別前莱 里
¨
内外面 ヘラミガキ。日縁部内外面に薄くスス付着。日径
27 2cl

暗灰黄色(25Y5/2) 灰黄褐色(lllYR5/2)

148 縄文土器 浅鉢 後期前葉 団9 旧河遭l D40 黒3 外面 ケスリのちヘラミガキ。内面 ヘラミガキ。日径29 2cm にぶい赤褐色(2 5YR5/0 にぶい赤褐色ぼrR5/D

縄文上器 茂鉢 後剰雨某 里
一
外面 ケズリのちミガキ。内面 日縁部にすデ、体部にヘラミ
ガキ。日径30 0cm

にぶい褐色(7 FDYR5/4) にぶい黄褐色(10YR5/3)

縄文土器 浅鉢 後期前葉 D39 F39 G38 +日 河

道1

里
一
外面 ナデ。内面 ナデのちミガキ(ミガキは部分的,日経
32 0cm

にぶい貢色(2 FoY6/3) にぶい責橙色(llYRi/4)

縄文土器 浅鉢 後期前棄 E39 F38 日河道1 皇
【
日縁端部月じ厚。円外向 ミガキ。 にぶい貢種色(10YR6/3, 暗灰貢色ゼ5Y4/2)

縄文土器 浅鉢 後期前棄 E39 旧河道 1 望
小
日縁端部内外に大きく肥厚。底部は上げ底状。内外面 ヘ
ラミガキ。器高9 2cm、 日径33 4cm、底径7 9cm

灰貢色(25Y6/か 浅貢色(25Y7/31

縄文土器 浅鉢 後期前棄 G38 +日 河這 1、 E 皇
”
日縁瑞罰

`回

収。外回 クスリのちミガキ。関向 ミガキ。日径
43 2cm

橙色(7 5YR7/6, 明貢褐色(10YR7/6,

1開 43 縄文土恭 妄 鉢 後別 可 某 E39 +日 河道1 里
一
内外面 ヘラミガキ、日径376m 灰奮色(2Ⅳ 6/2) にぶい責橙色(101R7/3)

155 縄文上器 浅鉢 後期前莱 E39弓8旧 河逼1
D39

里
い
体部に径3mmの 九い棒】夫の上具で別突し、そこに円形の

粘土を貼り付けた痕。内外面 ヘラミガキ。日径32 4cm
蔵貢色V5Y7/3) 淡貢色ゼ5Y8/3,

156 4ユ 縄 X土器 イえ
''4｀

後期前葉 H37 +日河道l E39
F39

里
一
内外面 ミガキ。日径330帥 褐色(7.5YR4/3) にぶい褐色(7 roYR「J/4)

縄文土器 浅鉢 後期前葉 D39E39■37H38
旧河道1

里
一
内外血 ミガキ。器高63m、 日径343帥、底径8 1cln にぶい貢橙色(lllYR6/4) 暗灰責色12「r5/2)

熟 4 縄文土器 茂鉢 後期前粟 H37 旧河逼 ] 里
一
円外回 ミガキ。体 ド訃に舌卜分日gに スス4寸看。日径37 6cm 貢種色(10Ylt8/ol 種色 (2 5YR6/bl

塞 43 縄文土器 浅鉢 後期前葉 H37 H38 旧河道1 皇
小
内外向 ヘラミガキ。日笹36 0em R旨灰貢色(2X5/2) にぶい買色(25Y6/3)

塾 160 縄文土器 浅鉢 後期 雨 菜 H37 H38 旧河道1 里
ヽ
外面 ナデのち部分的にミガキ。内面 ミガキ。底径10 2cm にぶい責橙色(lⅣR7た ) にぶい責橙色(lllYRi/2)

理 縄文土器 茂鉢 後期前粟 D39 1日河逼 ] 皇
¨

種色(5YR7/6, 橙色(5YR7/61

43 縄文土器 浅鉢 後期前葉 137 旧河道] 望
い
底部 突き出し内向にも哉がつく。内外血 ミガキ。 栓色(7 Ⅳ R6/6) にぶい貢橙色(lllY誦 /4)

43 縄又上器 浅鉢 後期前葉 E39 旧河道 1 里
ト

部

面

底

外

凹底、体部立ち上がり1ま緩やか。内面に段がつく。内

ミガキ。底径8 2cm

にぶい褐色95■iR7/4) 褐灰色OllYR4/り

43 縄文土器 浅鉢 後期前葉 鶴8 旧河道1 望
い
頃部 丸みをもつ。外白 ミガキ。肉血 ケスリのちミガキe にパい貢橙色(10YR7/4) にぶい貢褐色(10YR5/3)

170 44 縄文土器 深鉢 後期前莱 E40 +日 河道2 黒3 日縁端部 丸い。外面 ケズリ、日縁部～胴上部にスス付着。内
面 ナデ、胴部下半にコゲ薄く付着。日径30 2cm

浅貢色¢N7/4) 灰責色(25Y6/21

縄文土器 深鉢 後期前葉 I「20 旧河道2 里
【

gI・

向 胴部上半に粗いナデ、胴部下半にタスリ、胴部上半に
スス付着。内面 ナデぅ日径30 4cm

板貢色修 FDY7/4) 茂貢色(25Y7/3)

172 縄文土器 深鉢 後別前乗 μ O 十日測道2 里
【
外面 胴上部にケズリ、以下粗いすデのちケズリ、胴部上半にスス
薄く付着。内面 胴部上半にすデ(指でなでたような跡残る)、胴部
下半ナデ(平らになこる)。 日径30 4cm

浅黄色95Y7/9 浅黄色95Y7/31

44 縄文土器 深鉢 後期前乗 塁
“
日縁欄

`メ

とい。外国 ケスリ、胴上罰
“

こス剰,看。困回 ナデ。
日径34 2cm

浅黄色95ヽ7/9 淡黄色95Y8/3)

174 縄文土器 深鉢 後期前葉 E40 旧河迫2 里
ヽ
日縁瑞部丸い。外面 ケスリ、胴上部にス災付着。内面 ナ八
コゲ付着。日径362卿

にぶい貢色(25Y6/3) にぶい貢色95Y73)

44 縄文土器 深鎌 後期前葉 財0 旧河道2 皇
¨
外向 ケスリ、】同上吾卜にスス4i着。内向 ケスリ、日縁部と肺
部下半にコゲ付着。日径20 6cl

明貢褐色(10YR7/6) にぶい貢色ゼ「DY6/堕

44 縄文上器 反然 後期前棄 里
【
外面 ミガキ、スス薄く付着。内面 ミガキ、コゲのためか黒っ
ぱく変色。器高10 1cm、日径22 0cm、底径8 2cm

にぶい黄栓色(10YR6/3) にぶい黄橙色(10Ⅵも/3)

lη 縄文土器 布勢式 里
＾
円形の刺突を伴う3条の沈緑を施し、沈線のFBFに縄文。文斎

部分は赤色塗彩。内面 ナデ。
にぶい黄色(25Y6/4) 貢褐色¢X5/3)

178 縄文土器 深鉢 後期前粟 H40 里
い
外向 泥線と縄文。内向 粗いナデ。 明貢褐色(10YR7/61 明貢褐色(10YR6/6)

179 縄文土器 深鉢 後期前葉 里
＾
外面 縄文。内面 ナデ。 橙色9 5YR7/6) 明貢褐色(1びrR7/6)

18, 縄文土器 辰鉢 後別雨来 r40 里
〔
外面 体部が屈曲する部分に1条の沈線。沈線内には円形
の床1突が施される。すデ。内面 ナデ。

橙色(7斑R7/6) 橙色●引く7/0

縄文土器 深鉢 後期前葉 M2 里
ト
日縁端部面取。外面 胴部上半にケスリのちナデ、胴部下半
にケズリ、胴部上半にスス付着。内面 ナデ、胴下部にコゲ付
着。日径24 8cm

にパい貢色(25Y6/3) 暗灰貢色¢留5/2)

縄文土器 深鉢 後期前葉 M2 里
ト
外面 胴上部にナデ、以下粗いナデ、胴上部にスス付着。内
面 ナデ。胴下半コゲ付着。日径29 6cm

にぶい責橙色(1帆R7/4) 浅貢色ゼ5Y7/9

183 縄文土器 深鉢 後期前粟 α 2 貢3 日縁欄 ∫回収。困外向 ナデ。日径 18 0cm 萩貢種色(10Y鰐/3) にぶい貢橙色(10Y灯/3)

181 縄文土器 浜鉢 後期前葉 里
ト
底部 平底。内外面 ナデ。底径9 2cd 淡責色鬱FDY8/4) 暗オリーブ灰色(2.5GⅥ /

縄文土器 珠鉢 後期前葉 41 里
い
底部 凹底。外面 粗いナデ。内面 ナデ。 橙色(斑R7/6) 黄橙色(1鶴R8/0

縄文上器 浅鉢 後期前棄 皇
ト
日縁力淵

`分

的にえくれた形になり、刻日を施す。困外白 ナデ。
器高4 4cm、 日径13 2el

明貢褐色(10YV/6) にぶい貢橙色(10YR‐ /4)

188 縄文土器 株鉢 伸更式 外面 日縁部に2条の沈線、縄文。ミガキ。内面 ナデ。191と
同一個体か。

黄褐色(2Ⅳ 5/3) 黄褐色Q5Y5/3)

縄文土器 深鉢 宅現山 (古 SメЮl 外面 胴部に結節縄文。ナデ。内面 ナデ。 にぶい責色(2.5Y6/3) にぶい貢橙色(10Ⅵも/4)

l 190 縄文上器 深鉢 布努式 ●巳z 日縁端面に刻目、沈線。内外面 ナデ。 明黄褐色Q側霰6/0 明責褐色(1碗R7/6)

31 縄文土器 深鉢 沖文式 E42 E43 里
〔
外向 日縁罰∫に沈線間に縄文を施す。ミガキ。内向 ナデの
ちミガキ。日径244伽 188と 同一個体か。

にがい貢簡色(10YR5/4) にぶい貢栓色(10Yる/4,

1 192 縄文土器 株鉢 押天式 ビ42 ヨ≧z 外面 日縁部に2条の沈線、その間に縄文を施した文様体が
上下2段に巡る。縦方向にも沈線入る。ナデのちミガキ。内面

ナデのちミガキ。

黒褐色(留R3/1) 明赤褐色6WR5/6)

193 縄文土器 押文式
「
41

‐
2 外面 沈線、縄文。ミガキ。内面 ミガキ。 灰責褐色(10YR4/2) 暗灰責色¢5Y5/2)

194 縄文土器 注目土器 沖文式～

権現山 (

古 )

E42 里
【
外向 胴部上より、縄文、竹管による円形剰突 運続界」突を1半
う沈線で区画された内狽Jに縄文、刻目をもつ突帯。ミガキ。内

面 ナデのちミガキ。

にぶい貢色∇5Y6/8) にぶい貢色95Y6/3)

31 縄文土器 注目土器 を現山(新 ) 醜 3 望
一
外向 411罰

`に

沈線文、擁似縄文。ミガキ。円向 ミ〃キ。 にぶい貢色(25Y6/4)

縄文土器 深鉢 進現山(古 ) E42 F4ユ 黒2 外面 胴部に結節縄文。ナデ。内面 ナデ。 にぶい橙色(7髯 R6/4) 橙色(留R7/6)

縄文土器 珠鉢 電塊山 (百 阻 ″ ヨエ2 外面 1同部に結節縄文。ナデ。内面 ナデ。 にぶい橙色年開R7/4) 明黄褐色(1鶴R7/0

31 縄文土器 深鉢 後期 日 3 単
一
外向 日縁部に州 大の沈線。ナデ。問向 ナデ。 黒褐色(5YR3/勃 貢灰色(25Y4/1)

31 縄文土器 深鉢 後期～晩期 里
一
日縁端言Ⅲこ先端の丸い工具で亥」目。内外面 ナデ。 にぶい橙色(7 FDYR6/4) にぶい責橙色(lllYК /4)

縄文上器 深鉢 後期 塁
ト
内外面 ナデ にぶい橙色(7引R7/3) にぶい黄橙色(llllIR7/4)

31 縄文上器 深鉢 後期 皇
一
日縁端部斜めに幽をもつ。胴上罰

`に

租いナデ、以 トケスリ。関

面 ナデ。
明貢褐色(10YR6/6) 明貢褐色(10YR6/61

31 縄文土器 深鉢 後期 里
ト
日縁端部丸い。内外面 粗いナデ。 にぶい黄橙色(КⅣ障 /4) にぶい黄橙色(1鋭R7/4)

31 203 縄文上器 深鉢 後期 望
〔

にぶい貢色(25Y6/41

31 縄文土器 深鉢 後期 F42 里
ヽ
外面 ケスリ。内面 ナデ。 にぶい貢栓色(lllYR6/4) にぶい責色(25Y6/4)

縄文上器 深鉢 後別 出 7 塁
ト
底部平底。内外面 ナデ。底径8 5cm 明黄褐色(1ばR7/6) 淡責色(25Y8/0



縄文土器 浜鉢 後期 里
一
底部 平底。外面 ナデ、底部に粗くミガキ。内面 ナデ、底
部にコタイ寸着。底径9 1cm

にぶい貢色95Y6/3) にぶい貢橙色(lllYR7/4)

縄文土器 深鉢 後 期 醜 3 望
【
底部 凹底。外面 ナデ部分的にミガキ、底部の凹部分にミ
ガキ。内面 ナデ。底径 5 1cm

にぶい赤褐色(税衆5/4) 橙色(5YR6/6,

208 縄文土器 殊鉢 後 期 当巳2 畷罰
` 
上けFA】犬。円外向 ケスリ。底径9 6cm 橙色(5YR6/61 にぶい責橙色(10YR7た )

縄文土器 浅鉢 後期 H38 望
【
日縁瑞部面取。外面 粗いナデ。内面 日縁部に条痕、以
下ケズリ.

にぶい責橙色(1∝R6/4) 明寅褐色(10YR6/6,

縄文土器 辰鉢 後翔～塊剛 μ 2 皇
ヽ

にぶい貢橙色(10YR6/4) にぶい黄橙色(10Y酪/3)

縄文土器 辰鉢 後剰～晩剛 F43 黒2 外間 ミガキ。内面 日縁部に1粂の沈線 .ミガキぅ にぶい責色(2♂r6/3) 暗緑灰色6G3/1
縄文土器 茂鉢 後期～晩期 F40 黒2 日縁端部短く立ち上がる。内外面 ミガキ。 /k貢褐色 (10YR5/2) 貢灰色95Y4/1,

縄文土器 浅鉢 後 期 143 黒 Z 灰貢褐色(10YR6/2) にぶい貢橙色(10YR6/3)

縄文土蕎 辰鉢 後 期 望
ヽ
肉外商 ミガキ。 黒色li 5h貶 /〕 黒褐色(7ぼrR3/1)

縄文土器 浅鉢 後 期 H38 単2 外面 ミガキ。内面 日縁部にすデ、以下ミガキ。 明東綺色 (10YR5/3)

220 縄文土器 i曳鉢 晩 期 SK08 司外回 ナデ。日往 7.9cm 明貢褐色(10YR7/6) 明貢褐色(10YR7/6)

縄文土苓 供欝 1/t別 Slt09 外向 回縁部に横万向にナデ、llal部 に粗いチデ。胴 IIF.下 半
にスス付着。内面 日縁部に横方向のナデ、胴部にチデ。

にぶい貢橙色(1餌R6/41 橙色6YR6/0

縄文土器 深鉢 晩 期 SK09 外面 日縁部に横方向にナデ、胴部に右上がりの粗いナデ
胴部にスス薄く付着。内面 日縁部に横方向のナデ、胴部|
ナデ。日径35 7cm

貢褐色95Y5/3) 黒色(lllY2/1)

47 縄文土器 深鉢 晩期 SK09 外面 日縁部にすデ、胴部にケズリ。部分的にスス付着。内

ナデ。1同部に部分的に斑点状にコゲ付着。日径24 0cm面

茂貢色95Y7/3) にぶい貢色ゼ5Y℃ /3)

47 縄文土器 深鉢 晩期中葉 SK10 日縁端部 亥」目。外面 条反のちナデ。内面 胴上音Ыこナス
以下条痕。

にぶい黄色(2 5YR6/3) 黄褐色9『r5/3)

227 47 縄文土器 殊 鉢 塊期 中栄 もK10 7卜回 条摂。内薗 日縁日∫に刑突文。条反。 橙色(75YR6/6) 橙色に7 XR6/0
″28 47 縄文土器 深鉢 晩射 SK10 外薗 ケスリ。内向 胴上部にナデ、以下条痕ぅ 明黄褐色(llYR7/6) 明黄褐色(lllYR7/6)
229 47 縄文土器 深鉢 突言文3

期

SK10 外面 胴部に貼付突帯 (2条突帯)、 断面形は三角形でV宇
状の刻目をもつ。ナデ。内面 ケズリ。

にぶい種色 (5YR7/41 にぶい貢橙色(10YR7/4)

47 縄文土器 茂鉢 晩射 SK10 対外曲 ミガキ。 にぶい責橙色(10YR6/3) 灰責色95Y4/1)
234 47 縄文土器 深鉢 崎ケ鼻式 SK13 外面 1同部に1条の沈線。ナデ。内面 日縁部に粘土帯を

貼付けて肥厚させ、縄文や沈線 方」突を施す。ナデ。

にぶい賣橙色(10Yk6/4, 貢褐色ゼ5Y5/3)

4~ 縄文上器 深鉢 布勢式 皇
ト
外薗 胴部に縦万同に列状の界J突。縦に2本の沈線を施し、
その間に縄文。横方向に条痕。内面 ケズリのちナデ。コゲ
薄く付着。27に類似。

にぶい責橙色(1∝R7μ ) にぶい黄橙色(10hR6/4)

47 縄文土器 沫鉢 皇
ト
EH縁端部薗収。内外商 ケスリ。 にぶい責橙色(10YR7た ) にぶい責縛&(ЮⅥ路/4)

237 47 縄文上器 深鉢 B7 旧河道3 里
い
外面 粗いナデ。内面 ナデ、コゲ付着。日径 17 0cm

238 47 縄文土器 深鉢 後期～晩期 里
一 茂貢種色(10YR8/4) にぶい貢橙色(1儀R7/3)

239 47 縄文上番 沫鉢 後期～晩

期

皇
ヽ
日縁端部丸い。外向 日縁部に粘土粒の姑付。ケスリ。内
面 ナデ。

にぶい貢橙色(10YR7/4) にぶい黄橙色(101P6/4)

37 47 縄文土器 深鉢 後期～晩期 137 旧河道3 里
¨
日稼茄部 団取。困外 国 ケスリ にぶい貢笹色(10Y町/4) 浅貢橙色(lllYR8/4)

4 縄文土喬 株 鉢 望
い
底部 凹底。内外薗 ナデ。 責橙色(101R8/6) 明責褐色(25Y6/6)

47 縄文土器 浅鉢

期

期

一晩

後 137 」37 旧河道3 望
ヽ
外面 ミガキ、底面はケスリ。内面 胴部にミガキ、底音Wまナ鳥
器高14 4cm、 230枷、底径7 4cm

責褐色(2,r5/4) 真綺色 (25Y5/4)

4 穐文土希 茂鉢 後期
～晩期

望
い
外向 TH密条反、底由はケスリ。内向 細密条摂。器高102
cl、 日径37 6cm、 底径 10 2cm

浅貢色¢評7/4) にぶい責色(2 δr6/4)

縄文土器 深鉢 崎ケ鼻式 里
【
日縁部に渦巻き状に突帯を貼り付け、刻目を入れる。日縁端

部には縄文が施される。内外面 ナデ。
明貢褐色(10YR7/6) 明貢褐色(lllYR7/6)

縄文土器 深鉢 M39 里
一
日縁部外側の肥厚した部分に縄文を施す。内外面 ナデ. 浅黄橙色住ば R8/4) 明芸欄色(10YR7/6)

縄文土器 深鉢 崎ケ鼻式 lN/139 里
¨
日縁部外側の肥厚した部分に縄文を施す。内外面 ナデ。
外面にスス付着。

浅貢構色(10Y略/4) 明貢褐色(lllYR7/6)

縄文土器 深」
‐
h K38 皇

¨
日縁部外面を沈線や縄文で施文ハ内外面 ナデ。 にぶい責椅色(IⅣR6/4)

縄文土器 深鉢 崎ケ鼻式 里
〔
日縁部先端に突符を貼り付け施文。日縁には突起がつくもので

突起の外面中央は丸くくはもものと考えられる。内外面 ナデ。
にぶい鶴色(7 5YR5/41 黒褐色(10YR3/1)

縄文土器 浅鉢 布勢～崎
ヶ鼻式

鯉 4 皇
¨
外面 体部の屈出部分にヘラ状工具による刻目。内外面
ナデ。

明黄褐色(10YR7/6) にぶい黄種色(10YR7/4,

縄文土誘 深鉢 却更式 里
い
外 回 日縁罰∫に沈線による施文。ナデ。内向 ナデ。 にぶい貢橙色(10YR7/4) にぶい橙色(75YR7胞 )

縄文土器 深鉢 沖文式 皇
¨

画

面

外

内

日縁部に連続剰突伴う沈線で区画された内側に縄文。
ミガキ。

にぶい責橙色(10YR7/4) 明東鴇色(10YR7/6,

縄文土喬 殊 鉢 碑更式
「
43 里

【
日縁端部に刑突。外薗 日縁部に6条以上の沈線。内向
ナデ。

橙色(7 FDYR7/6) 橙色(7前R7/61

縄文土器 深鉢 沖文式 G42 呈
一
外面 沈線で区画された内狽

“

こ縄文。内外面 ミガキ。 にぶい貢 42‐色(10YR7/4)

縄文土誘 在 日土希 /1H更 式 皇
¨
外回 胴乱∫上より、3条以上の況線、縄文、沈線。内向 ナデ
のちミガキ。

にぶい貢色(25Y6/4) 暗灰責色(2515/21

縄文土器 深鉢 権現山 (
古 )

138 里
ヽ
外面 日縁部に3本の沈線の間に結節縄文、一部スス付着。
内面 ミガキ。

暗褐色(10Y路/3) 橙色(5YR6/6)

縄文土器 深鉢 権現山(古 ) G41 皇
小
外面 ミガキ。内面 日縁部に結節縄文。 明黄褐色(1餌R7/6)

49 縄文土器 深鉢 後期 ? 里
〔
外面 日縁音脚こ縦方向の多条の沈線。ナデ。内面 ナデ。 にぶい貢種色(lllYV/4)

縄文土喬 珠鉢 後別 [36 上 黒 外劇 粥同罰
`に

縄文。内向 ナデ。 橙色(「DVR6/6) 黒褐色(lCYR3/1)

縄文土器 深鉢 権現山(新 ) 望
小
外面 胴部に沈線間に擬似縄文。ミガキ。内面 条痕。 浅黄色はOYR8/4) にぶい音潜色(10VR7/4)

263 縄文土器 注目土器 権現山

(新 )

里
【
外面 沈線、貝殻腹縁による刺突文、連続刺突伴う沈線によ
り施文。ミガキ。内面 ナデ。

にぶい貢色ゼ5Y6/3) にぶい貢色(25Y6/3)

264 縄文土器 深外 権現山

(新 )

F41 里
〔
外面 2粂の沈線を入れ、その間に羽状の刺突文。ナデ。内
面 ナデ。

淡貢色は5Y8/4) 淡黄色(25Y8/4)

縄文上番 株鉢 宮滝式 里
【
外回 ミガキ。内向 日縁部に沈線文を人れその上ヘヘラ
状工具で刺突文。ミガキ。日径38 6cm 267と 同一個体.

にぶい貢橙色(1側R7/41

縄文土器 深鉢 宮滝式併

行

H38 里
ヽ
外面 胴部に4条の凹線文、浮文上に扇状圧痕(巻き貝状圧痕)
か。ミガキ。内面 ミガキ。265,267と 同一個体の可能性有り。

にがい貢種色(10YR7/4) にぶい貢色12 FDY6/3)

縄文土器 深鉢 宮滝式併

行

E39 望
〔
外面 胴部に4粂の凹線文。ミガキ。内面 ミガキ。265と 同
一個体。

にぶい貢橙色(1∝R6/41 にぶい東橙色(10YR6/4,

268 「D0 縄文土希 殊鉢 陵刑～晩別 里
¨
困外国 ケスリ。川可上部外向にスス4寸看。日径30 2cm にぶい貢色(2r・Y6/4) にぶい貢色(25Y6/81

縄文土器 深鉢 後期～晩期 皇
”
日縁端部笑り気味。外面 ケスリハ内面 ナデ。日径34 0cm にぶい責色(25Y6/3) 淡黄色95W/4)

2‐0 縄文土器 深鉢 後期～晩期 里
ト
日縁端部面取。外面 ケズリ。内面 ナデ。日径37 6cm 橙色(7 5YR6/6)

縄 X土希 宋 鉢 陵期～晩刑 用 7 望
一
日縁瑞罰

`丸

い。円外向 ナデ。 にぶい橙色(7 5YR7r4)
272 49 縄文土器 深鉢 後期

～晩期

皇
【
日縁端部小さく面取。外面 ケスリ。胴部下半外面にスス付着。
内面 胴言F上半にケズリ、下半にすデ。

にぶい黄橙色(10YR7/4)

暗灰黄色12ぼF4/2)

黒褐色9 ar3/1)

273 50 縄文土希 殊鉢 塊 別 G42 里
【
外回 据同ヨ∫上キにケスリ、卜半に粗いナデ。内向 ヘラ状工
具によるナデ。コゲ付着。

淡賓色(25Y7/4) 淡貢色¢5Y7/3)

49 縄文土器 深鉢 後期
～晩期

H38 里
〔
日縁端部面取。外面 ケズリ、胴部中位以下にスス付着。広
面 1同上部条痕、以下ナデ。日径25 8cm

にぶい貢奄色(10YR7/4, 黒色(10Y貶/1)

縄文土器 深鉢 後期～晩期 鯉 4 皇
【
日縁端部丸い。内外面 ナデ。日径100卿 浅責袴色(1びrRy3) 浅黄橙色QllYR8/3)

-260-



4 縄文土器 深鉢

～晩期

P42 里
ト
外面 ナデ。内面 ユビナデ。接合痕よく残る。器高7 4cm、
日径7 5cm、 底径、5 6cm

にぶい責橙色(lllYR6/4) 貢橙色95Y留 /81

縄文上器 深鎌 後期～晩舜 皇
〔
内外薗 ナデ。外向スス付着 c にぶい橙色(7税颯7/3) にぶい橙色(7税駅7/4

4 278 縄文土器 深鉢 後期

～晩期

里
ヽ
日縁端部尖る。外面 ケスリのちミガキ、スス付着。内面ナデ。
補修孔有り。

明黄褐色(1鶴R7/0 明黄褐色QttR7/61

279 縄文土器 深鉢 晩 期 皇
い
日縁端部丸い。内外向 ナデ。外薗 ナデ。肉血 条反。
日径24o卿

黒褐色(lllYR3/1) 黒色(10YR2/1)

″bt 縄文土器 深鉢 塊 別 里
〔
仮株日稼のもので、灰惧部4寸 xTには柏土泄を縦長に賄り1寸け

て施文する。内外面 ナデ。
にぶい東橙色 (10YR6/4, にぶい東桐色 (10XR5/3,

縄文土器 深鉢 魂期前葉 [37 里
ト
外面 日縁部にすデ、頸部に強いナデ、スス付着。内面 ナデ、
胴部にコゲ薄く付着。日径15 8cm

橙色(7封R7/6) 明貢褐色(10Y留/6)

縄文土器 深鉢 晩剰前菜 酪 2 里
一
外回 日縁乱鋭こナデ、数罰Чこ張いナデ、胴ヨ

“

こケスリのちナデ、

スス付着著しい。内面 ナデ。日径19 2cm
貢褐色ゼ5Y5/3) にぶい貢橙色(10YR6/3,

縄文土恭 珠 鉢 明 期 L39 黒 1 日縁端都面取.内外面 ナデ。外面にスス付着.口径21 7cm 明責褐色(1∝R7/6) にぶい褐色(7 5YR5/4)

41 284 縄文土器 深鉢 晩期 里
〔
日稼瑞剖

`回

収。外国 日縁司
`に

ナデ、胴罰
`に

条摂。困国

ナデ。

にぶい貢種色(10YR6/4) 掲灰色(10YM/1)

4 縄文土器 殊 第 晩期 里
ヽ
内外面 ナデ。夕I面にスス薄く付着。日径188伽 暗灰責色(25Y4/か 黒褐色(25Y3/2)

41 縄文土器 深鉢 晩期中棄 E44 皇
「
日縁瑞司∫に多」日。外 国 粂浜。肉 H ナデ。 明貢掏色(10Y対/67

縄文土器 深鉢 晩期中葉 137 138 望
¨
日縁端部に工具による刻日。外lH 粗いナデ。内向 ナデ。 橙色(2 5YR6/6) にぶい貢橙色(lllYR7/3)

4 縄X土誘 株 郵 晩期中葉 里
ヽ
ヨ縁端部に指先で刻目。外面 ケズリ。内面 ナデぅ 浅責色95Y7/3) にぶい橙色(7税R7/4)

41 289 縄文土器 深鉢 晩期中棄 皇
【
]縁瑞訃に亥J日 。困外 国 ナデ。 灰白色(10YR8/妙 寂東種色(10X鰐/〕

41 299 縄文土器 深鉢 晩期中棄 Ю8 里
い
ヨ縁端部に刻日。内外向 ナデ。 にぶい貢橙色(10YR6/3, にぶい貢種色(10YV/4)

4 縄文土器 深鉢 晩期中棄 F42 里
ト
ヨ縁端部に刻目ぅ内外面 ナデ。 にぶい責橙色(10YR7r4) にぶい責橙色(10i R7/4)

41 292 縄文土器 深鉢 塊期甲某 囲 I首炊 外国 日稼部にケスリ、以 トナデ。困回 回縁司∫に指死によ
る刺突。ナデ。

にぶい黄橙色(1開く7/4) にぶい黄橙色tttR伊 4)

縄文土器 深鉢 晩期中葉 C40 里
一
外面 条痕のちナ鳥 内面 口縁部に竹管状工具に筋 界]突。
すデ。

にぶい橙色(7 5YR7/4) 明責褐色(10YR6/6)

41 2И 縄文土器 探鉢 晩期中棄 翻 8 望
い
外向 ナデ。内薗 日縁罰引こ径 lcnの 工呉による界J突。日縁
部にすデ、以下条痕。

にぶい褐色7 5YR5/4) にぶい貢種色(10YR6/4,

41 縄 文土器 珠鉢 晩剛甲某 L40 里
い
外面 ケズリ。内面 日縁部に刺突。ナデ。 にぶい黄色つⅣ6/0 橙色9 5YR6/0

41 縄文土器 深鉢 晩期中粟 L39

土

琳向 ナデ。円回 日縁部に三日月形の界」突。ナデ。 にぶい橙色(5YR6/4) 橙色(5YR6/6,

41 縄 文土器 殊 鉢 晩別 甲栄 外面 ナデ。内面 日縁部に刺突。ナデ。 にぶい黄褐色(10Y時/3) にぶい責翻 ユCYR6/3)

41 縄文土器 深鉢 晩期中菜 望
い
琳H ナデ。困劇 日縁部に界]突。ナデ。

41 縄支土器 深鉢 晩期中葵 139 呈
い
外面 ナデ。内面 日縁音[に刺突。ナデ。 橙色(7 5YR7/0 橙色(7「DYR7/6)

41 縄文土希 殊 勢 突市 Xl殿 D塑 軍
¨
日縁端部にD字の刻目。外面 日縁部にD字の刻目をもつ突
帯、断面形は九い。日縁部にナデ、以下ケズリ。内面 条痕。

浅責橙色(10Ⅵ毬/4) 橙色(開R7/61

41 縄文土器 深鉢 突百文 1難 皇
い
日縁端部にV~F状の亥」目。外由 日縁部にV字状の亥」目をも
つ突帯、断面形は丸い。ナデ。スス付着。内面 ナデ。

にぶい貢橙色(lllYR7/3) にぶい貢橙色(lllYR6/4)

41 302 縄文土恭 深鉢 突帝文 1難 望
い
日縁瑞罰

`に

V写状の刻日。外固 日縁罰
`に

V写状の多」日をも

つ突帯、断面形は丸い。ナデ。内面 ナデ。
にバい貢橙色(10YR7/3, にがい貢範色(10Y即 /3,

41 303 縄 X土蕎 珠 野 突iXl殿 C44 里
い
日縁端部にV字 1夫の刻目。外面 日縁部に先端が三又に分
かれた工具による刻目をもつ突帯、断面形は丸い。ナデ。内面

ナデ。

にぶい黄橙色(lllYR7/4) 浅貢橙色(101R8/4)

304 縄天土蕎 殊 勢 突市 X2殿 P44 里
一
外面 日縁部にV字状の刻目をもつ突帯、断面形は三角形。
条痕。内面 ナデ。日径30 8cH

橙色(7斑R7/6) 橙色(7.5YR・/6)

縄文土器 深鉢 /ti言
文2難 D43 望

【
外面 日縁部に半載竹管様のI具による亥」目をもつ突帝、断
面形は丸い。ケズリ。内面 ナデ。

にぶい橙色(7 5YR7/4) 明赤褐色(5YR5/6)

縄文土器 深鉢 突帝文2我 D43 里
¨
外回 回縁日

`に

V7状の該J日をもつ突怜、町回杉は三角形。
ナデ。スス付着。内面 ナデ。

橙色7 5YR6/o 萄色(7 5YR6/6,

緯 文土器 株 雰 条市 文 Z射 ハ削 畢 ] 外面 日縁部にV字状の刻目をもつ突帯、断面形は九い。条
痕。内面 ナデ。

にぶい褐色(7「DYR6/3) 橙色(5YR6/61

縄文土器 深鉢 突帝文2射 F43 望
い
外画 日縁音卜にヘラ状工具で上根Jと下側に2段の刻目をもつ
突帯、断面形は丸い。ナデ。内面 条痕。

にぶい貰栓色(lllYR7/3) にぶい貢橙色(lllYR6/4)

縄文土器 深鉢 駕帝文2射 E43 里
¨
外薗 日縁司

'に

先瑞が三災～二災に分かれた上具によるヌ1

目をもつ突帯、断面形は丸い。ナデ。内面 ナデ。
にぶい貢橙色(10Y即/4, にぶい東直色 (10YRi/4

縄天土器 殊鉢 矢市 XZ射 (И4 黒 ] 外面 日縁部にV宇状の刻目をもつ突行、断面形は大きな丸。
ナデ。内面 ナデ。

にぶい貢橙色(10Ⅵも/4) にぶい黄色¢5Y6/4)

縄文土器 深鉢 死帝文2射 D44 望
¨
外面 日縁部にD字の刻目をもつ突稀、断山形は九い。ナデ。
内面 ていねいなナデ。

明赤褐色(「DYR5/6) 種色(5YR6/8)

1 縄文土器 深鉢 無刻目突
帝文

E40 里
¨

ナデ。
明赤個色Y5YR5/8, 明赤褐色¢γR5/0

縄 X土器 殊 鉢 無刻目突

帯文

D44 里
ト
外面 日縁部に無亥」目突希、断面形は三角形。粗いナデ。
部分的にスス付着。内面 ナデ。

にぶい黄橙色に伴R7た , にぶい貢橙色(1011R6/4)

縄文土器 豆 無刻目突

帯文

B44 望
【
外血 日縁3鮒こ無刻目突帝、断向形は丸い。ナデ。内向 ナ
デ。日径15 6ca

明貢褐色(10YR7/6) 明貢褐色(10YR6/6)

縄文土器 深鉢 柴帝文 3身 B卑 里
い
外回 回縁罰

`に

V写 1人の該J日をもつ突市、Ll回 形は育形。国

縁部にすデk胴部にケズリ。内面 胴上部にケズリ、以下条痕。
にぶい女直色 (10YR7/2) 黄灰色9 δr4/1)

縄 X土番 珠 鉢 案竹 X3期 E44 里
【

画

面

外

内

日縁部にD字の亥」目をもつ突言、断面形は丸い。ナデ。

ナデ。

にぶい貢橙色(10YR7/3) にぶい貢橙色(1餌R7μ )

51 縄文土器 深鉢 無刻日突

帯文

D44 里
小
外白 日縁部に無亥1日 突帝、断由形は下がりの三角影。日
縁部にナデ、1同部に条●R。 内面 ケズリ。

にぶい質色(25Y6/3) 暗灰貢色じX5/2)

51 縄文土器 深鉢 無刻目突

帯文

H40 里
〔
外国 回縁]∫に器刻日突市、町回形は三角形。ナデ。困劇
ナデ。

にぶい貢種色(10Y鸞/41 にぶい東橙色 (10YR7/3,

緯文土器 珠 鉢 央侑 X3期 E44 里
〔
外面 胴部にV字状の刻目をもつ二条突帯、大変低い。ナデ。

ケズリ。内面

黒褐色95Y3/1) オリーブ黒色(5Y3/1)

320 51 縄文上器 深鉢 芙帝文3期 D44 皇
一
外面 】同部にV写状の亥1日をもつ二条突稀、断向形は三角影。
ケズ1,。 内面 ナデ。

買褐色¢FDY5/3) 質褐色(25Y5/3)

51 縄文土器 深鉢 究帝文3期 D44 望
“
外固 胴乱

`に

V刷大の多」日をもつ三条突市、Ll回形は三角形。
ナデ。内面 ケズリのちナデ。

橙色(7 5YR6/81 明黄褐色(10Ⅵ鼈/0

縄 X土器 殊鉢 栗市 X3期 鯉 3 星
一
外面 胴部にD字状の刻目をもつ二条突帝、断面形は九い。
ナデ。内面 ナデ。

にぶい橙色(7闘R7/4) 橙色(7評R7/0

51 縄支土器 深鎌 無刻目突

帯文

L38 皇
小
外白 日縁部に指先での刻日をもつ突帝、断向形は丸い。サ
デ.内面 ナデ.

にぶい貢褐色(10YR5/3) にがい貢橙色(10YR6/9

3劉 51 縄文土器 深鉢 無刻目突

持文

D43 里
【

画

面

外

内

日IVk司

“

こV写りの亥J日をもつ突市、Ll回形は九い。ナデ。
ナデ。

こぶい東縛色(10YRう /3, 明黄褐色ιttk伊 61

51 縄文土器 殊 鉢 突刻
文
無
帯

不明 黒 1 外面 日縁部にD宇状の刻目をもつ突帝、断面形は丸い。ケ
ズリ。内面 ナデ。

にぶい責橙色(lllYR7/0 暗灰貢色(2 Fov5/2)
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構文土番 殊 鉢 飛行 X3剛 皇
ト

回

面

外

内

日lx‐罰

“

こV写林の刻日をもつ突帝、断血形は丸い。ナデ。

ナデ。

明貢褐色(lllYR6/6) 明賣褐色(10YR6/0

縄支土器 深鉢 笑硝文3期 E42 里
ト
外面 日縁部にD字状の刻目をもつ突帯、断面形は台形。ナ
デ。スス付着。内面 条痕。

辰貢奄色 l‐ 5Y鰐 /41 にぶい橙色(7 5YR7/4)

縄文土器 深鉢 央〒文3期 D44 皇
一
外血 日縁部にD字状の亥」目をもつ突帝、断面形は三角形。
ナデ。内面 ナデ。.

にぶい貢褐色(10YR4/3) 明黄褐色(10Ⅵ調/6)

51 縄文土器 深鉢 無刻 目突

帯文

里
¨

回

面

外

内

日縁部に熙刻日突帯、断回形は下がりの三角形。ナデ。

粗いナデ。

浅貢橙色(10YR8/4) にぶい貢橙色(10YR6/3)

縄文土器 深鉢 無刻 目突

帝文

幽 星
一
外面 日縁部に無刻目突帝、断面形は下がりの三角形。条痕。
ケズリ。内面

明東桐色(10/1t7/6, 緑黒色
『
5GG2/1)

縄文土鋳 珠鉢 晩期 皇
¨

丸底。内外向 ナデ。 にぶい責橙色(10YR7/0 にぶい責T9R色(1びrR7/4)

縄文土器 深鉢 後期～靡報 C38 望
¨
寅部 凹底。外面 調率不明.内面 ナデハ底径9 0cm 浅黄橙色(lllYR8/41 イえ貢種色(10Y超/9

縄文土器 深鉢 後対～晩期 D44 里
¨
底部 丸みをもった平底。内外面 ナデ。底径5 8cn 黒褐色(25Y3/1)

縄文土希 珠鉢

期

期

晩

後

一

F4] 皇
¨

円底。外嵐 ナデ、底向にケスリ。内菌 ナデ、コゲ付 にぶい橙色7 5YR6μ ) 灰貢褐色(10M鼈 /2)

縄文土器 浅鉢 滋賀里 I
式

138 呈
〔
外面 日縁部に先の尖った工具による5条の沈線文。ナデの
ちミガキ。内面 ナデのちミガキ。

笹色(7 5YR6/6) にぶい褐色(7 5YR5/4)

縄文土器 浅鉢 滋習里Ⅱ丈 E40 140 皇
¨
外面 日縁部に2条の沈線文ぅナデ。内面 ナデ. 橙色(FDITR6/0

縄文土器 浅鉢 滋賀里 Ⅱ

式

L38 里
〔
外面 日縁部に3条の沈線文。ナデのちミガキ。内面 ナデ
のちミガキ。

明褐色(7 5YR5/6) 明褐色(7 5YR5/6)

縄文土器 浅鉢 滋習里Ⅱ式 望
¨
米面 日縁部に4条以上の沈線文。内面 ミガキ。 明黄褐色(10YR7/6)

縄文土器 浅鉢 滋賀里 Ⅱ

式

里
ト
日縁端部に沈線文。外面 日縁部に2条の沈線文。丁字な
ガキ。内面 丁寧なミガキ。

線黒色(10じ Y2/1, 緑黒色(10GY〃 1)

縄文土器 茂鉢 滋賀里 Ⅱ

式

138 皇
¨
外面 日縁部上より、2条の沈線文、刺突文、2条の沈線文。
ガキ。内面 ナデのちミガキ。部分的にコゲ付着。

灰黄褐色(1餌R5/2) 灰黄褐色(10YR4/D

縄 X土器 辰 鉢 滋賀里 Ⅱ

式

138 皇
一
外国 日稼罰

`に

3条 以上の泥線を施し、沈線間に1つおきに

刻目を施す。

黒褐色(10YR3/1) 明赤褐色(5YR5/6)

縄文土器 浅鉢 滋賀里Ⅱ

式

137 里
【
外面 胴部に4条以上の沈線文。線間に刻目が入る部分有り。
赤色顔料塗彩。ミガキ。内面 ミガキ。

黒褐色(7 5YR3/1, 橙色(7 5YR6/6)

縄文土器 浅鉢 滋賀里 Ⅱ

式

望
〔
外白 胴部に先端の狭い工具による横方向に伸いる沈線文。
ミガキ。内面 ミガキ。

にぶい赤褐色(ぼrR74) 黒色は2/)

344 縄文土器 嶺 然 滋賀里Ⅱ式 里
ト
朴H IIl罰

`に

三角形の界」突文。ナデ。内向 ナデ。 明責褐色(lllYR6/6) 責橙色(7n唄7/8)

縄文土器 茂鉢 滋賀里 I
式

F40 皇
〔
外向 胴部上より、丸い界J突文、山形沈緑文、1条の沈線文。
ミガキ。内面 ミガキ.

にぶい貢褐色(10Y.R4/3) 黒色(lσ rR2/1)

縄文土器 豪 鉢 明 期 塁
ヽ
板状日縁か。日稼瑞罰

`回

収。外回 日縁部にナデ、胴部に
ケズリ。日縁部にスス厚く付着、胴上苦卜にスス付着。内面 ミ
ガキ?

貢橙色(10YR8/6) 明責褐色(10Y障/61

縄文土器 浅鉢 明 期 里
一
ナデ。日径17 0cII

にぶい貢橙色(1儀R7/4) 明貢褐色(1帆R7/0

縄文土器 浅鉢 Dト レンチ 内外面 ナデ。日径6 0cm 橙色75Yふ7/6)
縄文土器 浅鉢 後期～晩期 L18 里

一
外向 タスリのちナデ、部分的にミガキ。円回ケスリのちミガキ。 にぶい貢橙色(1鋭R6/4) にぶい責褐色(1びrR5/3)

縄文土器 夜鉢 後期～晩期 D43 望
ヽ
日縁端部血収。内外向 丁寧なミガキ。日径22 8cm 灰責褐色(lllYR4/2) 掲色●5YR4μ )

縄文土器 浅鉢 篠期ヽ賄期 F39 里
ヽ
日縁端部面取。内外面 ミガキ。日径27 8cm 奄色

『
5YR6/6,

縄文土器 浅鉢 後期～晩期 里
一 橙色(7 5YR7/6) 橙色(7 5YR7/0

縄文土器 茂鉢 暁期 望
”
内外向 ミガキ。 にぶい責褐色(lllYR6/3) 青黒色(5BG2/1)

3潔 縄文土器 浅鉢 晩期 里
ヽ
日縁端部肥厚、1条の沈線文。内外面 ミガキ。 礎色年 5Ylk6/61 明赤褐色ゼ5YR5/6)

縄文土器 浅鉢 晩期 F41 里
一
日縁茄司∫小さく打巴厚。円外 国 ナ刃のちミガキ。日tX14 7em にぶい貢褐色(lllYR5/3) 黒色(10Ⅵ鬱/1

縄文上器 夜鉢 晩期 図 2 望
ヽ

灰責色鬱留 7/2) にぶい黄栓色(1鋭R7/31

縄文土器 浅鉢 晩期 M37 L37 里
ト
日縁端部肥厚。内外面 ミガキ. 暗青灰色6どG3/1)

縄文土器 浅鉢 晩期 里
一 灰黄褐色(lllYR4/2) にぶい貢橙色(10YR6/3)

V 縄文土器 茂鉢 E7t期 里
ト
日縁端司

`短

く立ち上力落。内外血 ミガキ。外面にスス付着あ
るヤЧよ炭素を吸着させて黒色に処理したものか。日径34 2cm

にぶい貢褐色(10YR5/3) にぶい黄橙色10YR6/31

縄文土器 浅鉢 晩期 星
一 明貢褐色(10YR6/6) にぶい貢橙色(lσrR6/9

骸 縄文土誇 茂鉢 F24期 Al138 皇
【
日縁端日

“

こ沈線。内外向 ミガキ。 にぶいま橙色(10YR6/4) 灰色(514/1)
縄文土器 浅鉢 晩期 D44 黒 1 日縁端部外に肥厚、1条の沈線。外面 ミガキ。内面 日縁

部に1条の沈線。条痕。

黄褐色95Y5/3) 貢褐色ツ5Y5/3,

縄文土器 辰鉢 晩剰 C44 望
ヽ
外臼 ナデのちミガキ。内向 日縁部にミガキ、胴部にすデ。
日径212伽

にぶい貢橙色(lαR6/3) にぶい黄橙色QばR7た )

43 364 縄文土器 浅鉢 晩期 里
一
外面 ナデ。内面 日縁部に1条の沈線。ナデのち部分的に
ミガキ。

にぶい貢橙色(lllYR7/4) 明貢褐色(lllYR7/6)

43 縄文土器 茂鉢 晩 期 Dト レンテ 内外面 ミガキぅ胴部外面にスス付着.日径 14 8cal 灰黄褐色OllYR5/2) 灰貢褐色(10YR5/ツ )

縄文土器 浅鉢 晩期 D44 里
一

71・回 日稼罰∫に1条の■線。ミガキ。円回 ミ〃キ。 暗 /k貢色125Y5/2) 賣灰色(2514/1)

V 縄文土器 茂鉢 晩 期 皇
【
外薗 日縁部に1条の沈線。ミガキ。内山 クスリのちミガキ。 にぶい責橙色(10YR7鬼 ) 浅貢橙色(1餌R3/31

368 V 縄文土器 浅鉢 晩 期 J38“39 貢

里
一

波状日縁。外面 日縁部に1条の沈線。ミガキ。内面 日縁
部に2条の沈線。ミガキ。

にぶい東褥色(10YR5/3, にがい貢褐色(10YR5/3)

V 縄文土器 茂鉢 晩別 C44 皇
い
波状日縁。外血 ミガキ。肉商 日縁部に2条の沈線。ミガキ。 にぶい責橙色(10YR6/9 にぶい黄橙色(10Y留/0

3‐0 52 縄文土器 浅鉢 晩期 D39 里
ヽ
底部は平底。内外面 丁寧なミガキハ底径5 8cm 橙色●5YR6/6) 黒色 (10Yふツ/1)

43 rD2
縄文土器 浅鉢 晩期 E43 里

い
底部は凹底。外面 ケズリのちナデ。内面 ミガキ、コゲ付着。
底径8 6cm

にぶい貢種色(10YR6/4) にぶい賣橙色(lllYR6/4)

372 57 縄文土器 浅鉢 晩 期 C44 里
ト
底部は上げ底。外面 ケスリのちミガキ。内面 ミガキ、コゲ
付着。底御 8cm

橙色(7 5YR6/6) 黒色ツ5Y2/1,

V 縄文土器 H7t別 P38 皇
【
在日土器の注目。外血 ナデ。内廊 ケスリ。 にぶい橙色檸rDYR6/4) にぶい責橙色(1ばR7/3)

374 53 弥生土器 霙 Ⅱ模式 胴部上から櫛積直線文、先端が円形のこ又に分かれた工具

による刺突。日径17■m

黒褐色 (7税R3/21 橙色

●伊r郎/o
橙色 (75Y陥/8)

44 開 弥生土器 鍵 Ⅱ様式 日径 17 6cm 明褐色(7ぼFR5/6) 明褐色年5Yお/分
376 53 弥生土器 甕 Ⅲ模式 S101 M37 日径20 0cm 橙色17「rR70
3宥 孫生土器 霊 Ⅱ様式 S101 M37 日径H3cm 責綺色(10YR5/6) 貢褐色(lllYR5/6)

3~b 開 弥生土器 発 Ⅱ～Ⅲ様式 口縁罰
`か

ら粥同罰
`外
向にススイ↓着。日径 19 8eln にぶい貢橙色(КⅣ郎 /4) 明褐色(7♂FR5/6)

379 弥生土器 甕 S101  1ヽ37 日縁部から胴部外面にスス付着ぅ日径 17 6cm 黄褐色(10Ⅵも/6) にぶい貢種色(10YR7/4

380 53 弥生土器 奏 Ⅲ様式 S101 V437 淡貢色ゼ5Y8/3, 浅貢色 (25Y7/3)

弥生土器 箆 Ⅱ様式 日縁瑞罰∫に刻日。日径11 8cm 明褐色(7 5YR5/6) 橙色95Y肥/0
関 弥生土器 一箆 Ⅱ様式 S101 h13703猾 3ヾ7 日縁端部に三角形の刺突文。部分的に斜格子文。日径16 8cm 明褐色(7 5YR5/0 明掏色(7 5YR5/6,
弥生土器 一笙 I様式 S101 h/437 不規則にはじ1するような割れ。焼成時破損土器か。底径107m 明褐色(7 5YR5/D 明褐色(7「7YR5/6)

44 384 弥生土器 斐 中期 氏律 3帥 明褐色(7 5YR5/6) 暗灰黄色¢留5/2)
弥生土器 霙 中期 S101 M37 底部内面にコゲ付着。底径6 6cm にぶい黄褐色(10YR5/4)

弥生土器 十笙 Ⅱ～皿様式 底径10 0cm にぶい貢種色(10Y恥/4) にぶい貢褐色(lllYR4/3)

弥生土器 発 Ⅱ ユ様式 日縁端部に斜裕十文。日径17 5en 明責褐色(10h R7/0 明黄褐色(10YR7/61

殊生上器 霊 Ⅱ様式 S103 」39 日経230卿 責橙色QOYR8/6)橙 色

(5YR6/6)

明貢褐色(10YR7/0
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47 389 割 弥生土器 篭 Ⅱ様式 SЮ 3」 38J40 胴罰
`に

1早 ll14～5粂の榊栖EttXを4収に施す。三角l1//のネ」

突文。日径22 7cm

橙色0税駅7/6) 東橙色(10YR8/6,

47 399 54 弥生土器 贅 Ⅱ様式 SЮ3」38J39 日縁端部に斜格子文。胴部に三角形の刺突文。胴部外面に

スス付着。

橙色7尉R6/0 橙色(7闘R6/61

47 醜 弥生土器 甕 Ⅲ-1様テ S103耳 39 にぶい貢色∇5Y6/3, 茂貢色 (25Y7/41

47 酔 弥生土器 一更 Ⅱ様式 S103」 39 胴部上より、4条の櫛橘直線文。1単位3～ 4条の欄描波状文を上

下に2段に施す。2段の三角形の刺突文。2条の櫛描波状文。

浅貢橙色(lllYR8μ , 浅貢橙色(10YR8/3)

51 弥生土器 一霊 中期 S103139 畷径5,4m にぶい貢褐色(10YR5/8, 暗灰貢色95Y4/21

54 弥生土器 賢 Ⅱ漁式 S103T38 浅貢色(2 rDY7/4) 浅貢色12「DYi/4)

54 弥生主器 鍵 よ様式 S103J39 底部内面にコゲ付着。底径8 5cm にぶい責褐色(10Y恥/3) にぶい責捨色(101a6麗 )

M 弥生土器 箋 中期 畷径9,2cm 茂貢橙色(10YR8/41 茂貢色ゼ5Y7/3)

M 弥生土器 一唖 Ⅳ様式 SIl13 138 139 底部に2条の回線文。底径7 9cm にぶい責橙色(1鋭駅7/4) にぶい責橙色(lllYR7/4)

311b 酔 弥生上器 発 干期 SЮ3 J39 医径5 1cm 明責褐色(1鋭駅7/6) にぶい責色(25Y6/3)

402 醜 弥生土器 高不 I様式 S104H39 黒色(5Y2/1)

403 54 弥生土器 高示 Ⅱ様式 SI髄 にぶい貢橙色(lllYR6/4) にぶい貢橙色(lllYR6/4)

404 馳 弥生土蕎 高 琳 〒期 S104 外面 ヘラミガキ。内面 しはり目、ナデ. 暗灰責色(25Y4/2) にぶい責色(25Y6/4)

405 Й 弥生土器 一霊 圧様式 S113■38 日縁司
`上

向に2夕 1の三角形の刑突文。日縁瑞部に1夕Jの二

角形の刺突文。顕部に半裁竹管による4条の沈線文。三角形

の刺突文。胴部上より半裁竹管による8条の沈線文。三角形

の刺突文。半裁竹管による沈線文。日径16 5cm

にぶい貢種色(10YR6/3, にぶい寅棧色(10YW/り

5A 弥生土器 墾 中期 S113 底部内向にコ分付看。底径66m 明貢褐色(10YR7/6) 明貢褐色(lllYR6/6)

409 弥生 主 喬 弩 占墳前卸初頭 S105 肩部に吊J毛状工具による波状文。日径 17 8cn 淡責橙色(10YR8 r4) 責橙色檸評 R8/8)

弥生土器 発 古墳前期

初頭

S105E41 肩罰
`に

刷毛抹上呉による日線 X。 日径 18 6cnl 明褐色7 5YR5/61 黒褐宅

仔5Ⅵ昭/2)

橙色9 5YR6/6)

4 随 弥生土器 贅 古墳前期初頭 SЮ5 Mよ 日径 16 9cm にぶい褐色(7ぼrR5/4) 橙色(7 Ⅳ R6/0

開 百式上ll器 斐 百墳雨RB初嵌 S105と剪ユ 黄栓色(7 5YR8/0 橙色(7税段7/6)
FD6 古式土師器 甕 占墳前期初頭 S105 日径 15 0cm 黒掏色(75Y肥 /1) 茂貢橙色(10Y硝/0

古式土師器 発 占墳前期初霞 S105 日径 15 0cI にパい貢褐色(10Ⅵも/3) 明責褐色(lσrR7/6)

51 百式土印器 一霊 期一副墳

頭

古

初

S105 胴部から底部内外面に部分的にコゲスス付着。器高36 8cm、

日径208帥、底径54cm

淡責色¢5t8/4) 灰自色(5Y8/2)

古式土師器 奏 占墳前期初頭 S105 肩部に員殻jfa縁による波状文。貝殻腹縁による平行沈線文。 灰貢褐色(10YR5/21 灰質褐色(lllYR5/2)

百式土F附器 弩 底部内面コゲ付着。 橙色(7 FDYR6/61 にぶい責褐色(ЮⅥも/3)

古式土師器 憂 占墳前翔期顕 S105 こがい貢奄色(10YR7/4) にがい貢褐色(10YR4/3)

古式土師器 低脚郭 古墳前期初頭 S105 日径234cm 橙色17.「DYR6/6) 橙色(7 5YR6/6)

弥生主器 重 阻様式 S105 日縁端部に1条の凹線文。日径18 3cl にぶい琶裕色(1鋭駅7旭 ) にぶい責橙色(10H R6れ )

弥生土器 発 阻様式 S105E4」 刻日貼付突帝。 淡貢色は5Y8/4) 反貢橙色(10YR8/4,

弥生土器 事or市 中期 S105 底径7 6ct にぶい貢橙色(lllYR6/4) 黒色(10Ⅵ翌/1)

V 弥生 土器 発 S106 日縁部に3条の凹線文。胴部に刷毛状工具による連続刺突文。

日径24 0cm(器高374m)
橙色6Y酪 /0 明赤褐色12硯R5/81

54 V 弥生土器 鉢 V-1～ 2石
式

SЮ6 肩部にヘラ状工具による波】大文。ヘラ状工具による刺突文。

器高6 5cm、 日径8 4cm、 底径4 7cD,胴部最大径8 9cm

橙色(5YR6/6) 明赤褐色ゼVR5/8)

凛 426 弥生土器 鉢 V-1～ 2様式 赤禍色(5YR4/o 亦褐色(5YR4/6,
54 嘘 7 57 弥生土器 甑形土器 V-2様式 日径■ 4枷、底径29,2cm 橙色(5YR7/8) 権臥5YRi/8)

54 428 弥生 土 器 一霊 1様式 S106G39 8～9条のヘラ描き直線文。ヘラ描き重弧文をその上下に施す。 にぶい責橙色(1硯駕7/4) 明責褐色(1帆く7/6)

432 弥生土器 重 巴様式 S107 日縁罰∫～JH部外回にスス4寸看。日径134伽 礎色(75YR6/61

酪 孫生土器 審 Ⅲ-2様式 S107F41 日縁端部に1粂の凹線文。刻目。日径114cm 明貢褐色(1∝R7/6) にぶい貢橙色(lllYRi/0
rD6

弥生 主 器 弩 田-2～ TV一 I森式 S107 刻目貼付突輔。 橙色(7斑R7/6) 橙色6Ⅶ篭/6)

開 弥生土器 重 Ⅲ-2様式 S107 日径20 1Cat 栓色9「DYRo/0

436 縄支土器 浅鉢 権現山は | S107P5 外面 日縁部に連続刺突伴う沈/7R。 ミガキ。内向 ミガキ。 にパい褐色(7 5YR5/3) 橙色(7 5YR6/61

縄 文 土器 辰鉢 β更式 S108 SKl 外面 日縁部1こ3本の沈線の間に縄支.ミガキ。内面 ミがキ。 にがい責褐色(10YR5/3) にぶい責褐色(10YR5/4)
438 V 縄文土器 深鉢 権現山信 l S108P5 橙色(7.「DYR7/6) 浅黄色95Y″ 4)

443 V 弥生土器 質 Ⅱ様式 S111 胴部上より10条以上の櫛楯直線文。先端が三又に分かれた

半裁竹管による東J突支。

にぶい貢橙色(lllYR6/4) H71貢褐色(10YR6/6)

444 弥生土器 霊 中期 底罰
`困

向にコゲ付看。風往68卿 灰黄褐色(10YR4/2)

坐 5 58 古式■lT器 髭 古墳前期

初頭

加工段 D44 皇
¨
肩部にヘラ状工具による界」実文。日縁部～JR部、胴部下半

外面にスス付着。胴部下半内面にコ月寸着。器高25 5el、 日

径17 4cm、胴部最大径21 5cm

にぶい貢橙色(lllYR7/4) 明貢褐色(10YR7/61

446 古式土師器 弩 古墳前期

初頭

加工段 E44 皇
”
肩音卜に2列の櫛状工兵によるE緑文。外向全向にスス付着。

肩部～底部内面にコゲ付着。器高22 7cm、 日径16 4cm、胴部

最大径19 8cm

貢種色(10YR3/0 明貢簡色(10YV/0

63 447 古式土師器 奏 古墳前期

初頭

加工段 E44 黒 1 肩部に半行況線。外回全向にスス付着。男同罰∫上半困向に甜

分的にコゲ付着。胴部下半にコゲ付着。日径 17 4ed

明貢褐色(10Y留/6, 辰貢橙色(10YR8/41

63 448 百式上師器 賢 百墳前剤期頻 加工技・D44 里
¨
膏部に2列の刺突文。日径168鉤 浅責橙色(ЮⅥ認/4) 浅責橙色(101R8/41

63 449 古式上師器 甕 古婚前卸初頭 加工段 M4 望
い
目部にヘラ状工具による刑突文。日径200m IIB貢掏色(10YV/6, 明貢褐色(10YR7/61

450 百式ilW喬 発 百蹟πttFll撰 加工段 D44E44 里
ヽ
肩部に9条の波状文 日径 15 6em 明貢褐色(10Ⅵ謳/6) にぶい貢橙色(lllYR6/4)

弱 百式上師器 発 百墳前剰初吸 加工快 F24 黒 回径135硼 明褐色9 5FR5/6) にぶい雷袴色(1側R7/4)

452 58 古式土師器 贅 古墳前期

初頭

加工段 D43 Ett E題 望
【
日縁部～顎剖∫外由にスス罰

`分
的に付着。日径 17 6cm 明貢褐色(10YR6/6) 明貢褐色(10YR7/0

百式土師器 甕 百墳前剤初蹟 加工技 E43E駆 皇
〔
肩部に刷毛状工具による平行沈線。日径17 2cm 黄橙色(10YR8/6) 責補■ (lllYR8/6)

4割 Er式土師器 墾 古婚前期4・l霞 加工段 E� 望
¨

橙色li.5YR7/61 貢奄色(7 5YR3/81

百天土I巾希 重 古墳前期

初頭

加工段開 E“ 里
ト
頸部に刷毛状工具による戸J突文。肩部に櫛状工呉によるE
線文。櫛状工具による涙状文。日径釣 3cm

明黄褐色(1ぽR6/0 明責褐色(lllYR6/6)

古式土師器 一壺 古墳前期

初頭

加工残 D44 望
い
肩
「
lに波状文。胴部に半行沈線。器高y5cn、 日径 19 3cm、

底径7 8cm、 胴都最大径276m
貢奄色(10YR8/6, 淡貢色(25Y8/4)

457 百式ill器 一臣 古墳前期

初頭

加工政 E43 里
い
肩部に、3単位の平行沈線で文様帝を区画し、その間にヘラ

状工具による刺突文を施す。

黄橙色(10YR8/6) 明黄褐色(lllYR6/61

458 古式土師器 高イ 古墳前期初頭 加工段働 3図4 里
ト
イ部内外面にスス付着。日径267帥 橙色(7 5YR7/6) 橙色(7 5YR6/8)

百式土師器 高不 古墳前期

初頭

里
〔
日縁内部端部よりにスス付着。郭部内面力叢だらに黒色に変色。

日径27 8cI

にぶい黄橙色(10Y鷲/41 にぶい黄橙色(10YRi/3)

翻 460 百AttH口喬 高郭 古墳前翔初頭 加工段 E43 里
ト

にぶい貢橙色(1鋭R7/3)

64 百式上師希 高不 き墳前剰籾吸 加工蚊 E43 里
ト

にぶい責橙色(lllYR7胞 ) にぶい黄浴色(1鋭R7/4

64 462 古式上師器 高郭 き墳前郷初頭 加工段 F44 望
〔

'え

貢種色(10Y鰐/6, 辰貢橙色(10YR8/0

64 百天iH“希 局 琳 占墳前期初頭 加工段 E43 里
一
脚径169m 明貢trB色(lllYRo/6) 明貢褐色(10YR6/6)

64 464 百式上師器 属不 き墳前剰初蹟 加工快 D44 里
ト

明責褐色(lllYR7/6) ;色 (10YR7/6)

髄 古式上師器 器台 き矯前期tl頭 加工段望 3M4 皇
〔
器高15 1cm、 日径23 4cn、 脚径刻 OcI 橙色(5YV/0 橙色6YIt7/6)

髄 466 古式上師器 器 育 百瑣可用Tl吸 加工段 D43D44 里
ヽ
脚裾部に員殻による平行沈線。脚径21 2cm 橙色7 5YR7/6) 橙色(7 5YR7/6)

64 百式上R聯器 器台 占墳前HP初頭 加工段W3m 里
一
日径23 9cm にぶい責橙色(1帆駅7胞 ) にぶい責裕色(lllYR7/4)

飩 468 側 古式上師器 脚付鉢 占墳前期初頭 加工段 F4電 皇
¨
日径13 9cm にがい貢橙色(10YR7/4) にぶい貢橙色(10YR7/4,

6A 弥生土器 資 加工段 D43 里
ヽ

浅貢色(2X7/3) にぶい貢色(25Y6/3)
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弥生土器 賽 Vツ～3様 里
一

にぶい貢橙色(lllYR7/4) 明賛褐色(10YR7/6)

弥生 土 恭 鍵 百墳前期 SD04 胴部に一部剰突。日径 16 4cm 浅賛橙色(10YR8/3) 浅貢栓色(10YR8/4)

弥生土器 餐 古墳前期 SD髄 日縁部～頭部にかけスス付着。 橙色(7 5YR7/61

弥生土器 套 古墳前期 SD04 茂貢橙色(10YR8/4) 浅貢橙色(10YR8/4)

474 百式土 R“器 弩 百墳 HJ別 SD04 明貢褐色(10YR7/6) 明責褐色(10YR7/6)

61 弥生土器 奏 Ⅱ様式 SK23 F40 胴部に半我竹管を回転させた円形の刺突文。胴部～底部外

面にスス付着。1同部下半内面に薄くコゲ付着。日径21 7cm

浅黄色砂5Y7/431 にぶい東色95Y6/4)

61 弥生土器 鍵 胆様 式 SK23 橙色6Y驚 /0 橙色6Y鼈 /8)
61 弥生土器 賽 Ⅱ様式 SK23 F40 頸部に半我竹管による8条のE緑文。下に半散竹管による刺

突文。肩部に半我竹管による6条の直線文。その上下に半裁

竹管による刺突文。

にぶい黄橙色(1ばR7/41 にぶい黄橙色は側R7/4)

弥生土器 一重 Ⅱ様式 SK23 日縁端由に上下2列 に三角形の刺突文。 橙色(5YR6/61 橙色(5Ⅷ騒/0
480 弥生土器 甕 Ⅱ様式 S貶3 底径80m

弥生土器 霙 Ⅱ様式 S貶3 浅貢橙色(10YR8/3) 黒色(10YR2/1)

482 6ユ 弥生 土 希 弩 Ⅱ様式 S虚3 底径7 6cm にぶい責橙色(10YR6/31 黒褐色(10YR3/り
4器 61 弥生土器 鉢(無頌壷 E様式 SK21 日縁部に先が三えに分かれたI具による3'Iの列点支. 明黄褐色(1鎚R7/6) 種色(5YIt6/67

484 弥生土毛 鉢 Ⅳ族式 SK21 日縁部に3条の凹線。1同部に櫛状工具による床」突文。 にぶい貢褐色(lllYR5/3)

485 61 弥生土器 鍵 1■～2様コ 攪膏t にぶい責橙色(lllYR7/4) にぶい橙色(7N驚 /4)
486 61 弥生土器 発 I■～2様 , 望

い
胴部に段力� く。胴部外面にスス付着。 にぶい栓色95Y酪/0 橙色(7留 R6/6)

61 弥生土器 墾 I様式 M37 里
ト
日径310伽 明貢褐色(10Y艶/6) にパい責橙色(lllYR7/4)

488 61 弥生土器 甕 14様 式 L38 里
〔
胴上司

`に

3条のヘラ種さHL線文。泥線間や上下に3列 の三角

形の刺突文。

にぶい貢橙色(lllYR7/4) にぶい貢橙色(10kFR7/41

6ユ 弥生土器 霊 I望様式 L37 里
ト
日縁端部に刻目。胴上部に9条のヘラ描き直線文。三角形の

刺突文。

明貢褐色(10YR7/6, 明貢褐色(10YR7/ol

61 弥 生 土 器 鍵 I望様式 B44 里
¨
日縁端部に1条の沈線をはさんで上下に刺突文。胴上部に9

条のヘラ描き直線文。楕円形の列点文。日径24 4cm

にぶい責橙色(llYR7/31 黄橙色ιOYR8/0

61 弥生土器 一霊 1係式 lj40 里
一 明責褐色(lllYR7/6) 明責褐色(1鋭R7/6)

61 弥 生 土 器 壺 12様式 E39 望
ト

4Fl部に3粂以上の肖Iり出し突稀。493と同一個体か。 灰責褐色(10Y驚/2) 灰黄褐色(lllYR6/2)

61 弥生土器 一霊 12様式 839 星
一
胴部1こ2条の浄」り出し突帝。492と同一個体か。 東炊色ツ5Y6/2, 貢灰色 (25Y6/]

61 弥生土器 一霊 12様式 醜3F43 暗灰

黒1

胴罰∫上よリヘラ状上具による斜線文。2条の直線文。刑突文。

3条の直線文。1条の直線文。無軸木葉文。

橙色(75YR7/6) 貢橙色(7留 R7/8)

6ユ 弥生土器 一霊 I様式 望
一
胴部にヘラ橋き沈線 1こよる重弧文 . 明黄褐色(10YR6/6) 明貢褐色(10YR7/6,

61 弥生土器 一霊 14様式 B坐 里
一
顎剖よにり条のヘラ積さEttX。 】R部に只激腹縁の界」突による

羽状文。

茂貢色ゼ5Y7/3) 浅貢色125Y8/41

弥生土器 霙 [様式 037 皇
一
日径23 6cln、 胴部最大径23 3cm 淡黄色つar8/4) 貢色 (25Y8/61

弥生土器 塞 Ⅱ様式 望
ヽ 外面全面にスス付着。日径19 8en 橙色(7 5YR7/6)

弥生土器 鍵 よ様 式 望
【
日径21 Sem、胴部最大径21 6cm にぶい貢橙色(lCⅣR6/4) にぶい責橙色(10YR7/4)

弥生土器 霙 Ⅱ様式 G40H40140 望
〔
日縁部のゆがみ顕看。日径23 8cm にぶい責橙色(1併R7/41 明貢褐色(10YR7/6,

弥生土器 甕 Ш様式 F40 里
一
日縁端部に刻目。日径254卸 明褐灰色(7 5YR7/2) 橙色(7昴は7/6)

弥生土器 餐 u様式
「
39G39 里

【
回縁瑞部に三角形の刑突文。肩部に三角形の刺突文。日径

26.2cm

明貢褐色(10YR7/6) 明責褐色(lllYR7/6)

8D3 弥生土器 甕 Ⅱ様式 G39138 上黒

黒〕

肩部に三角形の刺突文。日径23 2cm にぶい貢橙色(10YR7/4)

にぶい黄褐色(10YR5/3)

にパい貢橙色(10YR6/4)

副 4 6″ 弥生土器 弩 E様式 H38 里
¨
胴部に半裁竹管による刺突文.口径172卸 】色C ttR6/0 橙色9伊rR6/0

弥生土器 霙 E様式 [38 上責 日縁端部に斜格子文。胴部に三角形の刺突文。日径18,8cm にぶい質橙色(10YR7/4)

836 弥生土器 甕 u様式 t40J40 望
【
日縁ri日

“

こ咳1日 (跡闘V早 )。 日径16 0cm 橙色7評R6/8)
68 磁 弥生上器 発 Ц様式 [37 上貢 胴部に三角形の刺突文。日縁部、胴部にスス付着。日径18 6cm 明責褐色(lllYR7/6〕 にぶい萱裕れ(lfYR7/4)

508 62 弥生土器 憂 巨様式 F39 里
＾
肩部に2列の三角形の刺突文。外面全面にスス付着。日径

13 7cl、胴部最大径15 2cm

にぶい種色(7 5YR6/4, にぶい構色(7.5YR7/3)

62 弥生土器 鍵 阻様式 F38 皇
〔
胴部に三角形の刺突文。 橙色(7drR6/6) 橙色9 WR7/0

弥生土器 墾 肛様式 F40 里
ヽ
胴部に三角形の索J突文。 限寅奄色(10Yltb/4) 灰貢色(25Y7/2)

弥生土器 霊 u様式 L141 里
一
日縁瑞部に界J突。キ薇竹省による2粂 1単位の10条の半行泥線。 にぶい貢橙色(1碗駅7/4) にぶい貢橙色(10Y障/4)

弥生 土 恭 発 匝様式 皇
ト
日縁上間に2列の三角形の刺突文。頸部に三角形の刺突文。

胴部に半散竹管による8条以上の平行沈線。日縁部～胴部

外面にスス付着。

褐色(75 YR4/6) 明黄褐色(10YR7/0

弥生 土器 弩 肛椋式 望
ト
胴部に4～ 5条が1単位の5列の櫛積E線文。3粂が1単位の
櫛構波状文。日縁部～胴部外面スス付着。

橙色¢5Y隔/0 橙色●5YR6/0

弥生土器 誕 Ⅱ様式 里
〔
属罰∫にユ早ll拗ツ～3条の後条の櫛柄直線文。3条ユ単1ヱの研

描波状文。日径206卿

種色(75YV/6) にぶい貢橙色(10YR7/3)

弥生土器 霊 Ⅱ様式 」40 里
ト
日縁端部に格子状の刻目。肩部に2条 1単位の半秩竹管によ

る10条の直線文。半載竹管による刺突文。日径19 0cm

次東色は 5Y8/4) にぶい貢4si色 (10YR7/4)

弥生 土 喬 一璽 阻様式 G39 望
〔
日縁端部に斜T4子文と逆C写形の界」突。頚部に2条を1単位
の2列以上の櫛描直線文。日径 14 5ct

にぶい貢橙色(10YR7/3) にぶい貢栓色QOYR7ん )

弥生土器 重 Ⅱ様式 上東

黒 1

日稼上回に亦彩されたキ叡竹官による孤】大の沈線と二角形

の刺突。日縁端面に縦方向の列状の三角形の刺突。日径

164枷

暗灰貢色鬱5Y5/2) 灰貢色95Y6/D

弥生土器 奏 Ⅱ様式 」38 黒 1 日縁端部に2列の三角形の刺突文。日縁端面に赤色塗彩。

日径18,4伽

にぶい貢橙色(10YR5/3) にぶい買橙色(lllY則 /4)

弥生土器 一車 Ⅱ様式 G38138 上 貢

里
¨

日縁端部に左 右上がり交互に2条2列の沈線を施し、その間

に上下交互に2本のU字形の刺突。頭部に3条以上の平行沈

線。日径180卿

にぶい黄橙色(1鋭R7/4) にぶい黄礎色(10YV/41

弥生土器 一車 様 式 G39■37H38137131

」37

上糞

黒 1

日縁上面に波状文と半載竹管による刺突。日縁端面に半裁

竹管による直線文と刺突文。頸部～肩部に上から、半裁竹管

による2条の直線文、2条の波状文、2条の直線文、刺突文、2

条の波状文、2列4条の直線文、2条の波状文、刺突文、2条の

波状文。日径19 4cm

橙色l‐ 5YR7/6) 東橙色(7 5Ylk~/8,

弥生土器 一亜 旺様式 H40H41138 望
¨
口豚二 EI t‐千薇何官イ‐よるV/x休又と亮線。日稼茄剖

'に
亮湖

と刺突。肩部に上から半裁竹管による8条の直線文、斜格子文、

8条の直線文、1条の波状文。

茂貢色¢「D17/3) 灰貢色(2 roY6/2)

弥生土器 一璽 様 式 38じ38G39 里
い
日縁瑞部に逆三角形の刑突文。日縁部内向に先端が二又

に分かれた工具の刺突による直線的な2列の列点文。頸部ヽ

胴部に先端が三又に分かれた工具の刺突による弧状及び直

線的な列点文。日径16 4cm

浅貢橙色(10YR8/31 にぶい貢橙色OllYR8た )

ごと3 弥生上器 一更 Ⅱ様式 F40 望
¨
日縁部内面に三角形の刺突文。日縁端面に2条の平行沈線。

日縁都外面に2条の平行沈線。少なくとも3つの穿孔。

浅黄橙色QOYR8/4) にぶい寅橙色(10Y(7/0

524 弥生土器 一車 」様 式 K38 望
い
鉄司
`～

月罰
`に

上より、3条 1単位の2夕 1の櫛稲直線文。3条 1単

位の1列の櫛描波状文。5条 1単位の2列の櫛描直線文。3条

1単位の1列の櫛描波状文。1列の列点文。

橙色 耐 雖 /6) にぶい貢橙色(lllYR6/9
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弥生土器 甕 巨様式 E39 里
一
顕部～肩部に半裁竹管状の工具による多条の直線文。 にぶい責栓色(10YRi/4) にぶい貢橙色(10VR5/D

526 弥 生 土 器 一車 阻様式 N37 里
〔
顕部～肩部に多条の櫛枯直線文。 ぶい黄橙色(1∝駅7/31 灰責褐色(10Ⅵも/2)

磁 7 62 弥生土器 一亜 E様式 昭 7 里
ヽ
肩部に上より、1夕」以上の竹管による界」突文。12条の櫛栖直

線文。2列 以上の竹管による刺突文。

明赤褐色9 5YR5/bl にパい褐色(7 5YR5/4)

む≧8 骸 弥生 土 希 一亜 阻様式 H39 里
〔
肩部に上より、半載竹管による2条の波状文、刺突文、2条の直

線文。

橙色9髯R6/6) 橙色(7税駅6/61

69 529 弥生土器 霊 Ⅱ様式 皇
小
肩部に指先で界J突された舶付突言。櫛状I具による多条の
直線支.

橙色 (5YR6/8) 橙色 (5YRo/8)

弥生土器 一車 Ⅱ様式 N36 皇
い
胴罰
`に

上より、6条の半敦竹官による巨線文。4条の半萩竹官

による波状文。8条の半裁竹管による直線文。

種色(7.5/1t6/6,

弥生 土 器 aE鋲重 里
ト
胴部にヘラ描きの直線文で縦横に区画し、その内側にヘラ描

きの弧状文を施す。

褐灰色(lllYR4/1) 灰責褐色(1餌R5/2)

弥生土器 鉢

(無頸三 )

Ⅱ様式 望
【
ヨ縁部に三角形の刺突。8条以上の半萩竹管によるE緑文。
2つ け1卜 の空コ ^

貢橙色(10YR8/4) 貢種色(10YR8/4)

533 62 弥生土器 餐 Ⅱ様式 里
い
羽部に半薇竹官によるZ条の吸株 x、熟」突更。 にぶい黄橙色(10Y留/3) にぶい黄橙色(1髄R7/0

534 弥生土器 奏 Ⅱl様式 037 黒 1 胴部に席J毛日原体 1こよる刑突文。外向全向にスス付着。胴辞

～底部内面にコゲ付着。日径134∞

灰日色95Y8/勃 にぶい貢橙色(ユ OYR7/41

535 64 弥生土器 縫 Шユ様式 上東 嗣都中位に列点文。日径148伽 淡黄色(2 FoY8/9 淡責色(25Y8/3)

FD36 64 弥生土器 養 皿 1様式 C43 皇
一
日径22.6et 貢灰色(25Y4/1) 暗炊貢色ゼ5Y5/2,

64 弥生土器 奪 皿 1様式 黒 1 掘部中位に櫛状工具による刺突文。日径22 0cm にぶい貢橙色(lllYR6/4) にぶい貢橙色(lllYR6/4)

Ю 64 弥 生 上 器 鍵 趾 1様式 037 里
い
日径22 8em 構色 (FDYR6/8) 橙色 (75Ⅵ溢/6)

Ю 64 弥生土器 発 Ⅲ 2様式 D44 甚
【
日縁端罰

`に

凶阿をもつ。日径Z25cm 橙色 (7 5YR6/6, 明褐色7 5YR5/6,
Ю FD4o 株生土迄 季 Ⅲ 2様式 1ヽ39 里

い
日縁端部に凹面をもつ。日径 18 6cm にぶい貢橙色(10YR6/コ 褐灰色(lllYR5/1)

Ю 541 弥生 土器 発 137 上早 肩部に刻目のある貼付突帯。日径201帥 にぶい責橙色(lllYR7/4) にぶい責橙色(llllR7た )

Ю 譴2 弥生土器 発 Ⅲ 2様式 D44 皇
い
ヨ縁瑞剖∫にЩ劇をもつ。月剤

'に

刻日のある賄付突市。日径28 9cm 明貢褐色(10Ylt6/6,
543 64 弥生土モ 壷 Ⅲ■様式 h/137 望

い
灰貢色(25Y7/2) 灰自色125Y8/2)

544 弥生 土 器 一亜 趾禄 式 黒 ] 日縁内面に櫛状工具による斜格子文と商状工具による刺突文。

日縁端面に櫛状工具による3条の斜線文。頸部に刻目をもつ2

条の貼付突帯。

浅貢橙色(10Ⅵおμ) 浅責橙色(1びR8/3)

545 弥 生 土 器 重 趾様 式 G39G40 黒〕 日縁端面に斜格子文。日径21 3cm にぶい橙色(7 5YR6/4)

帽色(101「R3/か

橙色 (7 ⅣR761 にぶい

黄褐色(1儀駅5/4)

546 弥生土器 壷 皿様式 N35 望
¨
口縁端向に斜格子文。日径184伽 褐色(lllYR4/4) にぶい貢褐色(10YR4/3)

黎 7 64 弥 生 土 番 一電 Ⅱ様 式
里
一
甍部に貼付突帝。日径16 2cm にぶい褐色(7斑R5/3) 橙色 9 5YR6/6)

548 64 弥生土器 一車 1様式 h/137L38 呈
¨

明黄褐色10YR6/61

549 64 弥生土器 壷 I様式 140 望
¨
頌部に刻目をもつ3条以上の贈付突帝。 にぶい貢橙色(10YR7/4) 明貢褐色(10YR7/6)

6‐ 弥生 土 恭 重 ■標 式 上賣 頸部に2条の貼付突帯ぉ肩部に5条以上の櫛祐直線文ぅ にぶい責橙色QOi R6た ) にぶい責橙色(10Y酪た )

℃ 傲 弥生土器 一亜 l様式 F39 呈
”

明黄褐色(1碗梁7/6)

70 64 弥生土器 一空 I～Ⅱ様式 D43 望
¨
属部に二又に分かれた工具により3哉の直線文を施し、その

間に、上段に二又に分かれた工具で鋸歯文、下段に斜格子

文を施す。

明貢褐色(10YR7/6) 茂貢色125Y7/4)

i0 弥生土器 藁 Ⅱ～Ⅳ様ユ 037 皇
¨

lTIlttに 2条以上と5条の櫛橘直線文を施し、その間を櫛積によ

る複合鋸歯支。下に列点文ぅ

にぶい褐色(7 5YR5/4) 橙色 7 5YRi/0

554 弥生土器 一亜 Ⅱ藤式 醜O F39 F40 G39 里
い
構波状文3段、それぞれ交互に施す。下に2列の列点文。

橙色●開R6/61 橙色 (5YR6/81

弥 生 土 喬 鉢 ■様 式 [38 上震 日径100帥 黒褐色(2ぼr3/1) 黒色(2,虚 /1)

556 64 弥生土器 一亜 阻様式 K38 里
【
回往 10 3cm 明黄褐色(1び飛6/6) にぶい黄橙色(10YRi/ゆ

64 弥生土器 無頸壷 阻様式 K39 里
【

lll部上位に4条の貼付賽需。 浅貢色125Y7/31 茂貢色95Y7/4)

64 弥生 土 器 器 顎重 Щ禄 式 里
ト
胴部上位に刻目をもつ貼付突帝。穿孔あり。 にぶい褐色(7 5YR5/4) 明褐色(7 5YR5/0

64 弥生土器 鉢 阻様式 皇
¨
日径83cm 浅責色95Y7/3)

560 64 弥生土器 鉢 阻様式 D44M3 望
“
日径11 4em にぶい貢橙色(10Y踊/4, にぶい貢種色(10YR6/4)

酌 1 64 募生 土 器 鉢 Щ様 式 F43H39 上黄

黒 l

顕部に指先で刺突した貼付突行。胴部に列点文。日径35 0cm 橙色 (7開R7/0 橙色
『
5Ⅵお/6)

64 弥生土器 高 郭 Ш乾様式 D43 皇
¨

にぶい貢種色(10YR7/4, 茂貢橙色(10YR8/4,

64 弥生 土 喬 畠コヽ Щ標 式 星
小

灰責色(251/1/2) 黄灰色25Y5/1)

70 64 弥生土器 高不 阻椋式 D44 呈
¨

灰黄褐色(1帆R5/21 掲灰色QttR4/り

Ю 64 弥生土器 高郭 阻様式 どヾ38 皇
¨

茂貢色(25Y8/3) 黒褐色12.X3/1)

64 弥生 主 喬 高 外 阻標 式 鼻 日縁端部に刻目。 淡責色(2 5YB/4) 浅責橙色(1餌R8/31

℃ 567 碑 弥生土器 高郭 阻様式 皇
一
脚司
'と

外部との境に琢J日をもつ賄4寸突市。 にぶい黄橙色(10Y酪/41

Ю 568 65 弥生土器 甕 Ⅳ 様 式 眈 3 皇
【
日縁端部に2条の凹線文。亥」日。日径194cm 淡貢色95Y8/4) 淡貢色(2.5Y8/4)

殉 56υ 65 弥生 土 器 鍵 P38 黒 日緑端部に2粂の凹線文ハ日径109帥 褐色(75ⅥM/3) にぶい責橙色(lCYR6/4)

Ю 5Ю 65 弥生土器 憂 様 式 037 皇
【
日縁瑞罰

`に

2粂の凹線天。日fIL19 8cm にぶい黄橙色(10YR6/0

弥生土器 墾 W 様 式 皇
”

淡貢色125Y8/3) 淡貢色(2.5Y8/3)

殉 57Z 弥生 土 苓 弩 不明 黒 日綴端都 1こ2粂の回線文ハ日径 19 6cm 橙色(7斑R7/6) 浅責橙色(lllYR8/4)

71 573 弥生土器 発 様 式 039 里
【
日縁瑞部にZ条の凹線X。 日律180帥 橙色9 dR7/0 明黄褐色(10Ⅵ守/0

574 孫生土器 霙 Ⅳ l様式 里
〔
日縁端部に2条の凹線文。胴罰

`申

央に列点文。胴部中只内

面にコゲ付着。日径 19 0cm

にぶ�`種色V5YR6/4)

575 弥生土器 甕 Ⅳ l様式 P38 里
¨
日縁瑞罰∫に2粂の出椒 。打Π剖

`甲

央に脚株上具による界」突X。

日径22 9cm

浅黄橙色(10YR8/41 浅黄橙色QttRV0

576 弥 生 土 希 弩

様式

037P38 黒 1 日縁端部に2条の凹線文。頸部に刻目のある貼付突行。日径

18 0cm

にぶい貢橙色(10YR6/4) にぶい貢橙色(lllVR6/3)

弥生土器 棗 Ⅲ2～Ⅳ■

様式

036 望
¨
日縁端部に3条以上のLHi線文。鋲部に刻目のある姑付突帝。

1同部中央に櫛状工具による刺突文
^1同
部最大径29 8cm

淡貢橙色(lllYR8/3) 淡貢色は5Y8/3)

弥生土器 密 Ⅲ～Ⅳ様菰 皇
い
顎罰
`付

け根に案」突fR(晰 付突市の界J突の一部か,。胴音Ⅲ甲央に

櫛状工具による2列の刺突文。胴部内外面にススコゲ付着。

にぶい真種色 (10YR7/4,

弥生 土 器 鍵 B45 里
¨
口綴端部に3条の凹線文。顕部に東J突。日径192卿 責橙色(1びR8/6) 黄橙色(10Ⅵむ/0

弥生土器 縫 Ⅳ 2様式 馳 5 皇
ト
日縁瑞罰

`に

3条の凹線文。日径16 0cm 淡黄色125Ⅶ /3) 伏貢色ツ5Y8/3)

孫生土器 額 Ⅳ 2～Vl C44 皇
【
口縁端部に4条の凹緑文。 貢橙色(lllYR8/6) 貢種色(lllYR8/6)

弥 生 土 器 鍵 里
¨
日縁端部に3条の凹線文 橙色9メ Ri/6) 橙色(7511R‐ /6)

弥生土器 縫 Ⅳ 2様式 D431「X4 望
ヽ
る刺突。胴部中央に櫛歯状工具による声1突文。日径14 5cm

にぶい東橙色 (10YR7/4,

5b4 弥生 土器 一亜 Ⅲ2～Ⅳ l
様式

D4″ 里
い
日縁上面に、ヘラ描き斜格子文のち円形浮文。日縁部に6条

以上の凹線文。棒状浮文貼付。日径26 8cm

にぶい黄橙色(10Y暫/31 にぶい責褐色(10■iR5/4)

弥生土器 重 Ⅲ2～Ⅳ l
様式

H40 里
一
日縁上面に2列で2条の半行線の天様。円形浮文。日縁部に

2条の波状文。2条以上の凹線文。日径23.lcm

浅貢橙色(10YR8/4) 茂貢橙色(10YR8/4)

586 弥生土器 一車 Ⅲ 2～Ⅳ■

様式

K39・ K40h/136N86 里
〔
日縁上回に、ヘラ種き泥線のち円形洋文。日稼部に5条の凹

線文。日径310伽

明貢綺色(25Y7/6, 蔑寅色(25Y7/o

587 弥生土器 一車 ■2～Ⅳ l
様式

P38 里
一
日縁上面に、2本 l単位の工具による斜格子文のち円形浮文。

日縁部に7条以上の回線文。棒状浮文貼付。

灰黄褐色(10YR5/2) にぶい貢橙色(10YR6/4)

略 8 孫生土器 一亜 Ⅲ2～V■様式 F43 黒 1 日縁上面に2粂の波状文。日縁部に凹線文。 にぶい貢褐色(lllYR5/4) にぶい貢橙色(lllYR6/4)

-265-



71 弥生土器 一璽 Ⅳ様式 里
ヽ
ヨ縁端面に3条の凹線支.日緑部内面に3粂以 卜の凹繰す^ 浅貢橙色(lllYR8/0

罷 弥生土器 一望 Ⅲ2～Ⅳ■様式 呈
【
綱司∫にヘラ株上具による斜線文。3条の貼付突帝。 にぶい責橙色(lllYR6/3) 黒色(1げrR2/1)

V 弥生土器 一亜 El～Ⅳ様式 望
ヽ
桐部に石HII羽状文 (軸部は刷毛目原体、羽状文はヘラ状工

具によるぅ軸線上に円形浮支。

にぶい責橙色(lllYR6/41 にぶい黄橙色(lllYR6/4)

抱 弥生土器 士笠 Ⅳ様式 086 里
一
】口罰∫に上より、6粂の凹線文。左上がりのヘラ状工呉による斜

線文。3条以上の凹線文。

橙色(VR6/61 灰自色(25V8/21

V 弥生土器 一璽 El～Ⅳ様式 H40 皇
¨
〕部に上より、昂1毛目原体による波状文、直線文、波状文、直線文

″ 弥生土器 一箆 Ⅲ～Ⅳ様式 D39 E39 G38
H39 N39

里
一
打ロヨ
`に

上より、2条以上のF「稲巨線文、3条の櫛稲榎合鋸歯文

列点文、ll条の櫛描直線文、列点文。

にぶい貢橙色(10YR7/4 にぶい貢橙色(■ⅣⅣ /4)

η 弥生土器 一車 Ⅳ様式 S105? 里
¨
胴部に上より、7条の櫛描直線文、3条の櫛描波状文、3条の凹

線文、列点文

にぶい貞橙色 (10X rt6/11 暗1/k頁色95Y4/2)

紀 弥 生 土 器 一亜 Ⅳ様式 里∪ 」4∪ 里
【
胴部に上より、画日原体による刺突文。有軸羽】大文、鞘部に円

形浮文。

にぶい貢橙色(1鶴R7/41 にぶい責橙色(1儀R7/0

抱 弥生土器 台付重 Ⅳ 2様式 里
¨
胴部上半に櫛構の平行線を4段に巡らせ、その後ヘラ状工具

による3列の刺突文。その後、円形浮文。注目もしくは把手の

欠損部有り。胴都最大径188帥

にぶい貢褐色(10Y踊/3) 淡貢色鬱「DY8/4)青黒色
(10BG1 7/1)

罷 弥生土器 台付
=
Ⅳ様式 H40 里

ト
胴部最大径H6cm にぶい貢橙色(10YR7/3)

穆 弥生土器 無顎重 Ⅳ様 式 ■41 里
”
]縁罰

`1こ

4条の凹線文。胴ヨ
`に

櫛状工具による刺突文。 灰自色(10Ⅵ毬/21 褐灰色はOYR4/り
穆 弥生土器 高郭 Ⅳ l様式 M86 望

【
ヨ縁部に4条の凹線文。 淡責色¢Ⅳ 8/3) 徐寅色 125Y8/4)

罷 弥生土器 高杯 Ⅳ l様式 P37 里
¨
日縁部に4条以上の凹線文。棒状浮文。 橙色(5YR‐/6) 橙{し(5YR7/6)

抱 弥生土器 局イヽ 黒 褐色(7 Ⅳ R4/31 責橙色(7 roYR7/8)

陀 弥生土器 高不 Ⅳ-1様式 N36 里
い
ヨ縁端面に2条の凹線文。日縁部に4条の凹線文、隆起部に亥J目。 明責褐色(1ばR7/0 橙色(,75/R6/0

罷 弥生土器 高不 Ⅳ2様式 卜138 里
¨
ヨ縁端面に2条の凹線文。日縁部に6条の凹線文、隆起部に亥J目。 茂貢橙色(7 5YR8/6) 橙色(7開R7/6)

犯 弥生土器 島 14N Ij45 里
一

」豚 茄 凹にZttt l凹 藤 共、部分 HJに 出形 ,XoL豚 ti Wこ う余の凹

線文。脚41部に多条の巴線文。日径17 0cm

にぶい貢橙色(1ばR7/41 にぶい貢色ゼ「DY6/3)

姥 弥生土器 高郭 Ⅳ様式 D43 里
ト
琢部に凹線文

^ 貢橙色(10YV/8) 貢橙色(lllYV/8)

弥生土器 高14N Ⅳ様 式 里
い
即瑞向に2条の凶線文。端罰∫に亥」Ц。脚径 12 5cl にぶい質橙色(1ばR6/4) にぶい責色(25Y6/3)

弥生土器 高不 Ⅳ様式 P37 里
い 橙色C7瞬 R7/0 橙色(5YW/o

抱 弥生土器 霊 V様式 D44D43 E43 里
ヽ
ヨ縁部に2条の凹線文。日径18 8cm 明貢褐色(10YR7/0

弥生土器 甕 1区 四側 里
【
日縁部に3条の半行泥線。届罰

`に

ヘラ状工具による2列の刺

突文。日径18 8cm

明貢褐色(10YR7/6) 明貢褐色住OY酪/0

i2 弥生土器 霊 V■様式 1区西側 里
ト
ヨ縁部に3条の凹線文。日径184cm 俺色

『
5YR6/6)

弥生土器 甕 υ44 里
【
ヨ縁部に2条の凶線文。日径12 6cm 貢色12 roY8/6) 貢色(25Y8/6)

弥生土器 鍵 Vl様式 里
い
ヨ縁部に3条の平行沈線。外面にスス付着。日径18 4cm 明褐色(7 5YR5/0 明褐色(7「9YR5/6)

弥生土器 霊 V鬱様式 P38 里
ヽ
ヨ縁部に7条の平行沈 47R。 日径20 0cm 茂貢色ゼ5Y7/3, 明貢傷色(10YR7/6)

穆 弥生土器 霊 V様式 P38 里
一
]稼部に半行況線を而し、上半罰

`を

ナデ消し。日笹172伽 明貢褐色(lllYR7/0 橙色 仔5YR6/0
弥生土器 掩 望

い
ヨ縁部に3条の半行泥線のちヨコナデ。肩部にヘラ状工具に

たる刺突文。数条の平行沈線。日径16 3cm

橙色(説駅7/61 にぶい黄褐色はllYR4/31

弥生土器 発 1様式 塁
ト
日縁罰
`に

3条の凹線ズ。肩司
`に

ヘラ状工具による環1突文。日

径23 2cm

淡貢色(25Y8/4) 淡貢色95Y8/4)

弥生土器 甕 138 里
一
頸部に刺突文。肩部にヘラ状工具による刺突文。内面 ケズリ。 明責掏色(10YR7/6, 明貢褐色(10YR7/6)

弥生土器 鉢 ぎき8 呈
一
日縁司単こ4条の凹l.R天 。属司

'に

石軸羽状文。鎮部に穿子し。 明賓褐色(1鋭R6/6) 灰責
jFa色
(10VR4/2)

dL0 弥生上器 籍 V様式 剛 4 単
一
日径9 4cm 淡責色(25Y8/4) 淡黄色(25Y8/0

621 弥生土器 然 V様式 140 上責 日径9 4cm 0色 年5YR6/0 橙色 (7 5YR6/6)

乾 弥生土器 鉢 V様式 呈
一
日縁罰虻敷条の半行沈線を施し上からナ狩 肖し。日径■ 4cm 橙色 li ttR6/6)

″ 6洛 弥 生 上 器 鉢 N38 皇
一
日縁部に1粂の凹線文 (不明瞭 )。外面及び日縁内面に赤色

塗彩。日径130帥

にぶい赤褐色ゼroY馳 /31 橙色(foYR7/61

624 弥生土器 高郭 器

攪

JR瑞司
`に

3条の凹線文。外向に赤色塗形、底径6 0cm 淡貢色25穏 /3) 淡貢色(25Y8/3)

器 殊生土器 一霊 V2様式 P38 里
（
日縁部に5条の凹線文。肩部に板状工具による列点文。日径
20 0cm

辰黄橙色
『
5YRb/6) 辰貢橙色

『
5YR8/6)

殉 626 弥生土器 篭 V2様式 〕6 ∬37 上黒 日縁剖鮒よ無文。 茂貢色¢5Y7/41 浅黄色鬱5W/4)
路 弥生土器 甕 V2様式 里

ト
日縁部に10条の平行沈線. 辰貢色V5Y7/」 l 灰貢色95Y7/2)

碍 628 弥生土器 器台 VZ標 式 K38 里
一
脚司蝋こ多条の半行沈線。 橙色 (7 5YR6/6) 橙色 9評R6/0

路 弥生上恭 篭 V3様式 K38 単
一
日縁部に貝設による半行沈線。日径15 6cm 明黄褐色(lllYR7/6) 明黄褐色(lσrR7/6)

門 630 弥生土器 甕 V3～ 4様式 T39 上責 日縁部に貝殻による多条の平行沈線のちナデ消し 辰黄種色(10Y鰐/3) 蔑貢種色(10YR8/3)

網 弥生土器 一璽 V3様 式 い438 里
【
胴罰
`に

脚憲たは2萩只による大きく波うつた6条の波状文を2哉

に施す。

傷灰色(lllYR4/1) 明貢褐色(1∝R7/6)

路 632 弥生土器 高郭 V2～ 3様式 L38 里
ト

にぶい貢橙色(10YR7/4)

73 古式上師器 甕 百填可剰71顎 里
い

顕部外面にスス付着。日径198枷

にぶい貰橙色(lllYR7/4) にぶい貢橙色(10YR7た ,

碍 古式上師器 甕 き塔前期初頭 里
＾
日径185帥 明黄褐色 (10YR7/6) 明貢褐色(10YR7/6)

猪 古式上師器 一霊 古墳前期

初頭

醜 4 里
”
顎部～肩部に脚】天上呉によるEL線文を2技に施す。肩部に櫛

状工具による斜線文。

にぶい貢橙色(10YR7/4) 浅貢色¢Ⅳ 7μ )

i3 古式土師器? 一霊 古墳前期

初頭?

」38 潟9 上黄

黒]

顎部に貼付突帝。日径5 9cm 辰寅橙色(10YR8/6, 橙色(7 5YRi/61

百式土lll器 器 台 古墳前期

初頭

図 2

土

橙色(75YR7/6) 浅責橙色QOIR8/41

古式土師器 低脚杯 百墳可剰捌双 里
一
瓜径4 4cm 明貢褐色(lllYR6/6) 貢橙色(7 ЫR7/8)

弥生土器 斐 様 式 単
〔
底部内向黒色に変色。底径■ 2cm 明責褐色(lllYR7/6) にぶい黄橙色(lllYPO/31

640 弥生土器 一更 中期 I「40 里
一
底径7 1cm 明貢簡色(10YR7/6)

弥生土器 甕or重 甲剤 し38 里
一
氏径 4 6ed にぶい貢橙色(lllYR7/4) にぶい責橙色(1鋭R7/4)

642 弥生土器 一霊 中期 里
【
底径5 8em 橙色(7贄駅6/0 橙色(75Ⅷ館/0

鶴 弥生土器 一重 中期 E39 里
ト
底部 上げ底状。底径6 6cm 明吏綺色(10YR6/0 明褐色(7.5YR5/6)

644 弥生土器 士望 甲 翔 里
ト
氏剤∫に本の来状の文様。ほ後65伽 橙色(7開駅6/6)

645 弥生主器 発 I様式 望
¨
氏部に本の葉の圧摂、もしくは文様。胴下部～底部内面にコ

ゲ付着.底径7 0cm

にぶい貢橙色OOⅥ篭/4) にぶい黄橙色(1∝R7/3)

周 弥生土器 弩 or重 甲 期 じ44 里
一

にぶい買橙色(lllYR7/4) 灰責色鬱5Y5/1

路 弥生土器 甕 or壺 中期 H37 138 望
【

赤色はllYR4/6) 橙色(5Ⅵ電/81

・ 3 弥生土器 甕 中期 N37 里
ト
胴下部～底部内面にコゲ付着。底径5 8cm 寅橙色(7 5 YR7/8) にぶい貢橙色(10YR7/3)

i3 68 弥生土器 養 甲～後期 里
¨
Fh部 上げほ】大。底径2 8cm 橙色(「DYR6/8) 明赤褐色1251R5/8)

路 68J 弥生土器 餐 or重 中期 P39 里
い
氏部 焼成後穿孔。底径5 0cm にぶい責褐色(10YR5/3) 明黄掲色(10YR7/6)

路 弥生土器 蓋 中期 里
ト

9まみの径2 7cm 緑黒色(5G2/1)

82
‐
3 土師器 杯 10c後半ヽ

1lc

SK33 囚外回 回転ナデ、底向は回転糸切り。器高6 2cm、 日径160
cm、 底径82帥

明貢褐色(lllYR7/6) 明黄褐色(1鋭k7/6)

能 胃 土師器 示 10c後半～

1lc

SK38 内外面 回転ナデ。日径13 0cm 橙色(5YR7/81 にぶい貢

褐色(lllYる /D

橙色(5YV/81 にぶい貢
褐色(10YR5/3)

門 土師器 霊 古墳後期 D43 土器群ユ 望
¨
阿上部外面にスス付着。器高245的、日径17 0cm 橙色(5Y酪/0 橙色(7「DYR6/6)
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殉 土師器 瓢 古墳後期 D43・ 土器群1 黒 1 すじ手欠預。芽■布り(lL7'叙マカ刺ほ4ヽ明、Zすしみ上,。 希尚

熟■m、日径30 8cm、底径10伽 720,‐ 21と同一個体か。

明貢褐色(10YR6/6) 橙色(7 FDYR6/6)

‐
20 i3 土師器 瓢 吉墳後期 望

ト
甑のオ巴手。冥測沓号719,‐21と 可-4回体か。 橙色(75Y踊 /0

土師器 甑 吉墳後期 D43 里
一
甑の把手。実測番号71920と 同-4固体か。 橙色(75Ⅶ篭/0

土帥器 E4N 百墳後別 里
“
内外面 調整はミガキか? 内外面赤色顔料塗彩。器高77伽、
日径15 0cm、 底径5 6cm

橙色6■iR8/6) 明赤褐色9 5YR5/8)

路 土師器 移動式篭 古墳後期 D43 土器群 1 黒 1 橙色(7髯 R6/0 貰橙色(7 5YRi/8)

二月中器 髭 古墳中ヽ

後期

Ｉ

灰

里
〓
暗

肩の張り強く、日縁部ゆるく外反。日径17 2cm 黄橙色(7封収7/8) 橙色(7評 R7/61

87 翻 土師器 事 H42 ヨ径 17 3cm 明褐色(7 5YR5/61 明貢褐色(lllYR6/6)

726 土 R巾器 鍵 F37 里
一

にぶい費袴色(1側R6た ) にぶい責補色(10Ⅵ調/3)

27 翻 土師器 甕 古墳後期 F37 皇
い

/1・向にスス付看。 灰貢褐色(10YM/2, 明赤褐色 (5YR5/81

87 i28 砲 土師器 啄 古塔後期 W2 望
い
ヨ径12 0cm 灰オリーブ色(dr5/3) 明貢褐色(2働7/6)

二
十
と9 土帥恭 高舅ヽ 吉墳前～中期 K38 星

¨
外面 ハケメ。内面 ケズリ。日径 18 5cm 明貢褐色(1鋭R7/6) 浴色(7開R7/6)

褐0 i4 土師器 高雰 古墳 中期 望
い

87 猪 1 留 土師器 高不 古墳 中期 不部と脚部を別々に作り接続。脚部に3万同に透かし。 橙色(75Ⅶ田/6)

解 土師器 高不 百墳後期 明褐色(75Y馬 /61 明禍色(75Yる/0
須薫器 邸蓋 出雲4期 醜 4 皇

【
対面 自然釉付着。器高4 0cm、日径12 8ct 灰色(N6/) 灰色(N6/)

須 思苓 14N蓋 出雲4期 賠灰 外面 体部に2条の沈繰文。内面 日縁部に1粂の沈線文。 明青灰色□W/い 明青灰色(5B7/1)

須悪器 不蓋 出雲4期 D38 里
”

縁妹色V5GY5/り
須恵器 不蓋 F43 天丼部にヘラおこし。 灰責色(25Y6/2) 灰色(「r6/1)

須恵器 不 出雲4期 陪灰 日径 13 1cm 青灰色もB5/D 灰白色(NI‐ /)

738 翻 須恵器 不 身 出雲6期 141 暗 1/k 回径9 6cm 灰色(10Y5/1, 灰色(10Y5/1,
‐
4 須恵器 皿 8c後半 里

¨
日縁部外反。 灰自色25Y7/り 貢灰色(25Y6/1)

87 740 留 須恵器 不 8c後半 里
ト
回緑端部をやや外側につまみ出す。 青灰色□岡 /1) 褐灰色(lσR5/1)

741 黎 須恵器 雰 7cラに 里
い
畷径78枷

742 雅 須恵器 啄 8c後半 上黒 畷嵐糸切り。底径94cm 灰色(5Y4/1) 灰色(5Y4/1)

87
‐
4 察思 器 14ヽ 絣作土 底面糸切り。底径6 8cm 灰色(10恥 /〕 灰色(lllY6/1)

8‐ 7製 i4 須恵器 高台 4寸郭 8c後半 G37 皇
¨
畷径 8 4eal 言火色(5Pど 6/り 育灰色GPB6/ユ

745 留 須恵器 高郭 古増後期 隠灰 暗青灰色6B4/1) 青灰色(5B5/1)

746 74 須恵器 局 恥 古墳後期 上黒 側柱部榮面 カキメ、十×|のヘラ記号。脚径140卿 暗青灰色(5B4/1) 青灰色6B6/〕

747 i4 察悪器 腺 Ц雲3～4期 ユ 暗灰 口稼剤蝋こ1条 の況潔天。顎罰射こ張状天。 緑灰色(7 5CJ1 5/1)

留 8 密 恵器 康 出雲3～4期 H40 望
¨
硼H鋭こ2条の沈線の間に櫛状工具による刺突文。 緑灰色(5G6/1) 緑灰色(5G6/1,

74υ i4 須恵器 瓶 暗灰 日径 12 7cm 青黒色6B2/〕 青灰色(5BG5/1)

μ 須悪器 提・In 皇
い
外回 カキメ。 灰色けr6/1) 灰色(5Y6/1)

解 恵器 一堕 E38 望
¨
底部外商 ロクロヘラおこし。ケスリなし。FA径 104cm 灰色(N6/) 灰色(5Y6/1)

752 馳 須恵器 L4o 里
ト
外面 カキメぅ内面 同心円当て具痕

`
灰色(『F6/1) 灰色ばr5/1)

753 μ 須悪器 大 餐 時139

土

日縁郡外 国に要がつく オリーブ灰色砂5GY5/1) オリーブ灰色9 5GY5/1)

754 留 須恵器 大変 H37 里
＾
外面 上より、波状文、2粂の沈線文、波状文奇 灰色(N5/) 青灰色(5P36/D

砕 須恵器 太 斐 !鰯7 71・ 回 {行 タタキ。円回 同心円当て具 IR。 暗灰色(N3/) 灰色(N6/)

f4 須恵器 大 甕 D38 望
¨
外向 半行タタキ。内向 司′しヽ出当て具反。 オリーブ灰色(5GY6/1) 青灰色(5PB6/1)

雅 製塩土器 H35 里
（

橙色lfOYR7/9 橙色(5YR7/6)

製塩土器 337 里
ト
砲弾形の器形か。 黄橙色(lllYR8/6) 黄橙色QttRy0

‐
l 黒色土器 高台付郭 039 里

一
内向 黒色処理される。底径76伽 橙色6YR7/81 黒色は5GY2/1)

中世土師器 郭 里
一
日経13 0cm 明褐色(7闘R5/6) 明褐色(7開R5/6)

甲世ill器 lTN 上 黒 日径134cm にぶい黄橙色ιば R7/41 にぶい黄橙色(1ばR7/3)

88 中世土師器 郭 上黒 茂貢橙色(10YR8/3) 蔑貢種色
『
5YR5/4)

88 75 中世土師器 郭 M87オイ鉄津分布範 底面 回転糸切。底径6 1cm 浅責橙色(7 5YR8/4) 橙色(7 FDYR7/61

那 75 甲世土F巾器 高台4寸不 底径 8,Ocm 明褐色(7 5YR6/6) 明褐色(7 5YR5/6)

88 75 中世土師器 皿 h137 底血 回転糸切。器高1 6cm、 日径66卿、底笹44伽 灰日色はOYRb/勃 茂貢橙色(10Y肥/3)

75 中世土師器 皿 上黒 底面 回転系切。器高2 0cm、 日径79的、底径37御 にぶい責橙色(1帆駅7/3) にぶい責橙色(10YR7/2)

甲世土ll器 皿 B7 塁
ヽ
日径84cm 浅黄橙色(lllIIR3/4) 浅責橙色(10YR8/4)

768 中世土師器 皿 H36 皇
〔
口径8 8cm 茂貢橙色(10Y配/4)

769 75 中世土師器 皿 138 上黒 日径■ 6cm にぶい責橙色(lllYR7/4) にぶい貢橙色(lllYR1/4)

7mJ 甲世主R巾器 皿 136 皇
〔
底面 回転糸切。底径3 2cm 橙色●研R7/0 橙色(7 5YR7/61

中世土師器 皿 136 里
い
底由 回転糸切。底径4 4cm 橙色(75YⅣ/61 蔑貢橙色(10YR8/4

75 中世土師器 柱状高台

付皿

12c～ 13c M37オ {鉄津分布範
囲

底面 回転糸切。底径4 0cm 浅貢色(251/3) 明質褐色(10Y酪/6)

中世土師器 高台付皿 M37鉄淳分布範囲周 橙色(75Y鸞/61 植色(75YV/6)

774 75 中世土師器 橋鉢 E43 暗灰 内面 カキメ 責橙色(7 5YR7/81 橙色鬱51R6/81

甲世土R巾蕎 盾 鉢 И l 暗狭 内面 条間4～5硼間隔の情日入る。 橙色95Ⅵ鼈/0 橙色95Ⅵお/8)

悪器 大 甕 里
¨

黒色(N2/) 淡貢色95Y8/3,

75 須恵器 大塞 里
ヽ
外面 格子ロタタキ。 黒褐色(2「r3/1) 曙灰責色(25Y4/2)

須思器 太 餐 ,37 里
〔
外国 冶十日タタ千。 黒色(10Y2/1) 暗灰黄色95Ⅵ/D

88 き器 大 型 上黒 外洵 搭十日タタキ。困向 同心円当て具反のちナД 肖し。 灰貢色¢5Y7/2) 灰責色(25Y7/妙

88 75 須恵器 大甕 M38 里
ヽ
外面 格子ロタタキ。内面 吊J毛目。 黄灰色(2♂r6/1) 淡責色(2 FDY8/4)

85 須悪器 太斐 呈
ト
外面 格子ロタタキ。内面 刷毛日のちナデ。 青灰色(5B6/ゆ 灰白色(25G略/1)

88 瓦質土器 層 り鉢 皇
〔
日縁端部に1条の況線文。体乱∫関向に播日。 橙色(7 5YR6/6)

88 7路 瓦質土器 鍋 1 鍋の脚部。 賭青灰色(翻 G4/D

784 傭前焼 店鉢 F40 内面 7～ 8条の橋目。日径32 4cm 略5と同一個体か。 にぶい赤褐色(25Ⅵ盟/3) 灰褐色6Y馳 /D
785 備前焼 層鉢 暗灰 内向 7～ 8粂で条間3～ 4mの積日。

‐
84と 可-4国体か。 にぶい赤褐色(2 5YR5/4 灰色(10Y6/1)

786 白磁 碗 自磁碗Ⅳ 里
ヽ
玉縁】犬の日縁。内外面 施釉。 灰自色(1018/〕 灰自色(10Y7/D

787 自磁 魔 自磁碗 V 37 上 黒 灰白色9 5GY8/1) 灰白色9518/1)
7路 白磁 高台付碗 自磁 C類 T42 暗夙 灰日色¢5YS/2) 灰日色GY8/1

789 75 青磁 愧 龍泉 5 捨乱 外面 花弁の中心に稜線の入る蓮弁文。内外面に施釉ぅ 灰オリープ色ぼr5/2) 灰オリーブ色(5Y5/2)

猾 0 青磁 高台付硯 寵泉 I類 表土 内面 見込みに草花文。内外面に施釉。底御 6cr オリーブ黄色●
「
r6/3) 青灰色(5PB5/1)

Ю l 青 磁 碗 llT40 色成土 内外向に施釉。 灰オリーフ色(5Y6/勃 /kオ リーブ色(5Y6/2)

青磁 皿

“

き古し オリーブ灰色(5GY6/1) 緑灰色(75G略/1)

75 青 磁 稜花皿 15c後半～

16c前半

141 禍乱 日縁部内向に線棋の文様。内外向に青く施釉。 明様灰色(10GY7/1) 明綜灰色(7 5GY7/1)

794 磁器 中国染付
皿

16c～ 17c

初

141 暗炊 外国 lTN旨トト部～局台に4条の圏線。円回 見込みの回線
内に文様。底径4 8cm

明緑灰色(10G7/1) 明緑灰色(5G7/1)

-267-



表9 1～ 3区土製品観察表
挿
図
番
号

遺
物
番
号

写
真
図
版

種別 器種 型式/時期 調査区 土 層 形態 文様の特徴 色調 (外 ) 色調 (内 )

2型 用途不明

土製品
縄文時代 C38

表面側に線状の傷。調整は摩減のため不明 (摩減していない部分がわず

力ヽ こ残っているがミガキカ加 されているよう1こ見える。)長さ8 25cm、幅8 1cm、
厚さ34伽

オリーブ黒色
(25Y3/1)

用途不明

土製品
縄文時代 C38

表血側に削られたような傷。手前側には扶られたような痕。裏面側に溝状
の筋が入れられる。調整はミガキ。長さ114m、 幅7 1cn、 厚さ5 0cm 黒色(25Y2/1)

399 ・D4 土製品
土器片転

用円盤
S103

弥生土器片の周囲を粗 く打ち欠いて成形。ごく一部を除き、削るな
どの整形はされていない。長径4 7cm、 短径4 6cm、 厚さ0 5cm、 孔径
0.6cm

橙色(7 FDYR7/6)
にぶい黄橙色

(10YR7/つ

407 54 土製品
土器片転

用円盤
SIC 4

弥生土器片の周囲を肖」り、きれいに整形 している。両面から穿孔さ
れる。外面に一部スス付着。長径 5 8cm、 短径 5 7cm、 厚さ0 4cm、 孔
径0 4cm

灰黄褐色 (10YR4/2)
にぶい黄橙色
QttR6/つ

408 M 土製品 土器片転

用円盤
S104

弥生土器片の周囲を削 り、きれいに整形。穿孔あ り。長径4 1cm、

短径4 1cm、 厚さ0 5cll、 孔径0 6cm
にぶい黄橙色

住OYR6/0 黄褐色Q「DY5/3)

475 土製品
土器片転

用円盤
SK23

弥生土器片の周囲を粗 く打ち欠いて成形。削るなどの整形はされて
いない。内面側から穿孔されているが貫通していない。長径6 6cln、

短径6 4cm、 厚さ0 8cm
橙色(7「DYR7/0 黒褐色(lllYR3/2)

格 土製品
土器片転

用円盤
3/136 里

【

弥生土器片の周囲は打ち欠かれたままの状態で、削るなどの整形は

されていない。両面から穿孔される。長径5 0cm、 短径4 7cm、 厚 さ
0 7cm、  子L准そ0 2cal

にぶい責橙色

(10YR7/3)
灰黄色95Y7/妙

℃ 土製品
土器片転

用円盤
K39

弥生土器片を打ち欠き成形。両面から穿孔。長径 5 9cm、 短径5 6cm、
厚さ09m、 孔径0 6cm 明黄褐色(lllYR6/0 橙色(7「oYR6/0

654 土製品
土器片転

用円盤
H39 黒 ユ

弥生土器片の両面から穿子しされているが貫通していない。長径躯航、
短径4 4em、 厚さ0 7cm

にぶい黄掲色

(lllYR5/4)

にぶい黄褐色

住Ⅳ R5/0

i3 655 土製品
土器片転

用円盤
H40

望
” 弥生土器片の内面中央に、径5m、深さ3 5dtの孔があけられ、その周りに

径2-4n」 lの浅い孔力もつ入れられている。また図の破面にかかる形で、径7
HH大の穿孔がある。外面中央にも径2dm大 の穿子しがある。孔はいずれも貫
通していない。長さ3 5cm、 幅3 1cm、 厚さ0 7ca

灰黄色95Y7/21 暗灰責色Q5Y5/2)

土製品
土器片転

用円盤
F44 曙灰

弥生土器片の周囲を打ち欠いて成形。周囲は打ち欠かれたままの状
態で削るなどの整形はされていない。穿孔 も認められない。長さ
67∞、幅6 3cm、 厚 さ1 4cn

にぶい黄橙色

(10YR7/4)

にぶい責橙色
(lllYR7/31

657 土製品 粘土塊 F38 里
ヽ

上面に指頭圧痕がよく残 り、部分的に棒状の工具痕 も認められる。
下面はなでられて平坦になってお り、刺突されたような跡が残る。
長さ4 7cm、 幅2.5cI、 厚さ15m

にぶい黄橙色

住OY留 /0

i3 658 土製品 (欠損品) G39 黒 1

上面は丸みをおび、下面はやや平坦になっている。手前側の側面に
は棒を押 し当てたような跡が残る。長さ4 2cm、 幅3.OcH、 厚さ2 9cn

にぶい黄橙色

住OY障 //4)
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表10 1～ 3区石器計測表

図

号

挿

番

物

号

遺

番

真

版

写

図

帳

号

台

呑
器種 調査区 遺構 土 層 石材 長さ(mm) 幅 (噸 ) 厚さ(mm) 重量 (g) 備 考

ユ 石 鏃 M2 皇
”

安山岩 3 085 平基式

2 石 鏃 SK10 安山岩 3 0銘 平基式

232 3 石鏃 SK10 安山岩 3 154 平基式

FD4 429 4 石 鏃 安山岩 3 平基式

醜 430 5 石 鏃 安山岩 2 凹基式

439 6 石 鏃 安山岩 3

659 7 石 鏃 F41 撹 乱 安山岩 平基式

660 8 石 鏃 G42 暗灰 安山岩 2 弱凹基式

密 9 石鏃 036 黒 安山岩 068 弱凹基式

662 石 鏃 H41 皇
〔

安山岩 3 弱凹基式

黎 663 11 石鏃 E〉41 里
”

安山岩 3 OM 弱凹基式

密 664 12 石 鏃 K40 里
【

安山岩 3 弱凹基式

密 665 13 石 鏃 皇
〔

安山岩 3 弱凹基式

砕 石鏃 F4ユ 里
一

安山岩 平基式

留 15 石鏃 醜 2 安山岩 21 3 071 弱凹基式

“

石 鏃 里
ヽ

安山岩 213 41 075 凹基式

17 石 鏃 F41 里
【

黒曜石 17 4 弱凹基式

密 18 石 鏃 G40 里
〔

黒曜石 3 087 弱凹基式

石 鏃 F42 里
ヽ

5 228 凹基式

石 錐 里
【

安山岩

672 石錐 D43 里
一

安山岩 11 033

密 673 石 錐 黄 1 安山岩 1■7 043

スクレーパー SK10 安山岩 80 6 2499

紹 674 スクレーパー F43 里
〔

安山岩 5 1707

i4 675 69 スクレーパー G41 里
【

安山岩 弱 13 2246

“

676 スクレーパー I「24 皇
ト

安山岩 4

‐
4 677 27 スクレーブヽ一 �

“

0 望
一

安山岩 4 12 FD8

“

678 69 スクレーパー F42 里
一

安山岩 825 12

留 679 スクレーパー 潟 8 里
い

安山岩 5 628

歿 680 69 スクレークヽ― C44 里
い

安山岩 7 2977

69 スクレーパー F4〕 里
ト

10 444

682 69 スクレーパー E38 里
ト

安山岩 84 7 石匙

683 69 スクレーパー F41 里
ト

8655

684 70 E44 里
【

安山岩 184

685 Ю UF 里
【

黒曜石

217 46 楔形石器 里
〔

安山岩

46 楔形石器 C44 里
〔

水晶 5別

440
‐
0 楔形石器 S107 黒曜石 斃 13

686 楔形石器 N38 望
い

黒曜石 16 4

687 襖形石器 里
い

黒曜石 7

688 楔形石器 C44 璽
い

黒曜石 9

楔形石器 F40 里
〔

安山岩 8

石核 P40 望
一

黒曜石 708

石核 醜 2 望
一

安山岩 4568

石核 F41 畢 安山岩 13 1989

石核 F42 里
い

安山岩 54 7814

石核 里
一

124 53866

打製石斧 D39 望
ヽ

456

打製石斧 D39 黒 3 1156 53 16493

441 70 打製石斧 100 27.2 15545

箭 i0 打製石斧 F42 里
【

疑灰岩 馳 11 5146
‐
6 696 Ю 磁 打製石斧 爵 9 里

【
14

硲 697 酪 打製石斧 F43 里
一

粘板岩 1122 31596

698 54 打製石斧 D44 里
〔

粘板岩 14 9031

磨製石斧 D40 里
ト

閃緑岩 498 37022

磨製石斧 SK09 閃緑岩 86 1156

225 磨製石斧 SKl19 閃緑岩 72 17762

699 磨製石斧 皇
ト

閃緑岩 1268 47818 大型蛤刃石斧

76 700 磨製石斧 F38 撹乱 泥岩 13 6982

招Э] 70 磨製石斧 D44 里
〔

閃緑岩 89 19756

紹Э2 70 磨製石斧 K39 里
い

閃緑岩 1222 24085

% 168 43 石錘 G38 里
¨

2139

24 169 石錘 H37 里
ヽ

13647
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石錘 E43 里
一

9697 切目石錘

石錘 S107 解 10649 切目石錘

77 703 石 錘 G39 里
一

3199

77 石錘 F42 里
〔

3921 切目石錘

77 石 錘 E40 里
ト

13 10222

246 48 磨石 敲石類 C38 1123 84 7靱 96 被熱している

47 400 Ю 磨石 敲石類 7451

706 暦石 敲石類 E41 糖 乱 1012 90984

77 707 ワ 磨石 敲石類 F42 暗灰 1271 65973

77 708 需 磨石 敲石類 IC39 里
〔

2140 被熟している

77 709

“

磨石 敲石類 1ヽ37 里
〔

87676

77 磨石 敲石類 」40 里
ヽ

1249 1032 1114964

石 皿 S103 266 104 10640

711 石 皿 G40 里
〔

204 6720

77 78 独鈷石状石製品 F42 里
一

25392

77 線刻礫 里
【

1263 78,3 113384

77 砥 石 D43 里
〔

4

77 715 砥 石 P37 里
一

9 1712

石 鏃 D44 理
一

安山岩 閉 3 平基式。五角形鏃

石 鏃 安山岩 2 平基式。先端部を欠損

石 鏃 S108 安山岩 6 085 平基式

石 鋏 D43 里
【 安山岩 平基式

石 鏃 D41 里
【

安山岩 24 3 弱凹基式。五角形鏃

石 鏃 D43 里
【

黒曜石 8 7 16 013 凹基式

石鏃 D43 里
ト

黒曜石 12 平基式。正三角形

石 鏃 F42 里
【

安山岩 3 平基式

石 鏃 K39 里
【

安山岩 平基式。先端部を欠損

石鏃 E44 里
一

安山岩 4 3 平基式

石鏃 安山岩 30 4 4 平基式

石IE 038 里
【

安山岩 221 068

94 石錐 醜 3 里
一

安山岩 3 084

石 錐 K38 里
【

安山岩 307

石錐 醜 4 暗灰 黒曜石 6

石錐 安山岩 17 068

スクレーパー F43 普
⌒

安山岩 横長

スクレーパー F42 黒 2 安山岩 15 336 横長。打点部に刃部

100 スクレーパー F42 里
小

安山岩 089 横長。打点部に刃部

スクレーパー F42 皇
〔

安山岩 33 53 9 2197 折 断

102 スクレーパー F43 里
【

更岩 22 6 679 打製石斧の欠損品?

103 スクレーパー M39 造成土 安山岩 074 折 断

189 スクレー 安山岩 6538

104 RF F42 里
い

安山岩 234

105 RF F43 里
い

安山岩

106 RF S104 安山岩 6

107 RF S104 安山岩 0酪

108 RF SЮ8 安山岩

109 RF A44 里
一

安山岩 234 3

D42 里
一 安山岩

ユ RF F42 里
ト

安山岩 247 228

K39 里
ヽ

安山岩 4 296

3 H36 黒
ヽ

黒曜石 255 128

4 RF D4 里
〔

安山岩 177

5 RF F4 望
一

安山岩 138

F4 里
【

安山岩 15

7 F4 皇
一

安山岩

RF 馳 里
ヽ

安山岩 103

RF F42 里
ヽ

安山岩

望
い

安山岩

RF H39 望
¨

安山岩 209 289

138 里
ヽ 安山岩 059

RF h437 里
【

安山岩

H39 黄 1 安山岩 074

RF F42 暗灰 安山岩 2 055

F43 暗灰 安山岩 223

G42 暗灰 安山岩

暗灰 黒曜石

安山岩
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UF 皇
一

安山岩 222 4

UF 望
一

黒曜石 151 7

132 UF E44 黒 安山岩

133 楔形石器 D43 里
ヽ

黒曜石 144

134 楔形石器 E41 里
ヽ

安山岩 285

楔形石器 E43 里
”

黒曜石

楔形石器 F40 里
〔

安山岩

楔形石器 L37 皇
〔

安山岩 398

楔形石器 hf38 里
一

黒曜石 206 楔形石器の削片の可能性

楔形石器 里
一

黒曜石 ユ 37]

楔形石器 μ l 里
一

黒曜石

楔形石器 F42 望
ヽ

安山岩 165 剥片の可能性

楔形石器 F42 黒 安山岩 237 6 292 楔形石器の削片の可能性

楔形石器 G36 里
ヽ

黒曜石 225

喫形石器 E43 暗灰 安山岩 楔形石器の削片の可能性

145 楔形石器 上黄 安山岩 766 2159

楔形石器 D44 里
〔

黒曜石 21

楔形石器 D44 皇
〔

黒曜石 楔形石器の削片の可能性

楔形石器 Cヽ39 造成土 安山岩 23

楔形石器 排土 黒曜石

楔形石器 安山岩 252

1 拠形石器 黒曜石 208 119

弦 石核 S106 安山岩 402 296 多面体。ランダムに剥離

石核 G41 里
一

安山岩 286 128 1779 剥片素材で求心的に剥 FfV

望 石核 H40 里
〔

安山岩 多面体。ランダムに剥離

石核 D43 里
ヽ

黒曜石 281 784 多面体。ランダムに剥離

石核 E)41 里
一

安山岩 石核の打面再生剥片?

石核 D43 里
〔

安山岩 3186 剥片素材で求心的に剥離

打製石斧 S108 花尚岩 17 10145

打製石斧 皇
一

泥岩 9573

打製石斧 里
【

花両岩 8 4745

1 打製石斧 里
【

泥岩 1635

石錘 ? C44 里
一

41154 半分欠損

163 石鍾 黄 6892 半分欠損

石錘 I「42 里
ト

8538 切目石錘

165 石 鍾 F42 塁
〔

674 切目石錘。大半が欠損

166 石 錘 F39 里
一

66 6205

石錘 038 里 4406 半分欠損

168 磨石 敲石類 H37 里
〔

2965

169 磨石 敲石類 鎚 9 60179

17Э 磨石 敲石類 D39 里
い

72 45976

171 磨石 敲石類 L37 皇
【

156 803 197489

磨石 敲石類 D39 里
【

123 104 F。

4 98593

磨石 蔽石毅 D43 里
【

84 22864

174 磨石 敲石類 D43 黒 156 51 半分欠損

磨石 敲石類 E坐 里
ヽ

43881

磨石 敲石類 F40 里
い

6 73046

磨石 散石類 里
い

半分欠損

磨石 敲石類 里
い

124 92 1458 一部に被熱が見られる

磨石 敲石類 皇
〔

46067 半分欠損 一部に被熱が見られる

磨石 敲石類 G41 皇
い

886 79931

磨石 敲石類 139 皇
一

1095 651 3636

磨石 敲石類 K38 里
一

1164 1067 91637

磨石 敲石類 聴 9 里
一

i21 31576 一部に被熱が見られる

184 磨石 敲石類 L38 里
一

804 84505 一言Islこ被熟が見られる

185 磨石 敲石類 皇
一

108

186 磨石 敲石類 C型 撹乱 74 54117

189 磨石 敲石類 H39 里
【

133957

磨石 敲石類 K38 里
一

H48 75738

磨石 蔽石類 K38 989 101492

192 磨石 敲石類 S109 1208 849 88252

187 石 皿 K39 望
【

202 8520

193 石 皿 G39 里
”

282

188 不明石製品 醜 0 里
【

6384 周縁部を敲打で加工。敲石 ?
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表11 1～ 3区剥片計測表
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番号 地区名 遺構名 属位 石  材

融 安山

06

0蹟 安山岩

懺
一隠計
弧
山

315

316

■
一Ｉ

06(

064斗
と山
:山033

186 04(

L38 03( 一卿
322

323

」41 021 知
一

215 07

2鑽

3 234 0執 I 安山岩

C44
|

041

yO
|

394 1091

脇 1
|

061

P/13

醜 3

138
とと41卦|~ 泥岩

醜 4 |
254`

350 111

259計F39
|

泥岩

187

45計
H41 237 4 可 泥 君

K40
|

黒 1 122 015

路 8 |
l 安山お

■99
98料M37

|

絆 302 237 048

L37
|

38

F41
|

061

7241斜

374 E43
|

暗灰 l認 2■ 21 水

F43
|
暗灰 25

141
|

20
07封

384 1 slo8  1

番号 地区名 グリッド名 琶構名 層位 石 材

里
一

絹 026

灰

山岩

260 98 2251 則
麺

里
一

3771 III

袢 安山

安山

安山前
山

H4] 2201
安山岩

228 275

黒 1 076 029

138 黒 1 187 110
2R含 甲234

235

Ｈ

一Ｈ 037

242

243

1[

1[ l tlb

139 黒1上層 200 Oi‐

249

250

Ｉ

一Ｈ 縣」も 安山岩

096 057

K39

rx40 里
一

217

029

O i2

S104 227 173

283 睛
284

285 畔
181

288 028

l o4

216
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表12 1～ 3区 鉄関連遺物観察表
図

号

挿
番 械ｈ

真

版
写

図
遺 物 名 地区名

計測値 (cm) 襲
①
鰺
度
メタ,レ度 備 考

長さ 幅 厚さ

鉄製品 (鏃 ) 1区 SЮ5 5 銹化 (△ ) 表、裏面に木質の矢ばさみ痕を残す鉄鏃。腸挟は浅いV字状。木質は最大長さ23伽
で、先端音Rま細く整形されている。最大幅は6 5anを測る。

醜 鉄製品

(袋状鉄斧 )

1区 S106 7 特L(☆ ) 小型の袋状鉄斧。狽‖部が平坦気味で、刃部はほぼ原形を残す。頭音Ⅲま小さく欠けて
いる可能性があり、袋部は上面の大半が欠落している。断面形状はきれいな箱形。メ
タル都は刃吉Бや側言焉の一音Бを除き残りが良い。

92 炉壁 (鍛冶 )

1区M37
イーa

21 な  し 内面が津化して小さな垂れが目立つ炉壁片。左側が内側にせり出すのは羽目沿いの
ためか。中段に横方向の粘上の接合痕が残る。胎土は微細な石粒や津片を混じえた
もので、籾殻も混和されている。

92 毘 炉壁 (鍛冶 ) 1区M37
ウーa

3 な  し 内面がやや厚く淳化した炉壁片。洋化状態はFlの炉壁片と似る。津化の最大厚み

92 F3 炉壁 (鍛冶 ) 1区M37
イーf

7 銹化 (△ ) 内面力荘訳津化して左右で浮質の異なる炉壁片。左狽‖は最大厚み力ψ5cm近い鍛冶
津質。右側は炉壁または羽口先出来の粘土質。津音騨よ中小の気孔を残す半流動状。
胎土は前2者と似ており、籾殻の混和が目立つ。

F4 炉壁

(板屋型羽日付き)

1区 1妥 7 5 なし 羽口体部と鍛冶炉の炉壁から炉壁溶解物が接した資料。羽日側は外面が青黒く津化。
胎土は粗い石英質の石粒を多量に混じえるもので、わず力ヽ こスサが含まれる。炉壁側
は内面が垂れ気味。胎上には微細な砂粒やスサ 籾殻を含む。

92 F5 羽日(板屋型羽
回 先端部 貨巻
き痕付き)

1区M37
アーe

4 な  し 分析資榊 αl 言羊細観察表参照。

92 F6 羽口(板屋型羽
口 先端部 貨巻

き痕付き)

脚
為

2042 4 な  し 外面に貨巻き痕を残す、費巻き作りの羽口先端都破片。羽日の外径は12cm前 後。右
側著Hよ羽日の先端部で、きれいに津化している。下面中央部には通風了L部が残る。
通風孔径は3 5cm前後。胎土は粗い石英質の石粒を多量に含むもので、短いスサを
混和している。下手狽Jの肩部には鍛冶炉の炉壁上が塊状に貼り付く。羽日としては先
端部 lFlから見て左側下部破片。

F7 羽口(板屋型羽
口 先端部 )

1区M37
オーd

3お 347 5 な  し 下面に通風孔部を残す羽日先端部破片。右側部はきれいに津化して垂れる。通風
孔内面には微細な発泡したような津が残る。孔径は3cn前後。胎土は石英質の石粒と
スサをわずかに含む。

F8 羽口(板屋型羽

口 先端部 )

1区 6 な し 通風孔部の残る羽口先端部破片。先端部は津化してわずかに垂れる。通風孔部の

先端寄りに1よ小さく発泡した津を残す。孔径は3cm前 後。胎土は石英質の石粒とスサ
を混えるもの。

F9 羽口(板屋型羽

口 体部 費巻き

痕付き)

1区M37
オーb

2 な し 外面に賽巻き痕を残す羽口体部破片。内面には通風子L部の壁面を残す。外径は11
～12cm。 羽日の肉厚は4 5cm。外面は灰色に被熱。他に小破片を3片伴う。

工具付着津 1区M87
ウーc

1 な し 最大厚み2mnlほどの工具付着津。外面は流動状で、径 lcnlほどの九棒状の工具外面
で形成されたものか。津はややガスを含む。

工具痕流入津 1区 243 な  し 断面形が円形の棒状の工具痕流入津。左側が広がり気味で、上面は平坦となる。右
側部の径は1 5cn大 前後。全体に気孔が散在する。

流出子し滓 1区M37 2 な  し 幅35伽ほどの流動滓の先端部破片。下面は樋状で、長軸方向にはやや弧状に曲が
る。上手側の側面には別単位の細い流動津が重層する。微細な気孔が全体に散在。

流出子L澤 1区M37 2 な  し 石方向に向かい広がる流出孔津または流出溝津の破片。左端部では外周部の津が
固化した後にも芯部の津が流動しているためしわが生ずる。気孔は残るが津はやや
緻密。

流出子L津 た区M87 2 な  し 左右に破面を持つ流出孔津破片。上面寄りには気孔が大きく発達し、下半部の津は
A4t密。下面は舟底状で突出部力港ケ所に生じている。これは流出孔底の工具痕による
ものか。下面に粉炭痕と炉壁粉の圧痕が目立つ。

流出子L淳～溝淳 1区M37
ウーd

2473 2 な  し V字状の横断面形を持つ、流出孔から流出溝に力」ナての津破片。上面はやや乱れて
いるが、全体的には平坦気味。左右の側部が主破面。下面は強い舟底状で、突出部
は工具痕流入津か。右端部には別単位の工具痕を残す。津中のガスは抜け気味。

流出縛津 1区L37
イーj

3 な  し 石端部で津が止まっている、流出溝津の先端部破片。主破面は下手側左手。横断面
形は九棒状。齋Aよよく抜けている。

流出溝津 1区M37
ウーa

3 な し 左右の側部が破面となった流出溝津破片。上手側の側部がやや乱れた木炭痕主体
となるのはF16毘 0と似る。下面はきれいな樋状●宰は緻密。

流出溝津 1区M37
ウーa

33Э 9 3 な  し 分析資料lWQ2 言羊細観察表参Лξ。

流動津 1区M37
ウーむ

2854 2 な  し 上下面に微細な木炭痕を残す流動津。F20と似る。左右の側都と下手側の側面が破
面。ガスがよく抜けている部分と抜け切れてない部分が共存する。粉炭層にもぐり込む
ような形で生成か。

F20 流動津 1区M37
ウーb

123 2921 1 な  し 前者と基本的には似た流動津。左側面と上手側の側部が破面。右倒部は九みを持
った津先端部。上手の右側には別単位の津が重層。流出孔津の可能性もあり。

98 F21 炉内津 ? l区 4967 6 H(○ ) 側面4面が破面となった含鉄鉄津。含鉄部は上半部で、下半部の津は結晶が大きく
肥大。そのためか破面がきらきらと輝く。下面は炉壁または炉床土に接した面で全体
的に平坦気味。大型の精錬鍛冶津または炉底塊の中核部破片か。

93 F22 炉底塊■流出孔
津

1区M38 15627 6 銹化 (△ ) 分析資朴No3 詳細観察表参照。

93 F23 不明津 (工具痕
流入津部付き)

1区M37
ウーb

13801 4 な  し 幅広いV字状の断面形を持つ不明津破片。左右の側部が破面。上面中央部が左
右方向に浅く窪む。下面中央音日こは丸棒状の工具痕流入津部を残す。左端部が上
に向かい曲力ちているのはF15と 同じような特色である。

93 彫 4 不明津 1区A437

ウーb
23600 5 な  し 左右方向に長手の不明津。上面は浅い皿状で右側部は全面破面。上面には短軸

方向に向かう溝状の窪みや突出部を持ち、工具痕の可能性もあり。下面は長手の椀
形でやや荒れている。

銘 F25 不明津 1区M37
エーg

4760 6 な  し 横長の大形の不明津。左側部が全面破面でそれ以外は生きている。上面は大きな波
状で、左寄りの中央部が窪んでいる。表面全体に木炭痕が残る。側面から下面はや
や凹凸のある傾斜面で、底面中央部は段をなして突出する。津は内部にも粉炭痕や
粗い気孔を残す。F24～ F30は 形態の一定しない性格不明の津群である。

F26 不明淳 1区 M37
エーg

153 55600 4 な  し 椀形の断面形を持つ大形の不明浮破片。上手側の側面がシヤープな破面。底面は

重層しており、除間が 1 5cllほど生じている部分もある。また、右手狽‖部には別単位の

津が接合している。それぞれの津の側面中央付近に、斜め下方向に向かう工具痕流
入津と推定される突出部をもつ。津は緻密で、気子いま上から1/3の 範囲に集中する。

F27 不明津 (含鉄 ) 1区N39
SD02

121 114 22000 5 銹化 (△ ) F26の 上半部の津に似た不明津。上下面が生きており、上手側の側面を除いて、シャ
ープな破面に囲まれている。下面はきれいな椀形で、表面の一部に灰黒色の炉床土
が固着。土質はFl～F4と同じで、関連陛が窺われる資料である。気了uよやや説在気味。

F28 不明津 (含鉄 ) 1区 M38 212 26C100 7 銹化 (△ ) 上面を中心に厚い酸化土砂に覆われた不明津。左狽‖部上手が破面で、それ以外は
生きている可能性が高い。下面の右半分は木炭痕や気孔の目立つ破面で、がさがさ
したした質感。左下手側は二段気味。
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F29 不明津 (含鉄 ) 1区M37
オーa

68200 5 銹化 (△ ) 分析資紳 oヾ4 馬羊細観察表参照。

F30 不明津 (含欽 ) 1区 M38 6 H(○ ) やや長手の楕円形平面を持つ不明津。大きく2つに割れているが同一個鉢。横断形
はきれいな椀形で、大きい方の破片の上面には別単位の津がつくとして復元実測した。
本体は内部に粗い気孔を多量に残し、上面中央吉Ыよスポンジ状の外観を持つ。下面
は浅い椀形で木炭痕と炉床土の痕跡が残る。

F31 椀形鍛冶津
(中 )

1区h137

ウーb
4082 5 な  し 椀形鍛冶滓の半欠品。左側都のみが破面となる。両面の中央部に比べて肩部が傾

斜し、1 5cm大 の木炭痕が目立つ。下面は浅い椀形で木炭痕に覆われている。下面は

部分的に緻密。

FB2 椀形鍛冶津
(中 )

1区 19555 6 な  し 2片が接合する杭形の津。上下面が生きており、上手側から左側面に力‖ナてが破面。
大きさは違うが、肩部が傾斜して部分的に窪みを持つ点は前者と似る。下面は椀形で、

炉床土が広く回着している。下手側の側面には工具痕流入津が棒状に突出する。破
面は上位ほど気孔が粗い。

95 F33

椀形鍛冶津

(中 含鉄 )

1区M38 7030 6 銹化 (△ ) 酸化土砂に覆われた椀形鍛冶津の側部片。左側面と下面の一部が主破面で、肩部
にも小破面を残す。上面は中央寄り,h/1ヽ高く、肩部に向かい緩やかに傾斜する。破面
は級密でやや比重が高い。

96 F34 拠 形 疎 信 梓

(中 含鉄 )

lttM37 10326 4 銹化 (△ ) 分析資料血5 篤羊細観察表参照。

96 F35 椀形鍛冶淳
(中 含鉄 )

1区G42 8428 9 H(○ ) 平板な椀形鍛冶淳の中核部破片。部分的に酸化土砂がこぶ状に発達する。肩部は

3方が明瞭な破面で、残る一方も破面の可能性が大。上面は皿状に窪み木炭痕が散
在する。下面は生きているが大きな波状で、椀形鍛冶津としては乱れている。含鉄部
は上下面の各所に点在して第り、津中に鉄が散った状態か。

96 F86 椀形餓治浮

(中 含鉄 )

l EXIWB7

イーc
183a 8 M(◎ ) 下面のみが生きている含鉄の椀形鍛冶津片。津内部にも1～ 2cm大 の木炭痕を多量

に残す。含鉄部は分散か。右側部の酸化土砂中に青光りした薄い鍛造剥片が含ま
れている。厚さは0 12Faを計る。上下逆の可能性もあり。

96 F37

椀形鍛冶津 ?

(小 含鉄 )

1区WB7
アーg

1068 7 M(◎ ) 椀形鍛冶津の肩部片または流出溝津の破片。上下面と側面の一部が生きており、上

手側の側部は含鉄部のため酸化土砂力可享い。内部にも気孔が多く、外面から隙間が

観奈される。

R8 椀形鍛冶揮?

(極小 )

1区M37
ウーa

3 な  し 側面や下面の凹凸力ヽ まげしい津資料。右側面は破面の可能性を持つ。凹凸を残し
ながらも上下面は平坦気味。さら1こ大きな津の端部片の可能性も残る。

F39 椀形鍛冶津?

(極小 含鉄 )

1区M37
イーc

27 7 H(○ ) 含鉄部を中核部に持つ津片。上下面が生きており、側言Ⅲよ破面の可能性が強い。内
音Ыこも不定形な気孔を持ち、木炭痕も残されている。

F40

椀形鍛冶津
(極小 含鉄 )

1区M37 51 8 H(○ ) 扁平な椀形鍛冶津破片。左右の側部が破面で、短軸側の側部はかろうじて生きてい

る。肩部には本炭痕がやや食い込んでいる。上面の酸化土砂中に厚さ003Шと極め
て薄い鍛造剥片を噛みこんSヽる。

F41 椀形鍛冶津

(極小 含鉄 )

1区M37
オーg

8 M(◎ ) 酸化土砂に稜われた椀形鍛冶津の中核部破片。上下面は生きている可能性が高く、
側面3面が破面。上手狽J端部ではわずかながら肩部が生きている。含鉄音隅よ左狽1の

中核部。全体観はF43(分析NQ7た似る。

F42 椀形鍛冶洋

(小 含鉄 )

1区M37
ウーa

2醜 5 7 M(◎ ) 分析資料NQ6 言羊細観祭表参照。

F43 拠 形 転 債 辞

(小 含鉄 )

ユ区 M37 8 L(0) 分析資料lfQ7 言羊細観察表参照。

F44 鍛冶津(含鉄 ) 1区M37 7 L(● ) 薄板状の含鉄の津。表面には酸化土砂力渡訳、磁着度が7と高いため鉄製品の破片
の可能性も残されている。

F45 鍛冶淳(含鉄 ) 1区 4ユ 7 L(0) 厚い酸化土砂に覆われた含鉄の鍛冶津片。左側部が破面で、微細な気孔を持つ津

部が露出する。含鉄部は中核部か。小形の椀形鍛冶淳の可能性を残す。

F46 鍛冶津 (含鉄 ) ユ区 h137 589 7 L(● ) 放射割れから一旦、分解してしまった含鉄の津。酸化土砂は厚い。上下面は椀形で

含鉄の椀形鍛冶津の可能性が強いカミ酸化土砂のため断定はできない。

F47 鍛冶津 (含鉄 ) 1区M37
イーc

35 8 L(● ) 分析資料lfo8 詳ネ田観察表参照。

F48 含鉄鉄滓 1区M37
ウーa

455 7 銹化 (△ ) 一見、再結合澤のような質感を持つ含鉄鉄津。上下面は生きており、手前側の側部を
中心に破面が広がる。津と酸化物が混在し、放射割れもわずかに生じている。

F49 含鉄鉄津 1区M37
イーc

1764 6 銹化 (△ ) 平面、不整多角形をした含鉄鉄津。全体観は側部の立つ樋状で、右方向に向かい

幅が狭くなる。含鉄音日よ上面中央部寄りとなる。含鉄の椀形鍛冶津端部または板屋

型鍛冶炉の流出孔津の可能性を残す。

F「D0 含鉄鉄津 1区M37
ウーe

7 H(○ ) 分厚い酸化土砂に覆われた塊状の含鉄鉄津。津吉隅よ下面の中央部にわずかにのぞ

く程度で気孔と黒錆が確認される。外形は小さな杭形を示す。

含鉄鉄滓 1区 524 7 H(○ ) 津部と小礫主体の酸化土砂がオロ半ぼする含鉄鉄津。上下面はやや椀形で、左右側

部と上手側が破面。含鉄部は上面上手肩部の小範囲か。F49の 一部と似る。

F52 含鉄鉄滓 1区M37
ウーa

284 5 M(◎ ) 厚い酸化土砂に稜われた含鉄鉄津。上下方向に厚みを持ち、側部は全面破面の可

能性大。上半音Rこ放射割れと錆膨れが見られる。合鉄の椀形鍛冶津の中核部破片か。

含鉄鉄津 1区M37
ウーa

50.1 6 M(◎ ) 厚板状の含鉄鉄津破片。右側が新しい破面で、黒錆の吹いた含鉄部が露出する。
破面で見る限り主体は鉄部となる。それ以外の表面は厚い酸化土砂に覆われる。上

下逆の可能性を残す。

F54 含鉄鉄津 lttM37
ウーa

27 8 L(● ) 平面、不整形棒状の含鉄鉄津。上下面は生きている可能性が高く、側面は全面破面
と推定される。表面の酸化土砂には放射害」れが入り始めている。含鉄部は中核部で、
やや左寄り。含鉄の抗形鍛冶津の可能性あり。

F55 含鉄欽澤 1区M37
オーc

8 L(0) やや厚い酸化土砂に覆われた塊状の含鉄鉄淳。含鉄音Ⅲよ中核部で、外周部には不

規則に津片を含む酸化土砂が回着する。放射害Jれあり。

含鉄鉄津 l ttL37 635 8 し(0) F54と やや似た透過X線像を示す含鉄鉄津。上面はやや平坦気味で、下面は浅い椀

形。含鉄の椀形鍛冶津の肩部破片の可能性が高いが、酸化土砂のため断定はしに

くい。

F57 含鉄鉄津 l ttL37

ウー,

823 9 し(0) 平面、不整三角形をした含鉄鉄津。上面は平坦気味で、下面は椀形に突出する。左

右の側部が破面。含鉄の椀形鍛冶津の可能性が高いが、断定はできない。内部には

隙が多い。

F58 含鉄鉄津 1区 M37 8 し(0) 平面、不整多角形をした扁平な含鉄鉄津。上手側と左手側の側部が破面。小形の

含鉄の椀形鍛冶津の可能性が高いが、断定はできない。

F59 含鉄鉄澤 1区L37
イーi

1070 9 L(0) 分析資料NQ9 言羊細観察表参照。

F60 含鉄鉄導 1 区M37 115.1 6 特 L(☆ ) 厚い酸化土砂に覆われた合鉄鉄津または鉄製品破片。透過X線像では合鉄部が全
体に広がっているように見えるが、磁着度は低めとなる。表裏面に放射割れが入り始め
て▼ゝる。

F61 含鉄鉄津 1区 L37 57 2136 特 L(☆ ) 分析資料llo10 詳細観察表参照。

F62 鉄製品 (鍛造

品)釘 ?

1区 F42 5 銹化 (△ ) ゆるやかなS字状に曲がつた釘状の鉄製品。横断面形はやや長方形にも見えるが、錆
膨れによる変形であろう。頭部に見えるのは貝殻状の錆膨れ。釘とすれば両端都が欠
落している。

97 F63 鉄製品 (鍛造
品)釘 ?

1区 K40 2 H(○ ) 円形断面の棒状の鉄製品。上手側が欠落し、先端音μま完存する。釘とすればやや長
めとなろう。
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F64 鉄製品 (鍛造

品)釘 ?

と区M37 5 H(○ ) 釘または鏃の墓部の破片。両端部が破面になっており、わずかに曲力ちている。横断
面形はやや長方形。

F65

鉄製品 (鍛造
品)薄板状不明

1区 07 7 H(O) 薄板状の鉄製品破片。平面形はやや楕円形気味で、右側部が破面となる。放射害1れ
や剥離が確認される。放射割れや透過X線像から見て、硬度の低い鉄製品の可能性
をもつ。

F66 鉄製品 (餓造品

楔 )

1区M37
ウーa

7 M(◎ ) 厚い酸化土砂に覆われた鉄製品。楔状で、刃部の先端部が一部欠けている。放射
割れが広がる酸化土砂中には粉炭や淳片を含んでいる。一部に黒色の鍛造剥片が
認められる。F72(分析資料Noll)に似る。

F67 鉄製品 (鍛造

品 )止め釘 ?

1区M37
オーc

5 L(● ) 釘状の鉄製品の頭部寄り破片。体都側の端部は破面となる。鉄部の残りは芯部で良
好。止め釘または舟釘か。頭音隅よ頭を平板化することイこより成形されている。

F68 鉄製品 (鍛造

品)楔

1区M37
オーc

4 L(0) 小形の楔または甕片。先端音Ⅲよ小さく欠落する。頭部はわずかに横に広がり気味で
既使用品か。全体に黒錆が吹き、割れも走る。M37グリッドから出土した鉄製品の一
部には故鉄が含まれている可能性が高い。

F69 鉄製品 (鍛造
品)模 ?

1区141 259 4 L(0) 細身の楔状の鉄製品。頭部が平坦気味に成形されており、先端音Ыよ完存している。
銹化が進んでいるが、鉄部が然部中程から頭音隅こかけて残る。酸化土砂が厚い。

F70 硲 鉄製品 (鍛造

品)鏃

1区 P38 L(0) 先端部が完全に欠落した茎部を持つ鉄鏃片。関は全周し、わずかに広がり気味。先
端部の形状は不明。関から刃部にかけての中央部にわずかな隙間が透過X線像で
は確認される。製作手法に関わるものであろう。

97 巨Yl 鉄製品 (鍛造

品)楔

1区M37 7 特L(☆ ) しつかりした楔である。横断面形は長方形で、長軸方向にはやや弧状に曲がる。頭都
の変形力ヽ まとんどなく、未使用品か。鉄部の残りは先端を除き良好。

97 Ⅳ 2 鉄製品 (餓造

品)楔

1 区M37 7 特L(☆ ) 升祇資料llQn 詳細観察表参照。

97 F73 鉄製品 (鍛造
品)棒状不明

1区 H41 827 6 特 L(★ ) 方形断面を持つ棒状の鉄製品。外見的には太さが場所により異なるようにも見えるが、
透過X線像では7mm径のしっかりとした棒状となる。両端部は破面とは判断できず、完
形品か。撹舌し出土品で、時期的にはやや新しい可能性をもつ。

F74 鉄製品 (鋳造
品)鍋 ?

1区K38 6 H(① ) 厚さ3HJl弱 の薄手の鋳造品破片。気孔は見られず、錆膨れが比較的目立つ。やや小
型の鉄製品の破片か。

F75 鉄製品 (鋳造

品 )

ユ区M37
オー宮

8 H(〇 ) 表裏面に酸化土砂の厚い鋳造品破片。透過X線像ではかすかに気孔が確認される。
反りもわずかながら存在する。鍋破片か。

F76 鉄製品 (鋳造
品 )

1区M37
エーf

5 L(● ) 外周部の銹化が進んだ鋳造品破片。内面は浅い皿状で外面の中央部に別部品のよ
うな含鉄部が突出する。

F77 鉄製品 (鋳造

品 )

1区 6 L(0) 厚さ4剛程の鋳造品破片。わずかに5A状で表面には放射割れと黒錆が生じ始めてい
る。透迎 (線像では5nt大 以下の気孔が散在し、鋳造品としては不良品と考えられる。

Ⅳ 8 鉄製品 (鋳造

品 )

1区 17 6 L(0) 表面が分厚い酸化土砂に覆われた鋳造品破片。微細な気孔が確認され、中核部の

下手寄り1こ含鉄部が残る。右側部には放射害Jれあり。

F79 鉄製品 (鋳造
品)

1区 M37
ウーa

6 L(0) 分析資料lWo12 詳細観察表参照。

F80 辻状津 1区 M37
オーc

a な  し 分析資料h13 詳細観察表参照。

F81 鍛造剥片 1区 M37
オーc

7 な  し 分析資料h14 詳細観察表参照。

98 F82 再結合津 (含鉄 | 1区 M37
ウーa

1360 7 H(○ ) 分析資料NQ15 詳細観察表参照。

隅 再結合津(含鉄 ) 1区 M37
ウーb

3248 6 Щ①, 平面、不整楕円形をした再結合津破片。左側部が主破面で、右手に向かい徐々に薄
くなる。再結合の母体は1 5cm大 以下の津片で、主体は3anl大 程度の粒状の津片であ
る。合鉄都は上面中央部に顔を出している部分で、鉄製品の破片の可能性をもつ。
幅は1 5cm、 厚みは3～4mmを 計る。

F84 再結合津 (含鉄 ) 1区 M37
ウーa

65 4110 6 H(O) 樋状の外形を持つ再結合津破片。左側言Ыよ凹凸力ヽ まげしく、破面と推定され、右側
部は生きている。再結合する滓片がやや/11く、磁着は分散する。

F85 再結合津(含鉄 ) 1区 M37
ウーb

14059 4 H(① ) 厚さ6vllほどの扁平な再結合津破片。上面の右手寄りと下面全体が生きており、側部
は全面破面となる。再結合の母体は1帥大以下の津片で、やや層状となっている。浅
い窪みで形成されたものか。含鉄部は下面右寄り。

100 鉄製品 (鋳造品
鍋 )

1区 139 1426 8 特 L(☆ ) 分析資料NQ16 許率B観察表参照。

100 一

２

鉄製品(鋳造品

鍋 日縁部～体部)

1区 139 6 L(0) 有段の短い日縁部をもつ鉄鋼破片。日縁音日よ小さく1まり出して立ち上がりは短い。体
部も立ち上がりがやや急となる。厚みは5mm弱。鋳造の鉄鍋としてはやゃ古手の形態を
とる。

100 一

３

鉄製品 (鋳造品

鍋 口縁部～体
部 )

1区 139 172 3326 8 特L(☆ ) 前者と同様の有段の鉄鍋破片。口縁部のはり出しは約1 5cmで、立ち上がりは約1伽を
測る。日唇端音Ⅳまわずかに内傾する。放射害」れが入り始めており、一部はセメダインで
接合している。また黒錆も放射割れに沿ってにじむ。

100

4

鉄製品 (鋳造品

鍋 日縁部～体
部 )

1区B9 4727 7 特L(☆ ) 前者と同一個体と推定される鉄鍋破片。有段の日縁部から体部にかけての破片で、
体部の厚さは約4mmを 測る。日唇部の幅は5ml強 。構成された鉄鋼片としては最もしっ
かりしている破片である。

一

５

鉄製品 (鋳造品

鍋 日縁部～底
部 )

1区 139 5655 5 特L(☆ ) 有段の鉄鋼の日縁部から体部をへて、底部までが残る大型破片。日縁部の高さは約
lemで体部の高さは13 3cm前 後。底部に力司ナてはやや丸みをもった変換部をへて浅い

皿状の底部にいたる。日縁部の張り出しは内法で約15m、外法で2 5cmとなる。内面
の一言Ыこ酸化土砂がこぶ状に残り、放射割れや黒錆も目立って発達する。

一
６

鉄製品 (鋳造品
鍋 体部～底部 )

1区 139 7 符L(☆ ) 鉄鍋の体部から底部までの破片が重層している資料。各破片や部位により厚みに差
があり、内部の気孔も日立っている。鋳造品としてはやや不良品で、ガスが抜けきらず
厚みにもtずらつき力ち り、破損したものか。左側部下面に国着する破片は底部破片か。

一

７

鉄製品 (鋳造品
鍋 底部 )

1区 139 126 8 特L(★ ) 浅い皿状の鉄鍋の底部破片。外周部は全面破面で、厚みは4umから5mm強を測る。上
手側の俣J部破面は体部の立ち上がり付近か。

103 F87 鉄製品 (鍛造品
刀 )

2区 SK37 252 2012 6 H(○ ) 2つに書」れているが、ほぼ全形の分かる短刀である。切先力訴Bくとがり、刃部の最大幅
の位置は≧端部から105帥 ほどである。両関で背側の関は茎先端部から8cm前 後。
茎には目釘孔が確認され、端部から5 3cmの 位置に径4ma弱 の楕円形の孔として確認
される。鍛接線は直線状で全体に素直ながら、目釘孔から茎にかけてがやや乱れてい
る。装具や木著印よ透過X線像では確認できないが、遺物そのものには茎先端部から刃
部に力W)て木部力遊びとびに残されている。

F88 炉壁 (鍛冶炉 ) 2区D44 2 な  し 内外面が津化 発泡して内面に垂れが残る炉壁片。胎土はやや砂質で、色調は灰白
色である。石英質の石粒が黒色ガラス質の中に点在する。

103 F89 炉壁 (鍛冶炉 ) 2区D44 3 な  し 内面が黒褐色のガラス質に津化した炉壁片。右半分がガラス化が強く、左半分はや
や鍛冶津的である。裏面には粗い砂粒主体の炉壁上が残る。わずかに籾殻を混和し
ている可能性をもつ。

103 流出孔澤 (含
鉄 )

2区B45 4 銹化 (△ ) 最大幅3 4cmほ どの薄手の流出孔岸の破片。長軸の両端部が破面で、気孔は上面
寄りにわず力ヽ こ残る。上面は波状で下面は浅い樋状。板屋型鍛冶炉に伴うものか。

103 F91 流出孔津か椀形
鍛冶岸(月 含ヽ
鉄 )

2区B44 2326 5 H(① ) 平面、不整円形をした含鉄の椀形鍛冶津または流出孔滓。上下面、側面ともに自然
面と破面が混在する。津はやや緻密で、含鉄部が上面上手側に確認される。下面の

中央部には暗褐色の炉床土または流出溝底の上砂が回着する。
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F92 椀形鍛冶津 (中
含鉄 工具痕付
き)

2区〕3 4018 9 H((9) 上下苗が部分的に駿化土砂に覆われた含鉄の椀形鍛冶澤片。側面はほぼ全面が

破面と推定される。右狽‖面には椀形餓冶津の肩部から底面にかけてが露出している。

合鉄部は上面寄り。右手肩部の上手側にのびる窪みは工具痕か。

103 F93 椀形鍛冶揮 (中

含鉄 工具痕付
き)

2区D42 7 H(○ ) 分析資料NQ17 詳細観察表参照。

103 F94 拠 形 球 衛 梓 (挫

小 含鉄 )

2区醜 4 9 H(○ ) 平面、長楕円形をした極小の椀形鍛冶津破片。上下面の一部が生き、左右の端都と

上手側肩部が小破面となる。下面の酸化土砂中に青光りする鍛造剥片が回着。含
鉄音Ⅳま下面の左手寄り。

103 F95 拠 影 球 信 tEF(褪

小 含鉄 )

2区D聖 7 H(○ ) 極小の完形に近い抗形鍛冶津。扁平で側部の形状は不定形。上下逆の可能性もあ

り。酸化土砂がやや厚い。

F96 含鉄鉄津 2区SR% L4 4 H(○ ) 小塊状の含鉄鉄岸。上手側の側部には錆膨れが発達する。表面はやや不規則な凹

凸に覆われ、その一部は木炭痕と推定される。磁着傾向は全体に分散する。

103 F97 含鉄鉄津 2区SK35 6 H(① ) 前者と同様、小塊状の含鉄の澤。凝面には粉炭戻が目立ち、下手側の側部は破面。
磁着はやや分散的で、小さな錆膨れが生ずる。

103 含鉄鉄津 2区D44 6 H(○ ) 酸化土砂に覆われた含鉄鉄津。上下面は生きており、左側面と下手倒は破面と推定
される。表面には黒錆のにじみと放射割れが入り始めている。含鉄部は広め。

103 含鉄鉄津 2区B44 7 H(O) 厚い酸化土砂に覆われた塊状の合鉄鉄津。酸化土砂の各所に淳部がのぞく。右側

面が新しい破面で、銹化の追んだ合鉄部が露出している。磁着は右半分が強い。

103 F100 含鉄鉄浮 2区D44 2027 9 H(① ) 全画が酸化土砂に稜われた含欽鉄岸。不規則な形態を持つ。上手側はやや椀形で

下手狽Iは丸棒状となる。下面下手側の突出部は磁着が強い。含鉄の椀形鍛冶津の

中核部破片か。

103 F101 含鉄鉄淳 2区D44 235 5 M(◎ 小塊状の含鉄鉄浮。小さな椀形に近い断面形を持ち、左 lFl部と手前側が破面。破面
には黒錆が吹き、イガイガした銹化部分が露出している。右半分の酸化土砂洲享い。

103 F102 含鉄鉄津 2区 D44 1500 7 M(◎ ) 厚い酸化土砂に覆われた含鉄鉄津。上下面は平坦気味で下面左寄りに津部が突出
する。放射割れが発達し力W)ており、津部はやや緻密。

103 F103 含鉄鉄津 2区D43 4 Ц●) 扁平な小ぶりの含鉄鉄津。断面形はやや皿状。表裏面ともに小さな突起が残り、黒錆
が縞状に吹く。透過X線像からも鉄部のまとまりはやや低いと見られる。

F104 含鉄鉄揮 2区E43 6 ЦO) 小塊状の九みをもった含鉄鉄津。表面にはうすく酸化土砂が回着し黒錆力ヽ こじむ。含
鉄部は下半の中核部か。

F105 含鉄鉄津 2区D44 1297 6 Ⅸ●) 分析資料NQ18 詳細観察表参照。

F106 鉄製品

(鍛造品 )

2区 I「 44 8 L(● ) 表裏面に分厚く酸化土砂が固着した鉄製品破片。薄板状で餓接線は認められない。
長軸の両端部は明らかな破面で、短軸側は部分的に生きている可能性をもつ。

F107 含鉄鉄岸 3区SD13 5 L(● ) 長手の不整台形をしたやや流動気味の含鉄鉄浮。下面は深めの樋状。石半分は浮
や銹化物が主体で、長軸の両端都は破面と推定される。

F108 含鉄鉄淳 3区SD13 5 L(0) 酸化土砂に覆われた小ぶりの合鉄鉄津。透過X線像によれば内部にはまとまりの悪い
含鉄部が広がる。一言礫こ隙間も確認される。

F109 含鉄鉄滓 3区SD13 6 L(0) 前者よりも大きめながら、表面の駿化土砂やメタル部の在り方がやや似た含鉄鉄津。
内害日こも不規則な隙間や気孔が散在する。鉄都のまとまりは悪い。

Fl10 不明淳 (含鉄 ) 3区SDH 137 1474.1 3 銹化 (△ ) 分析資料詭19 詳細観察表参照。

Flll 不明津 (含鉄 ) 3区 136 7162 8 H(O) 平面、不整紡錘形をした含鉄の不明津。上面が窪み、1～ 2帥大の木炭痕,Wま残さ
れている。上手側の側音Ⅳま全面破面。下手側の肩部は弧状の平面形をもち、側言Ыま

椀形となっている。含鉄部は上手側下半の中核部。部分的に酸化土砂が厚い。大形
の杭形鍛冶津の可能性もあるが木炭痕が大きい点はやや異質。しいて言えldF24～

B2の不明津や椀形鍛冶津に似る。

104 Fl12 椀形鍛冶津

(中 含鉄 )

3区 136 3962 5 H(O) 平面、不整五角形をした含鉄の椀形鍛冶津。上下画が生きており、上手側が破面。

右側の肩都は本来の椀形津の肩著Ыこ近い。含鉄部は上面中央寄りの上半部。

104 Fl13 含鉄鉄博 3区138 275 6 H(○ ) やや扁平な含鉄鉄津。上下面が生きており、側面の半分以上が破面と推定される。下

面はやや皿形で木炭痕に覆われている。含鉄部は右上手側の上半部。小形の椀形
鍛冶淳の可能性もある。

104 Fl14 含鉄鉄津 3区H36 709 5 H(○ ) 厚い酸化土砂に覆われた含鉄鉄津。上面は平坦気味で、左側面は破面の可能性が

高い。それ以外は不明。

104 Fl15 合鉄鉄津 3区H37 51 1551 6 H(○ ) 上面に大形の木炭痕が目立つ含鉄鉄津。木炭痕は最大6 5cmの 長さをもち、材は全
て広葉樹材。上下面や側面が部分的に生きており、特に側面や下面は不規則である。

津は緻密で結晶は発達する。さらに大形の津の肩部破片か。精錬鍛冶津であろうか。

104 Fl16 含鉄鉄滓 3区136 360 5 M(◎ ) 小さいながらも椀形の断面形を示す含鉄鉄津。上面は平坦気味で、下面には分厚い

酸化土砂が固着する。

104 Fl17 含鉄鉄津 3区潟6 5 M(◎ ) F107に似た樋状の外観を持つ含鉄鉄津。両端部は破面の可能性が高い。平面形
はやや不規則。

104 Fl18 含鉄鉄淳 3区136 57 759 7 M(◎ ) 酸化土砂に覆われた塊状の含鉄鉄岸。平面形は勾玉状。上下面と側面の半分ほど

が生きている可能性が高い。含鉄言Ыよ中核言Ыこ広がり気味。

104 Fl19 含鉄鉄津 3区 5 し(0) 酸化土砂に覆われた塊状の含鉄鉄津。比重が高く、上下方向にやや長手となる。上

面は平坦で下面は傾斜した椀形。側面は急角度で立ち上がり、全面破面の可能性
が強い。含鉄の椀形鍛冶津の中核部破片かもしれない。

104 F120 含鉄鉄津 3区」37 1165 5 し(0) 長手の合鉄鉄津。ほぼ全面が酸化土砂に覆われており、右側部のみ地の津部が露

出している。左右方向の脈面形は椀形鍛冶津の肩部に似る。右側を除いてそれ以外
の側音Ⅲよ破面と推定される。合鉄音辟よ右端部寄り。

104 含鉄鉄津 3区G36 1172 6 し(0) 分析資料NQ20 詳細観察表参照

104 鉄製品

(鍛造品 )

3回36 5 M(◎ ) 薄板状の鉄製品破片。刀子状の製品の破片か。身の幅は基部から先端部に向かつ

て細くなり、基部側と先端側がそれぞれ欠損している。刃部はやや湾由しているが、使

用により摩滅、変形したためか。

104 76 鉄製品(鍛造品) 3区 G36 7 特 L(☆ ) 細身の刀状の鉄製品破片。長軸の両端音Hよ破面となる。身幅は2 2cm前 後を測り、基

端部から3cnの位置に背側では関の痕跡が認められる。透過X線像では、刃部にも不
明瞭ながら関があるようにも見える。また基端部の破面の中央には、径2 5mmの 日釘孔
らしき孔力渡 たれている。背側の厚みは4mm強 。身幅が狭いため小柄に分類されるか

もしれない。

-277-



表13-1 黒色砂4出土縄文土器数量表
器種 部 位 D41 垣レ41 E42 F40 F4ユ F42 合計

有文 深鉢 胴  部 l 1

粗裂深鉢 口縁部 3 2 1 3 1 10

胴 部 5 3 4 7 5 2

合  計 8 3 4 9 1 3

浅  鉄 胴  部

出土土器合計 9 4 9 1 3

表13-2 黒色砂3出土縄文土器数量表
時期 許 種 部位 特徴 鯉 3 D39 D40 D41 D42 Eな0 I「 4ユ M2 FB8 F39 F40 F4ユ F42

島式 磨消縄文 ユ l 4 4

沈線のみ

文様不明 1 1

布勢式 深鉢 口縁部 縁帝文 尼 2 4 l 3 2

胴部 ユ 1 5

島～布勢

式

深鉢 口縁部 口縁端吉Rこ縄文 ] 1

胴部 ユ 8 1 2

時期不明 縄文地 1 1

その他の有文土器 ユ 4 1

粗裂深鉢 回縁部 平 縁 l l 1 7 ユ 5 56 2 ] ユ

刻み目 ユ 1 4 1

波状 2 1

突 起 3 1

口縁都合計 l l l 7 〕 5 ヲ 57 2 1 1

胴部 2 1 6 1132 74 4 12 309 328 9

底 部 平底 2 5 6 2

凹底 4 ユ 4 4

上げ底 2 1 1 1

不 明 I 2

底部合計 ワ 3 1 3

粗製深鉢 計 1 3 428 1 1 1426 17 372 406 24 ユ

浅鉢 口縁部 3 4 6 2 3 ユ

l同都 7 84 7 2 ユ

底 部 ユ ユ 6

茂鉢合計 2 23 12 2 2

壷 (双耳

壺 )

回縁部 3 ユ 3 1

把 手 1 1

胴部 1

注目土器 1

出土土器イ)計 2 2 3 2 1 6 1584 99 l

時期 静 種 部位 特徴 F43 G37 G38 G40 H39 H40 爵8 T38 立置不リ 合計

鳥式 磨消縄文 l 3 2 と ユ

沈線のみ 1 ユ

文様不明 2

布勢式 深鎌 日縁部 縁帝文 3 2 2 3 24

胴 部 3 2 2 1 2

島～布勢

式

深鉢 回縁部 日縁端部に縄文 2

胴 部 7 1 2 3

時期不 明 縄文地 2

その他の有文土器 ユ 1

粗製深鉢 口縁部 平 縁 2 81 2 2 3 l 9 660

刻み目 2 2 11

波状 l 4

突 起 4

口縁部合 89 2 駐 2 2 3 1 679

胴 部 657 1 2 1 465 290 4 7 5 7 弘 3858

底部 平底 8 1 9 2 l 1

凹底 6 ユ 7 2

上げ底 〕 ユ 7

不明 1 4 1 l 93

底部合計 1 1 222

粗製深鉢合計 3 2 576 5 9 6 7 4759

浅鉢 口縁都 ユ 7 6 2 ユ 125

胴 部 1 5 6 1 2 253

底部 1 4 1 ユ

浅鉢合計 l 1 2 2 ユ 393

一霊 双 耳

一霊

口縁部 1 ユ

把手 2

ユ 1 3

注目土器 1 2

出土土器合計 1 ユ 849 3 2 ユ 645 6 7 5277
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表13-3 黒色砂2出土縄文土器数量表

布勢式

rIPX式 2 1 1

回稼部
 卜

4 2 5

底部

上サ手底

イ勇然

rT文式

桁節縄X 1

底 部

辰鉢

表13-4 黒色砂1出土縄文土器欺量表

布勢式 深休

I鳳部

沖文式

菖滝 式 殊 鉢

課

柳蜘
1

回縁吾格

rFk】夫

,同』
'

lJ 21 146
広部

丸底

|   十
~~丁

2 1

児期 口縁 古ト

3 2

口稼に猥してン」日突〒

日縁に接して無刻目突帯

不明

帝刻目なし

茂 鉢
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中吏式 深 鉢

殊 鉢

租製深鉢 口縁吾格

畷吾ト 半底

1

器 4

1

ヨ緑から下力ちて突常(珈目不明)

〔接して刻目突帝
:撥して無亥J日突帝

小明

突帝刻目なし

辰 鉢 口縁 司

布勢式 栗鉢

騨文式

腫現山(新 ;

fH鹿式 休 勢

1

2

2

1

7

3 2

2

授 鉢 回縁音ト

8 ユ 2

23 4

浅鉢合計
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布勢式 深 鉢

沖文式

権現山(新 :

二日土器

菖痛式 朱鉢

滋賀里Ⅱテ

時期不明

喪鉢 1

5 2
3 2 2

底部

1

呪 期 LH縁樹
`

日縁に接して刻目

不明

茂鉢 回縁爵
` 波状口縁 1 1

深 鉢 口縁部

1中文式

1 2

冨 蔦式 珠 鉢 口
ЛF

滋賀里Ⅱ式

よ

口稼舌ト R55

刻み

底部 底

底部合計

暁 剤

器 口縁から下力ちて刻目突帯

7

4｀助句 突 市 刻 日め l

空 帯核1日 /1Nイ

1

重   | 口縁部
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表13-5 1～ 3区 弥生土器・古式上師器魏量表
時 期 器 ltH 部 lll 解 3 84Z じ44 B45 C4″ C44 D38 D39 D40 D41 D42 D43 D坐

弥生土器 様 式 鍵 回縁部 l

1

一車 回縁 罰
'

1

合計 2 1

Щ標 式 攪 日縁 脅
`

3 5 l 9 1 と 3
一璽 回縁郡 〕

口縁部 1

合計 3 l 4 9 1 2 3

阻様式 発 口縁 郡 3 2 ユ 3

一霊 口縁部

那 無銀 重 日縁部 1 1

高琳 口縁部 1 2 1

脚 部

合計 ユ 1 1 5

Ⅳ標 式 鍵 口縁罰
`

1 1

重 口縁部

口縁部

高外 口縁部 ユ ユ

脚 部 ユ

合計 1 l 5 1

V様式 鍵 回rFX部 ユ 1 l

豆 口縁部

口縁部

高 恥

器台

合計 1 3

月同罰
'

ユ ユ 64 6 Й 63 7

底 部 3 3 と

弥生土器合計 77 8 1斃

百天土帥喬 代
頭
呼
初
慎
期
山
一副

回縁～顎罰∫ 4 髄

高郭 不部

脚 部 1〕

詩 台 1 1

瓜脚不 ユ

古式上師器合計 6 5 90

種 別 時期 器 種 し黎

“

40 さ堪

「
43 G36 338

弥生土器 様式 鍵 回縁音ト 1

打・l音ト

一重 口縁 部

I 1 1

合計 3 1 2 1

I様式 6 酸 17 5 3

壺 目縁 郡 ユ 1 2

日縁部 1

合 計 6 2 3 3 l 6 3

」不黒式 鍵 回縁 乱
'

Z 2 1 3 1 2

一亜 園縁郡

鉢 無顕藁 日縁部 1

高杯 日縁 罰
'

脚部

合 計 2 2 1 3 1 6 8

Ⅳ様 式 餐 回縁ヨ
`

1 2

一亜 口縁部 1 1 I

鉢 無顕藁 日縁部

高
j4N 回稼 司

`
脚部

合計 ユ 1 2 2

V禄式 鍵 回縁 罰
`

1

一亜 回縁部

鉢 無顕露 日縁部 ユ

高郭

器台

合 計 1 1 2 2 1

43 492 18tl 132 躍 24

底罰
`

8 4 3 5 2

弥生土器合計 閉 1 679

百天主FI器

前期初頭

弩  壺 Z 3 3 l

高 郭 不部 7 2

lJ部

器台

低脚獅 5

古式上師器合計 1 1 4 54 3 Z 2
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時期 器種 言Б位 G40 C41 G42 H35 H36 鰐 7 H38 H39 r140 H4Z 13υ 里 0

弥生土器 I様式 奉 回綴 部 1

一霊 日縁部 ユ

胴部 1

合計 1

Ⅱ様式 甕 日縁部 7 4 5 4 Z Z

一霊 目縁部 1 1 1 l

口縁郡

合 計 7 2 2

■標 式 日縁部 と 8 ユ 9 2 4 6

一車 回縁旨ト

鉢 無銀重 日縁 部

高杯 日縁部

lAl司

`

合計 1 9 2 2 4 6

園縁都 ユ

一車 口縁 音ト 雲

鉢 無頌重 口縁 部 1

高杯 口縁 都 I

脚部

合計 1

V禄式 日縁 部 l 2 3

一更 口縁部

外 無鎖壷 口縁部 5

高示 1 ユ

器 台

合計 l 2 5 8

148 8 3 7 305 246 3

4 2 1 ユ 7 8

弥生土器合計 16″ 98

百式上II喬 代
頭
町
初
狽
期
山
一副

6 4 4 4

高
j4N 邸部 2

押部

器 台

低 141外 1

吉式上師器合計 6 ユ 7 4 3 と

揮量

"」

野 剰 綽 剖Slヱ T38 T39 140 141 K37 K38 離 0 L36 し37 し38 L39 μ 0

弥生土器 I様式 弩 回縁吾ト ユ ユ

胴部

重 日縁部

‖同吾
`

合 計

様 式 鍵 日稼者ト 7 1ユ 7 2 よ

一亜 口縁吾ト 1 と ユ 1

鉢 無顕至 日縁部 ユ

合計 1 5 8 1 ユ 2 〕

皿様式 弩 口縁吾ト 必 6 6

一笙 口縁部 1

鉢 .無頸壺 口縁部 l ユ 1 〕

高ITN 回縁 部 ユ

脚部 1

合計 2 6 1 2 7 6

Ⅳ様式 鍵 口縁部 1 1

一壺 日縁部

鉢 無頸重 日縁部

高 lTN 口縁罰
`

1

脚 部

合計 1 2 1 1 2 1 5 3 1 5 1

V椋式 弩 目縁音b

一蔓 口縁 部

口縁部

高不

器 台

計 と 1 2 2 ユ 3 3

184

底著Б 2 6

334 9 114

百天土帥器

前期初頭

発  壷 口縁～銀日
`

3

郭 部 ユ

Hl罰
`

器 台

低脚琢

古式十師器合計 11 9 3 8 ユ 4 5
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種 別 希 樫 音卜1ヱ 1ヽ35 4ヽ36 1ヽ87 �

“

8 M39 A/140 N35 N37 N38 036 037 038 039
弥生土器 1標式 鍵 口縁 部 ユ

一亜 口縁部

合計 1

Ⅱ様式 口稼 当∫ 5 t 5 1 Z

一蔓 回縁乱
`

1 1

日縁部

合計 と 5 1 3 ユ 2

lu様式 資 回稼 部

一霊 口縁部 ユ 3 l ユ ユ 1

鉢 日緑部

高郭 回縁 司
'

1

脚部

合計 4 2 ユ 3 ユ 1 1

Ⅳ穂 氏 鍵 回縁 罰∫ ユ 1 1 ユ l 1

壺 口縁部 ユ ユ 1

鉢 無頸壷 口縁部

高杯 口縁吾ト ユ 1 ユ

脚部 1

合 計 3 2 2 4 1 1

V標式 鍵 国縁吾ト l 1

重 日縁 部

鉢 無顕重 日縁都

高杯

番台

合 計 1 1 1 1

352 106 21 4

底 部 6 4 4 ユ 2

弥生土器合計 囲 93 5 4 磁 45

占式土師器

前期初頭

1 l

高舅ヽ 不部

lf部

器台

欧脚14N

百式土師器合計 1 1

匹三ガ」 時 剰 各 種 罰
`4立

P37 P38 P39 @39 Dトレンチ 遺構 不 明 合 計

弥生 上 器 l様式 奏 口縁部 6

胴部 1

一霊 回縁音ト 1 2

打同部 2 10

合 計 3

■様 式 弩 曰縁音ト 1 l 3 454
一堕 目縁部 1 4

無ヽ頸帯 日縁部 l 4

1 2 3 483

Ш様式 霊 日縁部 6 5 Z08

壷 口縁部

回縁部

高郭 日縁部 2

脚 部 l

含 HI 6 5 〕 1 245

Ⅳ様式 甕 回縁 部 1 5

壷 口縁部 ユ

口縁部 1 2

高郭 口縁部 1 9

脚部 5

含 FT 3 4 5 98

V様式 賓 回縁郡 1 2

重 口縁部 ユ

回縁部 〕 1 2

高不 ユ 3

子台 ユ

1 1 6 5

】同言Б 坐 44

底 き ユ 437

7 477 9878

百式土帥器 由項
“

守1ヽ

前期初頭

口縁～顕部 υ

高郭 不部

脚部 1 2

器台 3

低脚ネ

古式土師器合計 4 531
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表13-6 土師器。須恵器数量表
種 別 時代 時期 器種 部イ立 特徴 C44 D38 D39 D4〔 E37 E39 F42 脇 3 FX4 F37 F38 F41 F42 F43

土師器 古墳～奈良 平安 奏 口縁 1 3 3 2 3 1 1

月同罰
`

2

甑

郭

局 舅ヽ

移動式電 1

土師毛 合計 3 3 2 7 2 ユ

娯思番 百墳時代 釜 回稼 3

不 回縁 1

蓋or郭 体音[ 1 2 1 1 ] 1

高杯 1

腺

提瓶

奈良 平安時代 杯 日稼罰
'

1 1

底部 照高台 l 1 l

高台付 1 1

百噴～余艮 半安町代 重 ユ 3 t

太垂 ユ 2 1 1 1 1

器種不 : 1 3 l 1 l 1 2

合計 7 2 2 5 5 3 5 3 2 5

製塩土器 1

出土土器合計 1 2 3 2 5 7 3 3 2 2 3 6

揮盪

"U

時代 時期 喬 種 特 徴 じ4ユ じ4Z H36 138 」37

主R巾器 発 日縁部 ユ 8

胴 部 7 29

甑 ユ 1

郷 1

高郭 1 1

移動式篭

土 RI器合討 39 ユ 15 ユ

須悪器 百墳時代 蓋 日縁部 4 1 よ

不 日縁部 2 ユ

蓋 or郭 ユ ユ 1

高不 1 1

腺 ユ

提瓶 ユ

余良 平賓時代 不 日縁部 l 1

底部 無高台 1

局台付

古墳～奈良 平要時代 一霊 2 1 2 1 2 1 2 ユ 1

大発 1 3 〕 1 1 2 1 4 1

器種小明 2 l ユ I 1 1 ユ 1

須恵器合計 2 2 3 2 1 3 3 4 2 4 3 4 2 7 5

出土土器合計 4 2 3 42 4 2 4 4 4 7 6

種房」 時代 時期 器 種 部 位 特 徴 K40 K41 L37 L40 M37 h4139 h140 N37 036 位置不 選橋 合計
土師器 古墳～奈良 平安 発 日稼測∫ ユ 1 4

1 1 10 146

甑 3

14N

高 不 1 4

移動式霊 2

十 2

須忌器 百墳時代 蓋 日縁部 1 1 1 1

琢 日縁部 1 ユ 2 1 1

蓋or14ヽ 杯 目∫ |

高 不 1 4

眼 ユ 2

提 胤

奈良 半賢時代 不 日縁部 5

底 部 無高台 4

高台付

一霊 1 I 1 1 2 1

夫 墾 4 1 2 1 ユ 1

器種イヽ明 2 2 4 V

須恵器 計 5 3 l 1 1 1 l 2 ユ よ 5

出土 土 合 計 5
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表13-7 中世土器。陶磁器数量表
種 別 器 種 部イ立 特 徴 I)44 C44 D43 D44 醜 2 E43 E44 ⅢUυ

黒色土器 琢 底 部

中世土師器 杯 回縁 罰
`

1 1

体 部

底 部 高台なし 2 Z 1 ユ

高台 4寸

皿 回縁 部 1 1

体 部

'氏

ヨ
`

局含なし 1 1 1

高台付

柱状高台

小片 (器種不明) 口縁 罰
`

1

体 部 l

底 部 高台なし 1 1 ユ l

畠含 4寸 ユ

稲鉢 (片 口鉢 1

中世土師器合計 1 2 5 1 2 3 ユ

甲世須思誘 大 弩 1

比質土器 指 鉢

鍋 脚 部

備前焼 橋鉢 Z 1

太 霙 〕

自磁

青磁

中国染付 皿

出土土器合計 2 1 5 2 ユ

担雲

"」

器 櫂 郡4ヱ 特 al じ37 出 6 旦37 H38 142 T40 T41 K37
黒色土器 不 底 部

中世土師器 郭 回縁部 1 2 と 2 1 1 1

4Fkヨ

`

底 部 高台なし 1 7 l 4 1 1 1

高台付 1 3 ユ

皿 口稼 罰
`

3 5 1 ユ ユ

体 部

底 部 高台なし 2 2 3 2 7 5

高台 4寸 Z ユ

柱状高台

小片 (器種不 明 ; 日縁 部 1 1 2 2 2 5

体ヨ
`

4

底音ト 高台なし 1 a l 7 3 ユ 5

高台付 2

播鉢 (片口鉢 ) l

中世土師器合計 2 4 愕 8 1 2 ユ

中世須恵器 夫 甕 2 7 Z

瓦質土器 看 鉢

鋤 脚 部 1

傭前焼 悟 鉢

天 餐 1

自磁 l ユ l

青磁 1 2

中国染付 1

出土土絲 計 2 6 80 9 4 ユ ll 2

種】」 静 種 L37 hT36 h137 1ヽ38 1ヽ39 υ37 υ3υ 重 薦 4ヽり日 合 計

黒色土器 」4N 底 罰
`

ユ

早世土ll器 不 口縁部 〕 6

体 部 12

ほ 罰
`

局台 なし 1

高台付 6 17

皿 口縁部 と 5 2 塾

体音ト 1

底 部 高台なし 5 ユ 5 1 1

高台付 ユ 2

任状高台 1

小片 (器種不 甥 日縁部 2 3 1 4 斃

伝音Ь 2 1 1 4

)氏音ト 局台なし 1 ワ

高台付 2

信鉄 (片口鎌

甲世土帥希 JI 2 l l ユ 5 390

甲世須思器 大 語 3

瓦質主器 信 鉢

釧 脚旨ト 1

偏前焼 橘 鉢

大 雲 1 ユ 2

日観 5

青磁 1 1 7

中国染付 皿

出土土器合「T
1 l 1 4 ユ ユ 2 1 7
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表14 1～ 3区鉄関連遺物重量表 (単位 :kg)

グリッド名 B44 B45 D42 D43 D44 E37 M0 E41 W3 E44 F37

炉壁 (鍛冶炉) 0.062

羽 口

鉄淳 メタル度なし 0080 0.120 0730 0,040

鉄津 メタル度銹化 (△ ) 0220 0.034 0.040 0.022 0.100

鉄淳 メタル度H(○ ) 1.176 0.008 1459 1.925 0.588 0.457 0.188

鉄津 メタル度M(◎ ) 0.174

鉄津 メタル度L(● ) 0.130 0.040

鉄津 メタル度特L(☆ )
再結合津 メタル度なし
再結合津 メタル度銹化 (△ )
再結合津 メタル度H(O)
鉄製品 0045 0.032

ハ
ロ 計 1476 0.042 1.459 3.616 0,040 0.519 0288 0.030

グリッド名 F42 G36 G37 G38 G42 H35 H36 H37 H41 138

炉壁 (鍛冶炉)

羽 口

鉄津 メタル度なし 0.030 0.120

鉄津 メタル度銹化 (△ ) 0.010 0,080 0020 0.280 0.150

鉄津 メタル度H(O) 0051 0.428 0843 0.053 0.084 0.155 2.246 0.275 0.142

鉄津 メタル度M(◎ ) 0.282

鉄津 メタル度L(● ) 0.117 0043

鉄津 メタル度特L(☆ )
再結合津 メタル度なし
再結合淳 メタル度銹化 (△ )
再結合淳 メタル度H(○ )
鉄製品 0.007 0.083

合 計 0.017 0.254 0.551 0.080 0,913 0,103 0.084 0.155 0.083 2.928 0.425 0.142

グリッド名 140 K38 K40 邸 7 し38 �136 卜137

炉壁 (鍛冶炉) 0.018 1.463

羽 口 0.813

鉄津 メタル度なし 105.879

鉄津 メタル度銹化 (△ ) 0.040 0.210 0.266 0.050 1.190 0,820 58475

鉄津 メタル度H(O) 0.875 12427

鉄津 メタル度M(◎ ) 0.036 0.033 1.892

鉄津 メタル度L(● ) 1.257

鉄津 メタル度特L(☆ ) 0.214 0.115

再結合津 メタル度なし 0.080 60,700

再結合津 メタル度銹化 (△ ) 0,220 61.020

再結合津 メタル度H(O) 56.892

鉄製品 2409 0.026 0.010 0.008 0.283

合 計 0.040 0.862 0.008 5.303 0.038 3.861 361.216

グリッド名 1ヽ38 1ヽ39 1ヾ35 N39 P38 1区不明 2区不明 3区不明 遺構 合計

炉壁 (鍛冶炉) 0.155 1.698

羽 口 1.022

鉄津 メタル度なし 0.470 0.020 0.080 12.600 0.150 126.555

鉄津 メタル度銹化 (△ ) 4.886 4.890 0.044 3.933 76.370

鉄津 メタル度H(○ ) 6.600 1.668 0.199 1.192

鉄津 メタル度M(◎ ) 0.312 0.008 2.737

鉄津 メタル度L(● ) 0.331 0.263 2.904

鉄津 メタル度特L(☆ )
再結合淳 メタル度なし 0.580 61.360

再結合津 メタル度銹化 (△ ) 61.240

再結合津 メタル度H(O) 56.892

鉄製品 0.018 0.072 0.201 3.289

計 11,956 0.020 0.580 0.018 20.237 0.128 0.298 5,747 428.630
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表15 6区 建物一覧表

建物 挿図 写真図版 柱間 斯
ω

桁行

(m)

梁間

(尺 )※

桁問

(尺 )※

面積

(ln)
主軸 時代

SB06 第■9図 l間×l間 ■9 イ 才 N5°E 弥生後期

SB07 第120図 1聞×3聞 9,10 32,8 N80°郡I 中世

SA02 第 120図 3問 イ N碍
°
W 中世

※尺は30cmと仮定して計算した。

表16 6区 建物計測表

SB06計測表

規 模
梁行き 桁行き

1 I

主 軸 N5°E

柱

六

香 号 Pl P2 P3 P4 ‐‐
~

‐ ‐
‐

イ

上 面 径 (cm) 50×35 ‐‐

底の標高 (m) 15190 15189 15240 15206 ィ
イ
イ

‐ ~

柱間距離 (m)
Pl―P2 P2-P3 P3-P4 P4-Pl ― _―

~

‐ ~

170 27Э 190 ‐ 
‐

イ

SB07計測表

規 模
梁行き 桁行き

1 3

主 軸 N80°E

柱

穴

番 号 Pl 路 P4 才

上 面 径 (cm) 49×38 図×(35) 43× 39 43×36 52×49 45×38

底の標高 (m) 15326 15310 15332 15320 15334 15330 15336

柱間距離 (m)
Pl―P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P7-Pl

27 42 ―
‐
~

SA02計測表

規 模 3間

王 軸 N73° W

柱

穴

番 百〓 Pl P2 P4

上 面 径 (cm) 37× 34 32×30 30× 28

底の標高 (m) 1開 40 15329 15312 15329

柱間距離 (m)
P卜 P2 P2P3 P3-P4

232

表17 6区土器・土製品観察表
挿
図
番
号

遺
物
番
号

写
真
図
版

種  別 器  種 型式/時期
調査区

/遺構名
層 位 形態 文様の特徴 色調 (外 ) 色調 (内 )

122 縄文土器 深 鉢 西川津式A U22 5a5b 日縁音隅こ突帝貼り付け、斜行する刺突文、内面ナデ、

外面炭化物付着

黒色(101rR2/1) にぶい黄橙色(10YR7/4)

122 縄文土器 深鉢 西川津式A U22 口縁都に突帯貼り付け、斜行する刺突文、内面条痕、

外面炭化物付着

黒褐色(10YR3/1) 浅責橙色(10YR8/3)

122 縄文土器 深鉢 西川津式A U23 5 斜めと横位の刺突文、内面条痕 オリーブ褐色 (2,「r3/2) にぶい黄色95Y6/4)

縄文土器 深 鉢 西川津式A V22 13 貝殻腹縁 による刺突文、ナデ 黒褐色(10YR3/2) にぶい黄褐色(lllYR4/3)

縄文土器 深鉢 西川津式A 5 口縁端部に薄く粘土を貼り付ける、斜行する刺突文、

内面条痕、ナデ

灰自色¢評7/1) 灰黄色¢評7/2)

81111 縄文土器 深鉢 西 津式A 5 斜行する刺突文 にぶい黄橙色(10YR6/3) にぶい黄橙色(1びrR6/3)

縄文土器 深鉢 西 津式A U22 内外条痕 浅責栓色(1びrR8/4) 浅黄橙色(lCIYR8/4)

802 縄文土器 浜鉢 西 津式A W,2 13 内外条痕、外面炭化物付着 黒褐色(25Y3/1) 黄色鬱5Y8/6)

803 87 縄文土器 深鉢 西 津式A W22 垂下する隆線と斜行する沈線文、内面条痕 橙色●5YR6/0 明黄褐色鬱5Y6/0

804 縄文土器 深鉢 西 津式A V92 弧を描く沈線文と刺突文 淡責色(2 5WB/4) 暗褐色(10YR2/3)

縄文土器 深鉢 西 津式A 13 弧を構く沈線文と刺突文、内面条痕 黒褐色(10Y路 /1) 黒褐色(10YR3/D

806 縄文土器 深 鉢 西 津丸ヘ V22 ナデで弧を描く、弧を描く小さな刺突文 黄橙色(10YR8/8) 浅責色(25W7/4)

807 縄文土器 深鉢 西 津式A U22 5 垂下する隆線と沈線文 黒褐色Q5Y3/1) 黄褐色(25Y5/4)

808 縄文土器 深鉢 西 津式A U23 5 斜行する押し引き文や沈線文、内面条痕 明黄褐色(10YR7/61 暗灰黄色(2♂r4/2)

809 縄文土器 深 鉢 西 津式A V22,U22 13 弧を描く刺突文、内面条痕 橙色(7ア R7/0 明黄褐色(lllYR7/6)

87 縄文土器 深鉢 西 津式A U22 13 回縁部下の稜が突出、内外粗い条痕 黄橙色(7 ⅣR7/0 にぶい褐色7 5YR5/3)

縄文土器 深 鉢 月崎下層式 513 日径24 0cm、 残存率25%、 口縁郡付近に4条の押引文

を施す、内外条痕、補修孔あり

にぶい黄褐色(10YR4/3) 黄色125Y8/8)

123 縄文土器 深鉢 西川津式A V22 口縁部下の稜が突出、内外粗い条痕 責橙色(lⅣR8/81 黒褐色(10YR3/2)

縄文土器 深鉢 西川津式A V22 13 内外粗い条痕 黄色6Y8/61 黄色(「DY8/6)

123 87 縄文土器 深鉢 西川津式B V22 13 横位の微隆起線文の上に断面V字の刻み、突帯を縦

に貼り付ける、条痕後ナデ

褐灰色(lllYR4/1) 掲灰色(10YR4/D

-288-



縄文土器 深鉢 西川津式B 13 横位の微隆起線文の上に刻み、内外条痕 灰黄色Q roY7/2) 灰責色(2X7/2)

87 縄文土器 深 鉢 西川津式B ″`22 5 刺突文、内外条痕 黄灰色125Y6/1) 灰責色(25Y6/2)

87 縄文土器 深鉢 前期 V22 13 内外条痕 橙色(7 5YR6/6) 褐灰色年硯駅5/1)

87 縄文土器 深 鉢 前期 ? W27 外面ナデ、ケズリ、内面ナテ 明赤褐色(5YR5/0 浅黄橙色(1びrR8/つ

87 縄文土器 深鉢 羽島下層Ⅱ式 5 2組 1対 の刺突文 責橙色(10YR8/6) 浅黄橙色(10YR3/4)

820 87 縄文土器 深鉢 前期 V92 13 垂下隆線力減J落、口縁端部刻み、内外条猿 黒褐色(1鋭《3/2) 黄橙色(10YR7/8)

87 縄文土器 深 鉢 里木I式 ヌ鬱8 9 隆帯の上を半裁竹管で押圧 黄橙色(10YR7/8) 明黄褐色(10YR6/8)

1路 822 縄文土器 深鉢 船元式? V26 5 突帯の上に斜めの刻み、外面に縄文 黄褐色(7.5YR3/3) 褐灰色(7 5YR4/1)

823 縄文土器 深 鉢 崎ヶ鼻式 N27 7-15 口縁音Rこ単節R醜 文、内外ナデ 褐灰色(10YR4/1) 褐灰色(10→rR6/1)

824 縄文土器 深 鉢 後期 ? V熟 13 外面沈線、磨滅著しい 明赤褐色鬱留 R5/8) 浅貨色95Y8/4)

123 縄文土器 浅鉢 後期 X27 7 口縁端音限こ沈線、ナデ 黄橙色(1び FR7/81 責橙色(7評 R7/81

123 826 縄文土器 浅 鉢 後期中葉 /ヽ29 7 外面沈線、ていねいなミガキ 明赤褐色(5YR5/8) 橙色(5YR6/8)

87 縄文土器 一互 後期 》鬱6 7 ていねいなミガキ、ナデ 責橙色(7髯 R8/8) 橙色ゼ「DYR6/8)

1% 縄文土器 深 鉢 崎ケ鼻式ヽ

沖丈式

V27 ケズリ後ナデ、補‖歩子しあり 黄褐色(25Y5/3) 黄褐色95Y5/3)

829 縄文土器 深鉢 後期中葉 X26 7 口縁内面に粘土を貼り付ける、外面ケズリ、内面ナデ 責色Q5Y8/6) 黄色Q5Y7/81

縄文土器 深 鉢 後期 ? U28 7 外面ケズリ、内面ナデ 黄橙色 (10YR8/6) 黄橙色(10YR8/6)

縄文土器 深鉢 後期 ? V29 7 外面ケズリ、内面ナデ 黄橙色 (10YR8/6) 黄橙色(10YR8/6)

縄文土器 深 鉢 後期 ? V29 7 外面ケズリ、内面ナデ 黒褐色(10YR3/1) 明黄褐色(10YR6/8)

縄文土器 深鉢 後期 V28 5 貝殻腹縁による沈線文、突起部に刺突 にぶい黄褐色(10YR5/0 褐灰色(10YR4/1)

縄文土器 浅鉢 後期 V23 5 ていねいなミガキ にぶい黄橙色(10YR7/3) 橙色(7 5YR6/6)

[珈 縄文土器 深鉢 崎ケ鼻～1中

文式

W27 7 口縁部に突起あり、回縁端部にV字状の刻み、外面ケ

ズリ、内面ナデ

浅黄色Q「DY7/4) 浅責色(2.5Y℃/4)

とを3ィ 1 836 縄文土器 鉢 崎ケ鼻～沖

丈式

】鬱6 7 外面ミガキ、単節RL縄文、内面ミガキ、ナデ 明責褐色Q dr6/6) 明黄褐色(2 FoY6/6)

1% 縄文土器 深 鉢 1中 丈式 ? W28 7 弧を描く沈線、内面ナデ、磨滅 淡黄橙色(lllYR8/4) 淡責色95Y8/4)

124 838 縄文土器 注目土器 沖丈式 Vヽ25 5 斜行する沈線の後刺突、内面ケズリ にぶい黄橙色(1瞬R7/4) 灰黄褐色(10YR5/2)

839 縄文土器 深鉢 沖丈式 V23 5d～5f 日縁部に単節RL縄文、外面ミガキ、内面ていねいなナ

デ

黄色(25Y8/81 黄色125Y8/6)

840 縄文土器 浅鉢 布勢式 ? V27 7 胴部に斜めの刺突文、ていねいなナデ、ミガキ 浅責色¢5Y8/4) 淡黄色QげF8/ゆ

84] 縄文土器 深 鉢 権現山式

(古 )

W24 5d～5f 結節縄文、ナデ にぶい責褐色(10YR5/3) にぶい黄褐色QllYR5/3)

842 縄文土器 鉢 権現山式

(古 )

V23 5 弧を描く沈線の間に縄文、内面ミガキ 暗灰責色95Y4/2) 黒褐色Q「r3/2)

843 縄文土器 深鉢 権現山式

(古 )

^r26
5 沈線文の後に縄文、外面ミガキ、内面ナ八 波状口縁か? 黄橙色(10YR7/0 黄橙色(10YR7/D

124 844 縄文土器 注目土器 後期 V29 5 ナデ 黄色¢びr8/6) 黄色(2 FoY8/6)

124 縄文土器 注目土器 権現山式 W26 沈線、外面ミガキ、磨減著しい 浅黄色Q5Y7/3) 浅黄色Q5Yi/4)

縄文土器 深外 権現山式

(新 )

部「25 3条の沈線文と刻み にぶい黄褐色(lσFR5/0 にぶい責褐色(1瞬R5/3)

847 縄文土器 浅外 権現山式

(新 )

W25 5d～ 5h 回径26 2cm、 残存率20%、 日縁内面に偽縄文と沈線、

内外ミガキ

明黄掲色(lllYR6/6) 橙色(7 5YR7/6)

848 縄文土器 深鉢 凹線文系 U27 5 巻貝による凹線文2条、内外ナデ 灰色(101r4/1) にぶい責色(2びr6/4)

849 縄文土器 浅鉢 凹線文系 X25 凹線文2条、内外ミガキ にぶい橙色 (σrR6/3) 灰褐色(7 5YR6/2)

縄文土器 浅鉢 凹線文系 メ諺6 5a5b 凹線文2条、内外ミガキ、沈線内もミガキ 褐灰色(lσrR5/1) 灰色Or5/1)

縄文土器 鉢 後期後葉 ? N25 弛 内外ミガキ 明責褐色(1餌R6/8) オリーブ黒色(5路 /1)

縄文土器 深鉢 後期～晩期 W28 5 外面ケズリ、内面ケズリ後ナデ 褐灰色(lllYR4/1) 黒褐色(10Ⅵ毯/2)

縄文土器 深鋏 後期～晩期 W26 5 外面ケズリ後ナデ、内面ナデ にぶい黄色(25Y6/ゆ オリーブ褐色稼5Y4/3)

854 88 縄文土器 深鉢 後期～晩期 2ゞ8 5 内外ケズリ 黄色鬱5Y7/8) 黄色9 FDY7/8)

855 縄文土器 深
/11

後期～晩期 W25 5 残存率 10%、 内外条痕 にぶい責橙色(lCIYR7/4) にぶい黄橙色(1帆駅7/4)

856 縄文土器 深鉢 晩期 υゝ7 5 残存率 10%、 胴部下半ケズリ、他内外ナデ、補修孔あり 黄褐色 (10YR5/6) 明黄褐色(lllYR6/6)

857 縄文土器 深鉢 晩期前半 W25 磁 内タトナデ 褐色(10YM/6) 浅責橙色(101rR8/3)

858 縄文土器 深 鉄 晩期前半 M128 5 回縁部下に沈線、内外ナデ 明黄褐色(10YR6/0 明黄褐色r2FDY7/6)

859 縄文土器 深鉢 滋賀里Ⅱ俳

行

必鬱5 波状口緑の頂部に縦と横の沈線、内外ナデ 黄色25Y8/6) 明責褐色(10YR7/6)

860 縄文土器 深鉢 篠原式

(中 )

ユ鬱6 5a SЭ 口縁端部刻み、外面条痕、内面ナデ にぶい責橙色(1び FR‐/41 明責褐色(25Y7/6)

861 縄文土器 深鉢 綾原式 必鬱7 5 外面粂痕、内面ナデ にぶい黄栓色(1び FR7/4) にぶい責橙色(1びrR7/4)

862 縄文土器 深 鉢 晩期 ? lV24 5d～5f ヘライこよる重弧文 にぶい黄橙色(lσ FR7/4) 橙色(評R6/D

863 縄文土器 深 鉢 晩 期 U25,V25 5 口縁端部にV字の刻み、外面ケズリ、内面ケズリ後ナデ 黒褐色(10YR3/2) 明黄褐色(lCIYR7/6)

864 縄文土器 深鉢 晩期 中ヽワ5 口縁端部に刻み 明黄褐色鬱5W7/6) 黄橙色(1鋭家8/8)

865 縄文土器 深 鉢 晩期 Wヽ95 5 日縁外面にV字の深い刻み 灰褐色(75Y5/2) にぶい責橙色(1びrR7/4)

866 縄文土器 深鉢 谷尻式 Wヽ28 5 円形浮文、ナデ 責橙色(10YR8/6) 黄色¢5Y8/6)

867 縄文土器 深鉢 晩期 X25 5d～5f 外面に稜、ケズリ、ナデ、条痕 黒褐色(101R3/2) 黄橙色(10YR8/8)

868 縄文土器 深鉢 突市文I期 W27 5 口縁端部に刻み、突帯は小D字の刻み、外面ケズリ、内

面ナデ

にぶい黄橙色(1餌R6/4) 明黄褐色(10YR7/6)

869 縄文土器 浜 鉢 突帯文I期 5 口縁端部に刻み、突帯は0字の刻み、外面条痕、内面

ナデ

明黄褐色(10YR6/6) 明黄褐色(10YR7/6)

126 縄文土器 深 鉢 突帝文I期 W25 5 V字の刻み、斜めの沈線、ナデ 黄橙色(lσrR3/6) 灰色(10Y3/1)

126 縄文土器 深鉢 突帯文Ⅱ期 W25 5d～寅 ゆるい台形状の突帯に斜めV字の刻み、外面ケズリ

内面ナデ

貢橙色(10YR8/8) 黄色Q「DY8/8)
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